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要約-1 
 

要約 

「サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的流域管理計画」プロジェクト事業完了報告書の要約は

以下のとおりである。 

 

1 プロジェクトの概要 

1－1 プロジェクトの背景 

1940 年頃には国土の約 70％が森林に覆われていたが、商業用の伐採、牧場や農地開発、山火事な

どにより 2003 年の森林率は 32.89％にまで低下した。サバナ・イェグァ・ダム上流域でも、貧農に

より急斜面が農地に転換され、土壌侵食が進みダムへの堆砂の進行が深刻化した。このため貧困に

よる流域荒廃を断ち切り、森林の回復及び土壌保全を目的とした住民参加型による流域管理プロジ

ェクトが求められた。ドミニカ共和国の要請により JICA は、2000 年 11 月から 2002 年 8 月にかけ

て「ドミニカ共和国サバナ・イェグァ・ダム上流域流域管理計画調査」を実施し、マスタープラン

を策定した。同調査終了後、ドミニカ共和国政府は NGO のスール・フツーロ財団（以下、FSF）を

同流域保全プロジェクトの実施機関に任命し、15 年間の実施協定を結びマスタープランの実施を試

みている。その一環として本プロジェクトが実施されることとなった。 

本プロジェクトは 3 年間の予定で実施したが、第 2 年次のハリケーン等の影響などにより簡易灌

漑農業指導が十分でなく 1 年間延長され 4 年間に亘り実施した。 

 

1－2 プロジェクトの目的 

プロジェクト目標は、「FSF 及び環境・自然資源省（以下、環境省）の関係職員の流域管理に関す

る技術力と事業を運営するための能力が向上する。」ことであるが、プロジェクト活動に当っては、

対象地域への簡易灌漑農業及びアグロフォレストリーの導入及び二つの事業をインセンティブとし

た植林及び森林火災対策の実施を通してカウンターパート（以下、C/P）の能力向上（Capacity 

Development 以下、CD）を行うという直接的な課題を持っている。 

 

1－3 プロジェクト対象地域及び実施期間 

プロジェクト対象地域は、サバナ・イェグァ・ダム上流域のPadre Las Casas市内のラス・クエバ

ス川及びエル・グランデ川流域の14村落である。本業務の実施期間は、2006年4月から2010年3月ま

での4年間である。 

 

2 プロジェクト目標達成のストラテジー 

C/P により指導を受けた対象地域の住民が森林を適切に管理するという、本プロジェクトの上位

目標の達成を図るため、次の３方策に基づき実施した。 
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(1) C/P 及び地域住民の CD（CD） 

(2) インセンティブによる流域管理の推進 

(3) リボルビングファンドの導入 

 

2－1 C/P 及び住民の CD 

プロジェクト目標の達成及びプロジェクトの持続性と自立発展性の確保を図るためには、C/P 及

び地域住民の問題対処能力が強化されることが必要であるとの考えから、CD の視点を重視してプ

ロジェクトを実施した。 

日本人専門家は C/P の CD 支援を中心に行い、住民へは C/P への OJT (On the Job Training)という

位置づけで指導した。C/P 機関である FSF が必要とする能力は、(1)プロジェクト運営能力、(2)技術

能力、(3)参加型プロジェクトのファシリテーション能力、である。これらについて、日本人専門家

から C/P への CD 支援は、OJT を主体的方法として実施した。 

なお、環境・自然資源省の現地C/Pは森林火災分野でプロジェクトに参加しており、森林火災防

止セミナーの開催でOJTを行った。 

住民への CD は、自立発展性を確保することを念頭におき、技術面及び組織面（簡易灌漑農業組

合）について行った。 

 

2－2 インセンティブによる流域管理の推進 

簡易灌漑農業の導入は、焼畑に依存する農業から定置農業へと転換し、森林減少を食い止める効

果が期待できる。同時に生計向上への寄与という観点からもインセンティブとして高い効果が期待

できる。 

一方、アグロフォレストリーは持続的に土地の生産性を維持し、焼畑による森林への圧力を緩和

するという観点から流域管理と生計向上を両立するための有効な方法である。プロジェクトでは将

来アグロフォレストリー普及の核となるデモファームを整備することとし、技術を展示するだけで

なく、生計向上への効果が発揮されるような技術や規模を検討した。 

以上の簡易灌漑農業とアグロフォレストリーを住民へのインセンティブとして焼畑による森林減

少・荒廃の圧力緩和、植林の推進、山火事防止、環境教育・啓発等の流域管理活動への住民参加を

促すことを一つの方針とした。 

 

2－3 リボルビングファンドの導入 

簡易灌漑施設の設置経費やデモファームの果樹苗木に対してリボルビングファンドを適用し、裨

益住民は支援された資金を返済することに同意とした。リボルビングファンドの導入は、住民の責

任感、支援に対する価値観及びオーナーシップが高まるという効果を期待できる。 

また、リボルビングファンドが回収されれば、他村への簡易灌漑農業拡大の原資となり、プロジ

ェクトの持続性にも繋がり、意義は大きい。 

一方、住民がリボルビングファンドを返済するためには、技術面や営農面での指導というプロジ
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ェクトからのフォローが重要になり、支援側である C/P の責任感も更に増すことが期待される。 

 

3 PDM 及び PO 

プロジェクトの実施管理は PDM（Project Design Matrix）及び PO（Plan of Operation）により行っ

た。PDM に記載されている成果の指標と関連する活動は、次のとおりである。 

 

表-1 PDMの成果の指標と関連する活動 
No. PDM 指標の成果 関連する活動 
1. 対象村落の自然環境や社会経済状況に関する報告書が作成され

る。 
情報の整理 

2-1. 簡易灌漑農業を導入したコミュニティで森林面積が 110ha 以上

増加する。 
簡易灌漑農業 

2-2. 焼畑を行う農家の数が 150 戸以上減少する。 簡易灌漑農業 
アグロフォレストリー 

2-3. アグロフォレストリー50ha 以上実施される。 アグロフォレストリー 
2-4. 既存のアグロフォレストリー技術マニュアルが改定される。 アグロフォレストリー 
3-1. 造林計画に基づき造林が 110ha 以上実施される。 植林 
3-2. 苗木生産計画に基づき苗木が 175,000 本以上生産される。 植林 
3-3. GIS を利用した造林地管理簿が作成・更新される。 植林 
4-1. 住民による消防団が 4 以上結成される。 森林火災対策 
4-2. 森林火災の発生件数が、1 年目に対して 40％以上減少する。 森林火災対策 

 

4 プロジェクト関係者 

本プロジェクトの直接的なステークホルダーは、(1)日本人専門家チーム、(2)環境・自然資源省森

林資源次省カウンターパート、(3)FSF カウンターパート及び(4)地域住民の４者である。 
 

5 プロジェクト実施結果 

5－1  ベースライン調査 

第 1 年次プロジェクト開始直後に、14 村の既存資料のレビューを行った後、村落においてキーイ

ンフォーマントインタビューにより基礎情報及び森林・流域管理に関する情報を入手した。また、

簡易灌漑導入ポテンシャルの高い村落において住民ワークショップを実施した。キーインフォーマ

ントインタビュー及び住民ワークショップは、住民ニーズの把握、組織・リーダーシップの把握、

モチベーション・オーナーシップの醸成等を横断的視点・目的として重視した。 

その結果、村落の状況として次の項目を取りまとめた。 
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表-2 村落状況の取りまとめ項目 
区分 項目 

自然条件 気候、土壌、地形、水文、植生 
社会経済条件 経済状況、産業、インフラ、住民組織、市場、人口、土地利用・所有、生

計 
流域管理、森林資源関連 住民の流域管理活動、森林資源利用、営農状況、慣習、法規等 
村落についての情報 
 

村の一般情報、生産活動、村の主要な問題点、森林の状況、山火事対策、
外部支援 

 

以上の情報は、プロジェクト進捗報告書(1)に整理した。 
 

5－2 アグロフォレストリー 

既存資料やベースライン調査結果を踏まえ、プロジェクト対象地域内外のアグロフォレストリー

の実施状況を調査し、対象地域において導入可能なアグロフォレストリーの分析を行った。分析結

果に基づきアグロフォレストリーデモファームを設置し、技術指導・普及の拠点とすることとした。 

土壌保全を目的とするとともに住民の生活向上を目指したものとし、自然条件、社会経済条件を

考慮して年間 10 箇所、3 年間で 30 箇所のデモファームを選定し、資機材及び技術指導の支援を行

った。選定にあたっては特に、土壌・森林保全に関心を持つ篤農家、デモファームとして近隣住民

が集まり易いことなどを考慮した。デモファーム住民は、導入をインセンティブに焼畑放棄に合意

した。 

採用技術は土壌保全対策では、植生的方法として生垣柵、植生筋工、果樹植栽、土木的方法とし

て石積工等を採用することとした。 

技術支援として、導入する技術の選定、農地に適した果樹及び植林用苗木の種類と数量の算定、

計画図の作成を行い、必要な農機具を支援した。設定時の技術指導後、C/P は巡回指導を行ってい

る。30 箇所のデモファームの合計面積は 511 タレア（約 32 ha）、平均 17 タレア（約 1 ha）であっ

た。 

また、実施結果からアグロフォレストリーマニュアルを現地の実態に即したものに改定した。 

 
5－3 簡易灌漑農業 

簡易灌漑農業は、植林の実施、焼畑の放棄、森林火災消防団の結成などの流域管理活動を実施す

るためのインセンティブとして導入した。また、オーナーシップの醸成と他の地域へ導入するため

リボルビングファンドとして資機材費の返済を条件とし、住民との合意形成を行った。 

既存資料やベースライン調査結果を踏まえ、プロジェクト対象地域内を調査し、簡易灌漑農業導

入のポテンシャルの高い地域を選定した。実態に合った施設の規模を検討した結果、3 年間で 4 村

への導入がプロジェクトの規模として妥当であることが判明し、関係者間で合意された。 

1 年目及び 2 年目に導入した Los Periquitos 及び Los Naranjos では当初、灌漑施設の工事期間は 7

～8 ヶ月を想定していたが、工事規模が想定より大きかったこと、1 年目に竣工を急いだため結果的

に施設の補修補強を多く必要としたこと、ハリケーンによる被害を蒙ったこと等の理由で完成まで
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約 1 年 8 ヶ月を要した。Los Naranjos へのルートはその後も故障が多く、第 4 年次にはルート変更

を伴う修理を行い、安定的に通水できるようになった。2 年目に導入した El Derrumbado 及び 3 年目

に導入した Las Lagunas では計画どおり、工事は進行した。 

規模の拡大やハリケーン被害により完成時期が遅れ、灌漑水を使用しての農業生産は第 3 年次後

半から開始し、直ちに成果が見られるようになった。灌漑組合の組織強化、市場戦略などの指導も

行ったが、今後営農技術指導の継続支援も求められている。リボルビングファンドは、返済開始ま

でに 2 年間の猶予期間を置いたため、回収は今後の進行を待つこととなる。この他、簡易灌漑農業

の技術マニュアルを作成した。 

 

5－4 植林 

  植林は、簡易灌漑導入をインセンティブに推進されており、参加住民は簡易灌漑面積の3倍に

相当する面積に植林することに合意した。住民ワークショップを実施し、住民の意見を反映させ

て植林年次計画を作成した。FSFでは年間400万本生産可能な苗畑を所有し、苗木生産計画をはる

かに上回る苗木を生産している。しかし、マツの生産が中心で、広葉樹を必要とする場合は、他

の苗畑から供給しなければならない場合もある。ワークショップ等を通じて、住民への技術指導

を行った。 

また、GPSを用いて植林地の位置情報を測定し、GISに取り込むとともに、属性データを調査・

入力し、植林地を管理するための情報システムを整備した。 
簡易灌漑を導入した4村での4年間の合計植林面積は、698タレア（約44 ha）であった。計画に

は及ばなかったが、プロジェクト開始2年目から植林を行い、1村平均年約175タレア（約11 ha）

の植林ができた。モニタリングによれば活着率は80％前後である。 

プロジェクトを通じて、住民参加による植林の経験は蓄積できた。植林地が民有のため、植林

用地の確保、住民との合意形成、啓発活動を継続的に実施し、植林を推進することが重要である。 
 

5－5 森林火災対策及び環境教育 

対象地の森林火災対策は環境・自然資源省と連携して行った。対象地での森林火災の原因はほとん

どが焼畑に起因しており、焼畑からの失火を予防することが最も重要である。万一火災が起こった場

合には、初期消火が効果的であり、村落住民の参加が必要となる。そのため、簡易灌漑農業導入村で

は、合意形成時に灌漑メンバーを中心として住民消防団を結成した。このメンバーに対しては毎年セ

ミナーを開催し、消火訓練を行った。環境・自然資源省では毎年各地で数日間のセミナー、訓練を実

施し、対象村の消防団メンバーもこのセミナーに参加しており、大きな効果を上げている。 

森林保全及び森林火災予防に関する啓発・教育活動では、毎年対象村の小学校を巡回的に選定し、

小学生（3年生～8年生）を対象に、森林の重要さを伝える環境教育に係る講義を行い、その後「山火

事防止」、「植林」をテーマとした絵画コンクールを実施した。優秀作品を学校に展示するとともに、

生徒を表彰した。子供達は、森林保全の重要さを理解し、表彰された生徒は自信を高めた。システム

は構築され、子供への活動を通じて大人へ与える影響も大きく、先生、保護者への啓発効果も得られ
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た。第４年次は、簡易灌漑農業を導入した村落の青年を対象に、アグロエコ・キャンプを実施した。 

 

5－6 スタディツアー 

毎年1回各村及びアグロフォレストリーの中核農家を選定し、スタディツアーを行った。第1年次、

第2年次は、灌漑農業先進地のSan Jose de Ocoaで活動するADESJOを研修先とし、主に簡易灌漑農業技

術を中心とした視察、講義、意見交換を行った。第3年次はSan JuanのValle Jueloで活動するCentro de 

Formación Semilla de Vida (生活種子形成センター)にて同様な研修を行ったが、技術とともに住民の自

立心を生み出すことを主な目的とした。第4年次も同センターで青年発展ワークショップを実施した。

どの研修も住民に強い印象を与え、また、村落間の交流にも役立った。 

 

5－7 リボルビングファンド 

リボルビングファンドは、簡易灌漑農業及びアグロフォレストリーの導入に対して適用した。アグ

ロフォレストリーは苗木代のみの小額返済でほとんどが既に返済された。簡易灌漑農業では施設の資

機材のみについて住民は返済することになっている。検討の結果、3村の返済条件は、FSFで以下のと

おり決定し、住民は合意した。 

 
表-3 リボルビングファンドの条件 

条 件 
返済するもの 灌漑用資材、営農資材、耕作用牛の資材、果樹用苗木 
開始 2008 年 9 月 30 日（Los Naranjos は 2009 年 9 月 30 日） 
据え置き期間 2 年 

Los Naranjos 7 年 
Los Periquitos 7 年 

El Derrumbado 4 年 

返済期間 

Las Lagunas 7 年 
利子 年７％単利 
その他 据え置き期間中に返済した場合には、その分については利子はつか

ない。残金について利子がつく。 
3 年目から返済が始まるが、利子はその時の残金について付く。 

 
返済額は、参加住民の灌漑農地面積により異なるが概ね 12,000 ペソ～15,000 ペソである。 

 
5－8 モニタリング 

モニタリングは、活動の実施状況を把握し、計画が予定どおり行われていない場合には、その阻

害要因を明らかにし、プロジェクト目標を達成するためへの必要な計画の修正を行うことを目的と

する。 
FSF 内では既に年間計画策定、3 ヶ月ごとの定期進捗報告会議、3 ヶ月ごとの計画策定会議、及

び毎週の計画策定会議を確立しているため、これらの会議を活用してモニタリングを行った。 
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年間計画策定会議は FSF の内部会議で FSF の全活動についての方針を決定している。Padre Las 

Casas 事務所では全プロジェクトのメンバーが参加しての 3 ヶ月ごとの定期進捗報告会議と 3 ヶ月

ごとの計画策定会議を実施しており、本プロジェクトも進捗、問題点とを報告し、解決策を検討し、

修正等がなされた。また毎週の計画策定会議は第 2 年次半ばから確立され、前週の問題点の解決策

を検討し、必要な計画の修正を行い、次週の計画策定を行った。このほか、第２年次に内部中間評

価を行い、軌道修正に活かした。簡易灌漑農業及びアグロフォレストリーについては成果をモニタ

リングするためのフォーマットを作成し、実施方法をカウンターパートへ技術移転した。 

 
5－9 技術移転 

技術移転の主な内容は、CD  視点を踏まえた流域管理に係る OJT が中心であるが、CD シートを用い

て、C/P の能力を客観的に把握し、CD の達成状況を把握するよう努めた。CD シートによる評価は

第 1 年次、第 2 年次、第 3 年次と 3 回行った。第 1 次の評点は、全能力が「A ランク」の場合を 100%

とすると、67%であった。第 2 年次の評価では 83%、第 3 年次には 94％に上昇した。 

プロジェクト開始時と比較して 27％能力が向上したこととなるが、CD シートの評価は以下のと

おりである。 

 

(1) 組織の能力 

組織のリーダーシップ、意思決定メカニズム、コミュニケーションのレベルは高い。3 ヶ月ごと

の進捗管理の会議、毎週の計画策定会議、その他必要に応じて多くの会議が運営され、情報の共有

化、業務改善、問題解決を図っている。 
 

(2) 参加型流域管理 

 効果的な住民参加型流域管理プロジェクトを実施する知識、技能、心構えとも高い能力を持って

いる。本プロジェクトの経験で、それらは更に向上した。今後はワークショップなどの準備、記録、

整理、住民へのフィードバックにかかる能力を高めることが重要である。 
 
(3) 植林・森林管理 

机上での植林、苗木生産、保育計画を策定する知識、技能は高い。しかし、計画どおり植林は進

まないことが多い。急峻な山地を歩き回ることは困難であるが、現地の土地の実態、住民の参加実

態、種子の入手可能状況等をより正確に把握できれば、より現実に即した計画策定能力が向上する。 
 

(4) 森林火災防止 

プロジェクトで灌漑施設を導入した村落ではすべて森林消防団が結成され、十分な訓練が行われ、

組織化や訓練を行う能力は高い。また、将来を担う小中学生への環境教育システムも確立し、ファ

シリテーションの能力は高い。 
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(5) 簡易灌漑農業 

簡易灌漑農業の導入に関しては、第 1 年次、第 2 年次とも C/P の交代により、一時空白の時期も

あり、技術移転は十分でなかった。しかし、2 年次半ばから担当となった C/P は既に灌漑に関する

実践的能力を有し、灌漑施設のオペレーションや維持管理指導、施工監理能力は非常に高い。ただ

し、資材管理、モニタリング実施等の能力の向上が期待される。 
 

(6) アグロフォレストリー 

本部門の C/P は 2 名おり、アグロフォレストリーのみならず、灌漑地の農業指導も担っており、

その意味では総合的な農業指導を行っている。C/P の知識は十分であるが、アグロフォレストリー

の技術は多様であり、現地に適合した技術を適用するには、多様な経験が必要であり、経験を積む

ことにより、技術の幅は更に広がる。 
 

(7) GIS の活用 

GIS 担当者はソフトを使いこなしており、能力は高い。位置情報及び植林地データの入力やオー

バーレイ機能を使う能力も備えている。 
 

6 プロジェクトの総合評価（内部評価）結果 

本プロジェクト実施の価値を総合的に評価した内部評価結果は、下表に示すとおりである。 
 
6－1 妥当性 

森林の回復及び土壌保全を目的とした住民参加型による流域管理プロジェクトは、地域・社会の

ニーズに合致している。また、サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的流域管理は国家優先事項で

ある。一方、森林回復は「環境保全」、貧困削減対策は「人間の安全保障」の視点から、日本の援助

方針と整合しており、プロジェクトの妥当性は高いといえる。 
 

6－2 有効性 

CD シートによればプロジェクト開始時の C/P の能力が 67％であったのが、終了時には 94％に

向上した。これはプロジェクト開始と比較して 27％向上したことを意味する。また、FSF 及び森

林管理事務所に対する住民の満足度は対象地域全域で向上している。 
即ち、FSF の C/P の能力が向上したことは FSF に便益がもたらされ、C/P から CD を受けた住

民には、便益がもたらされ、満足度は向上しておりプロジェクトの有効性は高いといえる。 
 

6－3 効率性 

(1)  事業コスト 
簡易灌漑施設の設置工事は、参加住民の無償の労働提供で実施し、パイプ資材は工場から直接購
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入しコストを低減し、効率性の向上に努めた。しかし、第一年次に導入を開始した Los Periquitos、

Los Naranjos では竣工を急いだため、結果として送水管の補修・補強工事にかかるコストが増大し

た。また、住民の参加意識、オーナーシップの醸成が未熟のまま工事が開始されたため、一部の住

民の参加が十分とは言えない状況もあり、工事の遅れに繋がった。 

 
(2) 投入 

資機材に関しては、供与された資機材は全て有効に活用された。人材に関しては、日本人専門家

が常駐するのが理想的であったが、現地不在期間は少なくするよう効率的な配置とした。C/P の配

置については、簡易灌漑施設の導入規模が大きかったため、適切な灌漑の施工を行うために、1 年

次、2 年次には適任者が必要であったが、C/P の交代や不在時もあり、雇用技術者でカバーした。

その他の C/P については適切に投入された。 
 

(3) プロジェクト全体ついて 
灌漑施設の導入に関しては、初期投資は大きいが、リボルビングファンドが機能し、他の地域へ

拡大することができれば、効率性の高い事業だと言える。プロジェクト全体として、第 1、2 年次

にはいくつかの困難性に直面したが、徐々に克服し、第 3 年次には順調に推移し、効率性を保てた

といえる。 
 

6－4 インパクト 

(1) 上位目標の発現の見込み 
本プロジェクトで行っている活動が、プロジェクト終了後も他のプロジェクトと一体となり、持

続的に実行されれば上位目標は達成されるであろう。農民の営農能力が向上し、リボルビングファ

ンドが機能することもプロジェクトが持続的に実施されていくためには重要な条件である。 
 
(2) 住民へのインパクト 

灌漑農業組合は、具体的かつ目に見える形で、村落の発展に寄与できる組織として機能し、灌漑

参加住民は、今後は通年耕作が可能になり、経済的収益を得られる農業になる。 
また、灌漑農業組合は、政府機関や NGO からの支援が受けやすくなり、他の市場へのアクセス

も可能になる。一方、非受益者はそれらのメリットを受けられない可能性もある。 
経済的発展がなされれば、雇用の創出、出稼ぎの減少、子供たちの経済的・社会的・知的発展、

医療、教育などのサービスへのアクセスの機会の増加など正のインパクトが発現する可能性があり、

村落の発展に寄与し、非受益者にも便益が及ぶことが期待される。 
 

(3) FSF 及び環境・自然資源省へのインパクト 
FSF は、地域住民との合意及び約束を築いたことによる責任、実施指導上の責任、環境・自然資源省

は、山間地域における天然資源の管理という政策の実施使命感を醸成し、正のインパクトを与えた。 
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6－5 自立発展性 

(1) FSF の自立発展性 
FSF は、NGO であり、ドナーや政府からの資金で活動を行っている。したがって、他のプロジ

ェクトやドナーから予算を調達することが必要であるが、今回のプロジェクトの実績により FSF
の評価は一層高まったと思われ、今後同様な資金調達の可能性は高い。環境・自然資源省関係者は、

FSF はこのプロジェクトの実施のために技術能力や運営能力を備えたことを評価し、このプロジェ

クトは今後も継続すると考えている。 
C/P はもともと基礎能力を有しているため、類似プロジェクトを実施する能力は備えられつつあ

り、実施能力は高まっている。また、職員を安定した職位で確保することが FSF のポリシーであり、

C/P が継続してプロジェクトに寄与するポストに定着する可能性は高い。 
 

(2) リボルビングファンド 
リボルビングファンドが機能し、他の村落へ簡易灌漑農業を広げていくことができれば、持続性

の高いプロジェクトになる。そのためには、灌漑施設設置工事にかかる技術のほか、住民に指導す

る栽培技術や営農、住民組織を強化する能力などを備える必要がある。 
 

(3)  住民活動の持続性 
住民は、簡易灌漑施設の設置工事を通じて組織の能力が向上したと考えている。ただし、今後は

灌漑農業組合として水利用管理能力、維持管理能力、財務能力、栽培技術力、資金調達力、マーケ

ティング能力などを備える必要があり、FSF は継続的に技術支援を行う必要がある。 
また、導入されたアグロフォレストリーが、持続的に実施されるには、住民に便益をもたらすこ

とが必要不可欠である。デモファームでは、土壌保全効果や換金作物（果樹や野菜）の導入により、

現金収入の増加や住民の生活向上をもたらす可能性はある。 
植林に関しては、住民参加による植林にかかる合意形成プロセスは確立され、植林は継続的に実

施されることは確実である。ただし、土地所有が民有のため、用地確保、植林ニーズへの対応、啓

発などを継続的に実施することが必要である。 
灌漑農業組合メンバーを中心とした森林火災消防団は、森林火災防止や住民参加による初期消火

の重要性を認識している。技術面や資機材などの面で支援を続けていけば、継続的に活動は行われ

ると考えられる。 
 

(4) 自立発展性に影響を及ぼしうる要因 
住民に対する過剰な物質的援助は、自立発展性に負の影響を及ぼす。住民自身が自らの問題に気

づくとともに、問題を解決する能力を備え、また発展の方向性やそのためのプロセスを考えること

が重要である。 
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7 サバナ・イェグァ・ダム上流域管理に関する将来方向 

FSF は、NGO であり、活動を行うには、政府機関あるいはドナー等からの資金が必要であり、多

くはプロジェクト実施という形で委託契約を受けている。 

したがって、今後の方向性としてはマスタープランに含まれるコンポーネントに対して各プロジ

ェクトが相互に補完しあい、総合的にマスタープランが実行されていくという形が想定される。 

実際、FSF では既にそのような体制を構築しており、今後の各活動の実施計画も現在の体制の中

で構築して行くことが現実的であり、現在の活動の継続が主体となる。マスタープランの各コンポ

ーネントの基本方針および考慮事項、並びに他のプロジェクトとの一体的な実施という観点から将

来方向を定めることが重要である。 
 

8 提言及び教訓 

8－1 提言 

(1) 各活動の継続 
FSF 及び環境省は、サバナ・イェグァ・ダム上流域が持続的に管理されるよう各活動を継続的に

実施していく必要がある。簡易灌漑農業では住民が自立するまで、アグロフォレストリーでは広く

普及されること、植林は多様な方法での植林を推進すること、森林火災防止セミナーを継続するこ

と等、各活動の継続が望まれる。 

 
(2) リボルビングファンドの活用 
リボルブイングファンドの返済金を原資として、将来性、有効性、効率性、持続性などを考慮し、

有効に活用する必要がある。 
 
(3) 環境省と FSF の連携 

サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的管理のためには、当該地域・分野で経験と実績を重ねて

きた環境省と FSF の継続的連携が望まれる。 

 

(4) 予算と人材確保のため他の支援組織との連携 

プロジェクトで実施した活動を普及し、サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的管理を進めるた

めには FSF の予算と人材確保が必要であり、そのためには関連活動に支援するドナー機関、国際機

関、民間企業、その他 NGO やドミニカ共和国政府機関等との連携することが望ましい。 

 
(5) アクションプランの実行 
簡易灌漑を導入した４村およびアグロフォレストリー・デモファームの農民を対象にプロジェク

ト終了前に実施したワークショップにおいては、住民自らがアクションプランを作成した。FSF は、
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このアクションプランの実行を推進する必要がある。 
 
8－2 教訓 

(1) プロジェクト目標と活動の関連性の強化 

プロジェクト目標が C/P の流域管理に関する CD であり、そのためのツールとしてアグロフォレ

ストリーや簡易灌漑農業が導入され、さらにそれをインセンティブとして植林や森林火災防止活動

を行った。CD は OJT を中心に行ない、概ね目標値に近い達成度であったが、CD を専門に行う国内

外への研修等もより多く行われていればより効率的だったのではないかと思われる。 

 

(2) インセンティブ事業の手段としての適切性 

住民の主体性を引き出しながら簡易灌漑農業やアグロフォレストリーの導入をインセンティブ

として植林活動や焼畑放棄を合意形成するアプローチは、地域住民による自然資源管理の具体的な

手法として効果的な戦略であった。 
 

(3) 国際協力プロジェクトでのコミュニケーションと相互理解の重要性 

プロジェクト開始直後に C/P 側と日本人専門家側で、多くの面で意見の相違があった。お互い

に十分協議し実態調査を行い共通認識の上に基本構想を固めることが重要であった。 
 

(4) 参加型プロジェクトにおける合意形成、オーナーシップ 

合意後であっても住民からは合意事項以外の要求がなされたり、参加が十分でなかったりする。

参加型プロジェクトにおいては、住民との合意形成、参加意識・オーナーシップの醸成により多く

の時間を注ぐべきであった。 
 

(5) 適切な物質的援助の重要性 

住民に対する過剰な物質的援助は、自立発展性に負の影響を及ぼす。住民自身が自らの問題に

気づくとともに、問題を解決する能力を備え、また発展の方向性やそのためのプロセスを考える

ことが重要である。 

 

(6) プロジェクトスケジュールの柔軟性 

意識の醸成は、多くの投入をしたからと言って得られるものでもなく、ある程度の時間が必

要である。従って、プロジェクトスケジュールには柔軟性があることが望ましかった。 

 

(7) プロジェクトの持続的発展性 

簡易灌漑の導入に関しては、初期投資は大きいが、リボルビングファンドが機能し、他の地域

へ拡大することができれば、効率性の高い事業だと言える。 
 



 1 
 

はじめに 

本報告書は 2006 年 4 月～2010 年 3 月までに実施した「サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続

的流域管理計画」プロジェクトについて記載したものである。 

 

1 プロジェクトの概要 

1－1 プロジェクトの背景 

ドミニカ共和国では、1940 年頃には国土の約 70％が森林に覆われていたが、無秩序な商業伐採、

厳しい森林保護政策（合理的な森林管理の視点の欠如）、無秩序な焼畑、山火事等により森林率は

環境・自然資源省（Ministerio de Medio Ambiente y Recursos Naturales、以下 M.AMBIENTE と記す。）

の 2003 年の森林資源調査では 32.89％まで低下した。 

本プロジェクトに先行して実施された開発調査「ドミニカ共和国サバナ・イェグァ・ダム上流

域流域管理計画調査」（以下、開発調査）の対象地域であるサバナ・イェグァ・ダム上流域におい

ても、農業不適地における焼畑、頻発する山火事、ハリケーン等の自然災害により森林の荒廃、

土壌の侵食が進み、流域全体の水土保全機能が低下し、ダムへの堆砂の進行、下流地域への洪水

の危険性の増大が深刻化している。同ダムは、水力発電、農業用水及び生活用水の供給等、重要

な役割を果たしているため、早急な森林の回復及び土壌保全対策が求められている。 

サバナ・イェグァ・ダム上流域は、低地の乾燥地帯から高地の湿潤地帯まで変化に富んだ自然

環境を呈しているが、コンスタンサ地域やダムサイト周辺の平地を除き、多くの住民が傾斜地に

おいて焼畑を営む貧困地帯となっており、貧困と流域荒廃という悪循環に陥っている。これらの

問題を解決するためには住民参加型の流域管理が重要なテーマとなっている。 

このような状況に対し、ドミニカ共和国政府からの協力の要請を受けて、日本政府は 2000 年

11 月から 2002 年 8 月にかけて開発調査を実施し、流域管理計画（マスタープラン）を策定した。

開発調査の中では、森林火災対策及び村落事業（植林、アグロフォレストリー、村落苗畑、簡易

治山、組織強化、先進地視察等）のデモンストレーションが実施され、住民参加型の流域管理の

モデルを示すとともに、各活動にかかる教訓を得た。 

同調査終了後、ドミニカ共和国政府は本流域管理の重要性を認識し、前政権の大統領令（2002

年 7 月 19 日、No.663-02）により、NGO のスール・フツーロ財団（Fundación Sur Futuro、以下 FSF

と記す。）を同流域保全プロジェクトの実施機関に任命し、M.AMBIENTE と FSF との間で 15 年

間の実施協定を結び、開発調査を通して策定されたマスタープランに係る活動の実施を試みてい

る。本プロジェクトは、マスタープランを実施している環境・自然資源省及び FSF をカウンター

パート機関として、関係職員の流域管理に関する技術力と事業を運営するための能力向上を図る

ことをプロジェクト目標として実施したものである。 

本プロジェクトは、当初の予定では 2006～2008 年度の 3 ヵ年で完了することになっていたが、

第 2 年次（2007 年）に数度にわたるハリケーン被害により、簡易灌漑施設の工事期間の延長を余

儀なくされ、プロジェクト期間中に営農指導、施設の取扱い・維持管理の指導を十分に実施する

ことができなかった。そのため終了時評価において、今後 1 年間プロジェクトを延長し、簡易灌

漑農業の営農、灌漑施設の維持管理及び市場戦略にかかる指導を継続し、OJT による C/P の能力
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向上を行うことが必要であると提言されたことにより、1 年間延長され、4 ヵ年に亘って実施した。 

 

1－2 プロジェクトの目的 

プロジェクト目標は、「スール・フツーロ財団及び環境・自然資源省の関係職員の流域管理に関

する技術力と事業を運営するための能力が向上する。」ことであるが、プロジェクト活動に当って

は、対象地域への簡易灌漑農業及びアグロフォレストリーの導入及び二つの事業をインセンティ

ブとした造林及び森林火災対策の実施を通してカウンターパートの CD（Capacity Development 以

下、CD と記す。）を行うという直接的な課題を持っている。プロジェクト目標、上位目標、スー

パーゴールは次のとおりである。 

(1) スーパーゴール 

住民参加型の流域管理を実施することによりサバナ・イェグァ・ダム上流域の住民の生活が向

上し、サバナ・イェグァ・ダム上流域の森林が適切に管理される。 

(2) 上位目標 

FSF 及び環境･自然資源省の関係職員から技術指導を受けた地域住民が、その技術を実践するこ

とにより、プロジェクト対象地域（Padre Las Casas 市の 14 村落）の森林資源が適切に管理される。 

(3) プロジェクト目標 

FSF 及び環境・自然資源省 Padre Las Casas 森林管理事務所1の関係職員の流域管理に関する技術

とプロジェクトを運営するための能力が向上する。 

 

1－3 プロジェクト対象地域及び実施期間 

プロジェクト対象地域は、サバナ・イェグァ・ダム上流域のPadre Las Casas市内のラス・クエ

バス川及びエル・グランデ川流域の14村落である。本業務の実施期間は、前述のとおり1年間延長

され、2006年4月から2010年3月までの4年間である。 

 

表 1-1  対象村落 
県 市 区 町 村落 

La Siembra 
El Derrumbado 

 
Los Periquitos 
 Los Periquitos 

Los Naranjos 

 
La Siembra 
 
 
 

 
Los Naranjos El Desecho 

Las Lagunas 
El Limón 
La Majaguita 
Botoncillo 
Gajo de Monte 

 
 
Gajo de Monte 

El Joval 
Caña de Castilla 
El Chocho - Juan 
Luciano 

 
AZUA 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Padre Las 
Casas 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Las Lagunas 
 

 
Caña de Castilla 
 

La Meseta 
Total 1 2 4 14 

                                                  
1 森林管理事務所：現在は環境・自然資源省の環境事務所。以下、環境事務所と記す。 
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図 1-1  プロジェクト対象村落位置図 
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1－4 PDM 及び PO 

PDM (Project Design Matrix) 及び PO は、これまで３回改定され、最終的に 2009 年 6 月 12 日

Ver.3 として改定された。（巻末資料２参照）。これまでの改定の主な内容は表 1-2 のとおりである。 

 
表 1-2  PDM 及び PO の改定のポイント 

バージョン 日付 主な改定点 
Ver.0（tentative） 2005.9 - 
Ver.1（R/D の正式

資料） 
2005.11 - 対象地域を 14 村とした。 

- プロジェクト目標で、CDの対象者を FSFと森林管理事務所のC/P
としていたのを FSF と環境・自然資源省にした。 

- CD のテーマを「森林資源管理」から「流域管理」にした。 
- その他、細かい表現。 

改定案 2006.12 - Ver.1 までは指標の数値が空欄であったが、本改定案では簡易灌

漑施設を９村に導入し、アグロフォレストリー・デモファームを

30 箇所設定するという目標で数値を暫定的に決めた。 
Ver.2（JICA 運営

指 導 調 査 団 が

M/M に署名） 

2007.8 - プロジェクトの進捗状況や予算規模からプロジェクト終了時ま

でに導入できる簡易灌漑施設は最大で4村が妥当であるとの合意

に達し、関連部分の指標を改定した。 
- スーパーゴールの目標年を本プロジェクト終了後 10年の 2019 年

とした。 
- 上位目標達成年をプロジェクト終了後５年の 2014 年とした。 

Ver.3 2009.6. - プロジェクトが1年延長されたことに伴う簡易灌漑農業の営農指

導等についての変更 
 

1－5 プロジェクトの実施体制 

本プロジェクトの直接的なステークホルダーは、(1)日本人専門家チーム、(2) M.AMBIENTE 森

林資源次省（Viceministerio de Recursos Forestales、以下 VMREF と記す。）カウンターパート、(3)FSF

カウンターパート及び(4)地域住民の４者で、それぞれの主な役割は次のとおりである。 

 

(1) 日本人専門家チーム：プロジェクト目標を達成し、さらにプロジェクト終了後も持続的に活

動を実施していくためには、カウンターパートの問題対処能力の向上が不可欠であるとの考

えに基づき、カウンターパートの CD を支援する。本プロジェクト実施前からすでに参加型

の流域管理及び地域開発に取組むカウンターパートの主体性や経験を尊重し、CD支援は OJT

を基本として必要に応じた指導・助言を行う。 

また、CP への OJT の一環として、地域住民への技術指導や住民ワークショップを実施する。 

(2) 環境・自然資源省森林資源次省カウンターパート：環境・自然資源省は、サバナ・イェグァ・

ダム上流域の流域管理事業を 15 年にわたって FSF に委託している。また、森林資源次省は、

国の森林資源担当機関である。本プロジェクトにおける役割は、ドミニカ共和国側の実施責

任機関であり、合同調整委員会やプロジェクト実施委員会などを通じて、プロジェクトの有

効かつ円滑な運営を図ることである。また、Padre Las Casas 環境事務所のカウンターパート

は、地域住民が組織する山火事防火隊の訓練を専門家や FSF と協力して実施する。 

(3) FSF カウンターパート：大統領令に基づき環境・自然資源省からサバナ・イェグァ・ダム上
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流域の流域管理事業を委託されて活動を行っている。流域管理活動の自立発展性を確保する

ためには、活動内容がそこで生活を営む住民のニーズに合致し、かつ住民の技術面や組織面

での課題解決能力が高まることが重要である。このような観点から、FSF はプロジェクトの

実施においては住民の CD に重点を置く。CD は、簡易灌漑農業、アグロフォレストリー、

植林、山火事対策などの技術指導、組織開発や合意形成のためのワークショップ、啓発のた

めの環境教育などを通じて行う。 

また、住民の活動をモニタリングし、フィードバックすることも FSF カウンターパートの重

要な活動である。 

(4) 地域住民：地域住民は、実際に流域管理活動を行う実施主体である。今はまだ VMREF や FSF

からの支援を受けて活動を行っているが、将来的には実施主体としてのオーナーシップを持

って、自らの能力で持続的に発展していくことが求められている。 

 

以上のプロジェクトの実施体制及び役割の概念図は、図 1-2 に示すとおりである。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2  プロジェクトの実施体制及び各関係者の役割の概念図 

 

Min.AMBIENTE 
VMREF 

FSF 

Padre Las Casas 

環境事務所 
Padre Las Casas事務所 

カウンターパート 

 山火事防止 

カウンターパート 

 プロジェクト・コーディネーター/

流域管理 

 社会開発 

 灌漑農業 

 アグロフォレストリー 

 植林 

サバナ・イェグァ・ダム上流域の流域管理

事業の実施委託（15年間） 

日本人専門家チーム 

 チーフアドバイザー/流

域管理/森林火災 

 アグロフォレストリー 

 参加型開発 

 灌漑農業 

 GIS 

C/PへのCD

支援⇒技術

面、運営面 

地域住民の CD⇒ 

技術指導/組織強化支

援/啓発/普及

アグロフォレストリー参加農民⇒

 デモファーム設置・実践 

灌漑農業組合⇒ 
 灌漑施設工事（労務提

供） 
 営農（灌漑農業） 
 植林実施 
 山火事防火隊結成 
 焼畑の放棄 

学校児童⇒ 
 環境教育 

周辺住民の流域管理活動への巻き込み 

リボルビングファンドによ

る他村落への簡易灌漑導

入

デモファームを核とし

た周辺農民への普及
地域住民の環境に

関する意識の向上 

カウンターパート機関

地域住民 

モニタリング

フィードバック 

C/PへのOJT

の一環として

住民支援 
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2 プロジェクト目標達成のストラテジー 

カウンターパートにより指導を受けた対象地域の住民が森林を適切に管理するという、本プロ

ジェクトの上位目標の達成を図るため、次の３方策に基づき実施した。 

(1) カウンターパートおよび地域住民の能力向上（CD） 

(2) インセンティブによる流域管理の推進 

(3) リボルビングファンドの導入 

 

2－1 カウンターパートおよび住民の能力向上 

プロジェクト目標の達成及びプロジェクトの持続性と自立発展性の確保を図るためには、カウ

ンターパート及び地域住民の問題対処能力が強化されることが必要であるとの考えから、CD（能

力向上）の視点を重視してプロジェクトを実施した。 

 

2－1－1 カウンターパートの CD 

日本人専門家はカウンターパートの CD 支援を中心に行い、住民への支援はカウンターパート

への OJT という位置づけで指導した。カウンターパート機関である FSF が必要とする能力は、(1)

プロジェクト運営能力、(2)技術能力、(3)参加型プロジェクトのファシリテーション能力、である。

これらについて、日本人専門家からカウンターパートへの CD 支援は、OJT を主体的方法として

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FSF の技術者はプロジェクト開始当初から一定のレベル以上の能力（基礎能力）を有しており、

実際にプロジェクトを実施する中で、OJT により不足する部分を補う方法により CD を行った。

日本人専門家 

C/P（FSF 技術者） 

OJT を主体的手段として、 
● プロジェクト運営 
● 技術（森林管理、植林、アグロフ

ォレストリー、簡易灌漑など） 
● 参加型プロジェクトのファシリ

テーション 
にかかる CD を実施 

地域住民 

原則としてカウンターパートを通じ

て地域住民の CD を間接的に支援 

FSFの技術者はファシリテーターとし

て地域住民の CD を支援 

 
● プロジェクト目標の達成 
● 上位目標、スーパーゴールの達成 
● プロジェクトの持続性及び自立発展性の

確保 

図 2-1  本プロジェクトにおける CD 
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なお本プロジェクトでは CD シート2を作成し、カウンターパートの能力をモニタリングしつつ効

果的な CD に務めた。 

FSF の技術者に対する CD は主な項目は次のとおりである。 

 

(1) プロジェクト運営能力 

- PDM によるプロジェクト運営 

- プロジェクトの記録、情報の共有、コミュニケーション（報告書・資料の作成、定例会

議等） 

- プロジェクト評価（内部中間評価） 

- 合同調整委員会 

(2) 技術能力 

- 簡易灌漑技術（水源調査等の基礎調査、測量、設計、施工、維持管理等、営農指導、市

場戦略、モニタリング） 

- アグロフォレストリー（導入可能な技術、活動計画作成、植生工及び土木的土壌保全工

の設置、技術指導、技術研修、モニタリング） 

- 森林管理・植林（計画策定、現地確認、植林実施、モニタリング） 

- 植林地管理のための GIS/GPS 

(3) 参加型プロジェクトのファシリテーション能力 

- ベースライン調査 

- ベースラインワークショップ（村落マップ作成、農村カレンダー作成、問題分析等） 

- 簡易灌漑組織の合意形成 

- 簡易灌漑組織の問題対処能力向上（定例ワークショップ、AI（Appreciative Inquiry）ワー

クショップ、農業経営ワークショップ、組合規約ワークショップ、青年発展ワークショ

ップ等） 

- 本プロジェクト活動に係る合意形成（植林ワークショップ等） 

- 先進地域の経験共有（スタディツアー） 

- 環境教育（教育活動、絵画コンクールによる啓発活動） 

- 森林火災防止（ワークショップ、訓練） 

 

なお、M.AMBIENTEの現地カウンターパートは森林火災分野でプロジェクトに参加しており、

上記のうち森林火災防止ワークショップの開催でOJTを行った。 

 

2－1－2 地域住民の CD 

住民への CD は、技術面および組織面（簡易灌漑農業組合）について行った。住民の CD に当

たっては、自立発展性を確保するため次の考え方を基本とした。 

 

                                                  
2 CD シートとは本プロジェクトの実施に必要なカウンターパートの能力を挙げ、その能力が「知識」、「技能」及

び「態度」のどれにあたるのかを示し、それぞれについての評点（A～C）をつけるものである（巻末資料 11 参

照）。 
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- 自ら問題意識を持ち、解決に向けたアクションを起こすプロセスを支援 

- 技術や知識を外部からインプットするばかりでなく、住民自身が体験を通して成功や失敗

の経験を積み重ねる試行錯誤のプロセスを支援 

- 外部への依存心の助長を抑え、自立的に発展しようとするプロセスを支援 

- 問題解決だけではなく、目標に向けて行動するプロセスを支援 

- 外部者ではなく、住民自らが意思決定するプロセスを支援 

 

以上の考え方を念頭に以下のような方法・テーマで住民への CD を図った。 

(1) 組織面 

- 問題分析ワークショップ 

- 簡易灌漑農業組織の定例ワークショップ 

- スタディツアー 

- AI ワークショップ、SWOT ワークショップ、リーダー会議 

- 住民参加による簡易灌漑工事の実施 

- 組合規約ワークショップ 

- 森林火災防止ワークショップ、山火事防止・森林保全絵画コンクール 

- 青年発展ワークショップ、青年アグロエコ・キャンプ 

(2) 技術面 

- アグロフォレストリー・デモファームの設置にかかる技術指導 

- 簡易灌漑工事 

- 簡易灌漑施設の操作および維持管理にかかる技術指導 

- 簡易灌漑農業の技術指導 

- 農業経営ワークショップ、土壌保全ワークショップ、有機忌虫剤ワークショップ等 

- 市場戦略指導 

- 植林ワークショップ 

- 森林火災防止ワークショップ 
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図 2-2  住民の CD の基本方針、手法及びテーマ 

 
2－2 インセンティブによる流域管理の推進 

地域住民が主体的に流域管理活動や森林保全活動を持続的に実施するためには、プロジェクト

の提案が住民のニーズに基づき、かつ住民の生計向上に繋がることが重要である。 

簡易灌漑農業は、事前調査やプロジェクト開始当初に実施したワークショップにおいて多くの

住民から高い要望がされていた。ドミニカ共和国においては、貧困農民が生計を立てるために行

う山間地急斜面での焼畑やそこから延焼する山火事が森林減少・荒廃の大きな原因になっており、

簡易灌漑農業を導入することにより焼畑に依存する農業から定置農業へと転換し、森林減少を食

い止める効果が期待できる。また、同時に生計向上への寄与という観点からもインセンティブと

して高い効果が期待できる。 

一方、アグロフォレストリーは持続的に土地の生産性を維持し、焼畑による森林への圧力を緩

和するという観点から流域管理のために重要な活動である。特に簡易灌漑農業のポテンシャルが

低い地域にあっては、流域管理と生計向上を両立するための有効な方法である。しかし、プロジ

ェクト対象地においては過去にもアグロフォレストリー導入の試みがなされてきたが、住民の生

計向上への寄与が目に見える形で現れなかったことから、持続性や波及効果が確保されてこなか

った。このような経験を踏まえて、プロジェクトでは将来アグロフォレストリー普及の核となる

デモンストレーション・ファーム（以下デモファームと記す。）を整備することとし、そこでは技

術を展示するだけでなく、生計向上への効果が発揮されるよう技術や規模を検討した。 

本プロジェクトでは、以上の簡易灌漑農業とアグロフォレストリーを住民へのインセンティブ

として焼畑による森林減少・荒廃の圧力緩和、植林の推進、山火事防止、環境教育・啓発等の流

域管理活動への住民の参加を促していくよう努めていくことを一つの戦略とした。 

自らの問題解決のための

プロセスを支援 

試行錯誤のプロセス 

を支援 
自立的な発展プロセスを

支援 

目標に向けて行動するプ

ロセスを支援 

自らが意思決定するプロ

セスを支援 

住民の CD の基本方針 

 問題分析 WS 

 合意形成 WS（簡易灌漑組合） 

 簡易灌漑組合の定例 WS（主に工事に関して）

 スタディツアー 

 AI WS、SWOT WS、リーダー会議など 

 住民による簡易灌漑工事の実施 

 森林火災防止ワークショップ、山火事防止・森

林保全絵画コンクール 

 アグロフォレストリー・デモファーム設置にかか

る技術指導 

 簡易灌漑工事の実施 

 簡易灌漑施設の操作・維持管理にかかる技術

指導 

 簡易灌漑農業の技術指導 

 植林 WS 

森林火災防止ワークショップ 

組織面の CD の主な手法・方法 技術面の CD の主なテーマ・方法 
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2－3 リボルビングファンドの導入 

ドミニカ共和国では、過度の援助をすることにより、かえって地域住民の依存心を増長させた

り、支援された物資や施設の価値を軽視させたりする結果を招く場合があった。 

本プロジェクトにおいては、簡易灌漑施設の設置経費やデモファームの果樹苗木に対してリボ

ルビングファンドを適用し、裨益住民は支援された資金を返済することとした。リボルビングフ

ァンドを導入することにより、住民の責任感、支援に対する価値観及びオーナーシップが高まる

という効果が期待できる。 

また、簡易灌漑農業導入に係る資材の経費がリボルビングファンドで回収されれば、他村への

簡易灌漑農業拡大の原資となり、プロジェクトの持続性にも繋がり、リボルビングファンドの意

義は大きいと考えられる。 

一方で、住民がリボルビングファンドを返済するためには、技術面や営農面での指導というプ

ロジェクトからのフォローが重要になり、支援側であるカウンターパートの責任感も更に増すこ

とが期待される。 

 

 

 

 

 

各村落のニーズ調査・社会経

済調査、自然条件調査 

灌漑農業の基本方針の策定 

灌漑施設の導入 

ワークショップの開催（合意形成） 

住民参加型の流域管理 

森林整備 森林の保全 

アグロフォレストリー 

アグロフォレストリー

の分析

基本方針の策定 

（アグロフォレストリ

ー）

普及のための 

デモファーム 

の設定 

技術の普及 

灌漑導入地区の調査・特定 

簡易灌漑農業 

造林の実施 焼畑・放牧の放棄 山火事防止活動 

灌漑農業の開始

植林の実施、焼畑の放棄に関する事項 

活動グループと山火事防火隊の結成の説明 

リボルビングファンドの説明 

↓ 

参加者の選定、活動グループの結成、 

規約の制定 

図 2-3  インセンティブによる流域管理の概念図 
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リボルビングファンド 

 簡易灌漑施設の資材費 

 アグロフォレストリーデモ

ファームの果樹苗木代 

裨益住民の責任感向上 

裨益住民のオーナーシ

ップ向上 

裨益住民の外部支援に

対する価値観の増加 

プロジェクトの持続性 

カウンターパートの住民への指導

の重要性と責任の増大 

図 2-4  リボルビングファンド導入の意義 
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3 活動実施スケジュール 

3－1 年次ごとの実施項目 

本プロジェクトは、年度別に表 3-1 に示す項目に沿って実行する計画とした。 

 

表 3-1 プロジェクト実施計画項目 
年次 業務内容 主な成果 

第
１
年
次 

国内準備作業（2006 年 4 月） 
【1】 国内で入手可能な資料・情報の収集分析 
【2】 インセプション・レポート（案）の作成 
 

第 1 次現地作業（2006 年４月―2007 年 3 月） 
【3】 合同調整委員会の開催（１） 
【4】 分野別技術移転計画の策定 
【5】 プロジェクト実施委員会開催（１） 
【6】 ベースライン調査の実施 
【7】 アグロフォレストリーの分析及び簡易灌漑農業ポテンシャルの高い地区の特定 
【8】 苗木生産計画（案）作成 
【9】 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業の具体的方針案の策定 
【10】 PDM 指標に関する検討 
【11】 プロジェクト事業進捗報告書作成（１） 
【12】 簡易灌漑施設の設置と営農指導 
【13】 アグロフォレストリーのデモンストレーション・ファームの選定及び準備設置 
【14】 造林年次計画の作成と技術指導 
【15】 GIS データベースの修正及び GIS/GPS 利用マニュアルの作成 
【16】 森林保全・森林火災の啓発・教育活動の実施 
【17】 住民消防団の結成の支援と技術指導 
【18】 事業成果のモニタリング・評価及び次年度活動計画（案）の作成 
【19】 合同調整委員会の開催（２） 
【20】 業務完了報告書（第１年次）の作成及び提出 

 

 
 
 
 
 
インセプションレ

ポート 
 
プロジェクト事業

進捗報告書（第1号）
 
プロジェクト業務

完了報告書（第１年

次） 

第
２
年
次 

第２次現地作業（2007 年 4 月―2008 年 3 月） 
【21】 合同調整委員会の開催（３） 
【22】 分野別技術移転計画の見直し 
【23】 簡易灌漑農業の継続（２） 
【24】 デモンストレーション・ファームの設置及びアグロフォレストリー活動の普及 
【25】 造林年次計画の作成と技術指導 
【26】 森林保全・森林火災防止の啓発・教育手法の有効性の確認 
【27】 住民消防団の技術指導の継続と新たな住民消防団結成の支援 
【28】 内部による中間評価の実施 
【29】 プロジェクト事業進捗状況報告作成（２） 
【30】 アグロフォレストリーの技術マニュアル改定案作成 
【31】 簡易灌漑農業の技術マニュアル案作成 
【32】 モニタリング・評価の実施 
【33】 合同調整委員会の開催（４） 
【34】 業務完了報告書（第 2 年次）の作成及び提出 

 

 
プロジェクト事業

進捗報告書（第2号）
 
プロジェクト業務

完了報告書（第２年

次） 

第
３
年
次 

第３次現地作業（2008 年 4 月―2009 年 3 月） 
【35】 合同調整委員会の開催（５） 
【36】 プロジェクト課題の整理と活動の継続 
【37】 簡易灌漑農業の継続（３） 
【38】 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業マニュアルの完成 
【39】 プロジェクト事業進捗状況報告作成（３） 
【40】 終了時評価調査の準備 
【41】 プロジェクト実施手法の取りまとめ 
【42】 モニタリング・評価の実施 
【43】 協力終了後の C/P の活動計画の作成の指導 
【44】 プロジェクト教訓集の作成 
【45】 プロジェクト事業完了報告書案の作成 
【46】 ワークショップの開催 
【47】 プロジェクト事業完了報告書の作成・提出 
 
 

 
プロジェクト事業

進捗報告書（第3号）
 
プロジェクト事業

完了報告書（第３年

次） 
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年次 業務内容 主な成果 

第
４
年
次 

第４次現地作業（2009 年 5 月―2010 年 3 月） 
【48】 合同調整委員会の開催（7） 
【49】 プロジェクト課題の整理と活動の継続 
【50】 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業マニュアルの作成 
【51】 プロジェクト事業進捗状況報告作成（4） 
【52】 プロジェクト実施手法の取りまとめ 
【53】 モニタリング・評価の実施 (内部） 
【54】 協力終了後の C/P の活動計画の作成の指導 
【55】 プロジェクト事業完了報告書案の作成 
【56】 総括ワークショップの開催 
【57】 合同調整委員会の開催（8） 
【58】 プロジェクト事業完了報告書作成・提出 

 

 
プロジェクト事業

進捗報告書（第4号）
 
プロジェクト事業

完了報告書 
 
アグロフォレスト

リー技術マニュア

ル（改訂版） 
 
簡易灌漑農業マニ

ュアル 

 
 
3－2 プロジェクト実施フローチャート 

プロジェクトの実施フローチャートは図 3-1 のとおりである。 
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作業年次 第１年次（２００６年度） 第２年次（２００７年度） 第３年次（２００８年度） 

作業区分 国内準備作業 第１次現地作業 第２次現地作業 第３次現地作業 

 

主たる目的 

 国内準備作業  ベースライン調査の実施  
 PDM 指標に関する検討 
 インセンティブ事業の導入（１） 
 GIS/GPS 利用マニュアルの作成 
 植林年次計画の作成 

 インセンティブ事業の導入（２）  ■ 植林年次計画の作成 
 内部による簡易中間評価の実施 
 アグロフォレストリーの技術マニュアル改正案作成 
 簡易灌漑農業の技術マニュアル案作成 
 モニタリング・評価 

 インセンティブ事業の導入（３）  ■ 植林の実施 
 アグロフォレストリーの技術マニュアル案作成 
 簡易灌漑農業の技術マニュアル案作成 
 プロジェクトのまとめ（報告書作成、ワークショップ開催） 
 モニタリング・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       準備 

セミナー 

評価等 

  簡易中間評価 ワークショップ 

報告書類  IC/R（案）  IC/R 
 

 プロジェクト事業進捗報告書（第 1 号） 
 プロジェクト業務完了報告書（第１年次） 

 GIS/GPS 利用マニュアル 
 

 
 

 プロジェクト事業進捗報告書（第 2 号） 
 プロジェクト業務完了報告書（第 2 年次） 

 アグロフォレストリー技術マニュアル(案) 
 簡易灌漑農業技術マニュアル（案） 

 

 
 

 プロジェクト事業進捗報告書（第 3 号） 
 プロジェクト業務完了報告書(第 3 年次)  

 アグロフォレストリー技術マニュアル(案) 
 簡易灌漑農業技術マニュアル（案） 

 

図 3-1  プロジェクト実施フローチャート 

【1】国内で入手可能な

資料・情報の収集

分析 

【2】 インセプションレ

ポート（案）の作

成 

【3】 合同調整委員会の開催（１） 

【4】 分野別技術移転計画の策定 

【5】 プロジェクト実施委員会開催（１） 

【6】 ベースライン調査の実施 

【7】  アグロフォレストリーの分析及び簡易灌漑農業ポ
テンシャルの高い地区の特定 

【8】  苗木生産計画（案）作成 

【9】 簡易灌漑農業現地コンサル再委託（１） 

【10】 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業の具体的

方針案の策定 

【11】 PDM 指標に関する検討 

【12】 プロジェクト事業進捗報告書作成（１） 

【13】 簡易灌漑施設の設置 

【14】  アグロフォレストリーのデモンストレーションフ

ァームの設置 

【15】 植林年次計画の作成と技術指導 

【16】 GIS データベースの修正及び GIS/GPS 利用マニ

ュアルの作成 

【17】 森林保全・森林火災の啓発・教育活動の実施 

【18】 住民消防団の結成の支援と技術指導 

【19】 事業成果のモニタリング・評価及び次年度活動計

画（案）の作成 

【20】 合同調整委員会の開催（２） 

【21】 業務完了報告書（第１年次）の作成及び提出 

【22】分野別技術移転計画の見直し 

【24】アグロフォレストリー活動の普及 

【25】植林年次計画の作成と技術指導 

【26】 森林保全・森林火災防止の啓発・教育手法の確立 

【27】 住民消防団の技術指導の継続と新たな住民消防団
結成の支援 

【28】 内部による簡易中間評価の実施 

【29】 プロジェクト事業進捗状況報告作成（２） 

【30】 アグロフォレストリーの技術マニュアル改定案作
成 

【31】 簡易灌漑農業の技術マニュアル案作成 

【32】 モニタリング・評価の実施 

【33】 合同調整委員会の開催（3、4） 

【34】 業務完了報告書（第 2 年次）の作成及び提出 

作業の流れ 

継続作業 

凡 例 

活動 

調整・まとめ 

準備・調整 準備・調整 

活動 

調整・まとめ 

【23】簡易灌漑農業の導入継続（２） 

【35】 合同調整委員会の開催（5） 

【36】 プロジェクト課題の整理と活動の継続 

【37】 簡易灌漑農業導入の継続（３） 

【38】 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業マニ
ュアルの作成 

【39】 プロジェクト事業進捗状況報告作成（３） 

【40】 終了時評価調査の準備 

【41】 プロジェクト実施手法の取りまとめ(第3年次
まで) 

【42】 モニタリング・評価の実施 
【43】  
【43】 協力終了後の C/P の活動計画の作成の指導 

【44】 プロジェクト教訓集の作成 

【45】 プロジェクト事業完了報告書案の作成 

【46】 合同調整委員会の開催（6） 

活動 

調整・まとめ 
(第 3 年次までの) 

【47】 業務完了報告書(第 3 年次)の作成・提出 



 16 
 



 17 
 

第 3 年次再掲 
作業年次 第３年次（２００８年度） 第４年次（２００９年度） 

作業区分 第３次現地作業 第４次現地作業 

 

主たる 

目的 

 インセンティブ事業の導入（３）  ■ 植林の実施 
 アグロフォレストリーの技術マニュアル案作成 
 簡易灌漑農業の技術マニュアル案作成 
 プロジェクトのまとめ（報告書作成、ワークショップ開催）
 モニタリング・評価 

 簡易灌漑農業に関する営農指導■ 各活動の側
面支援 

 アグロフォレストリーの技術マニュアル完成 
 簡易灌漑農業の技術マニュアル完成 
 プロジェクトのまとめ（報告書作成、ワークショッ

プ開催） 
 モニタリング・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

セミナー 

評価等 

ワークショップ ワークショップ 

報告書類  プロジェクト事業進捗報告書（第 3 号） 
 プロジェクト業務完了報告書(第 3 年次)  

 アグロフォレストリー技術マニュアル(案) 
 簡易灌漑農業技術マニュアル（案） 

 

 プロジェクト事業進捗報告書（第 4 号） 
 プロジェクト事業完了報告書(案)  
 プロジェクト事業完了報告書 

 アグロフォレストリー技術マニュアル 
 簡易灌漑農業技術マニュアル 

 

図 3-1  プロジェクト実施フローチャート 

 

準備・調整 

【48】 合同調整委員会の開催（5） 

【49】 プロジェクト課題の整理と活動の継続 

【50】 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業マニ
ュアルの完成 

【51】 プロジェクト事業進捗状況報告作成（4） 

【52】 プロジェクト実施手法の取りまとめ 

【53】 モニタリング・評価の実施 

【54】 協力終了後の C/P の活動計画の作成の指導 

【55】 プロジェクト教訓集の作成 

【56】 プロジェクト事業完了報告書案の作成 

【57】 総括ワークショップの開催 

【59】 プロジェクト事業完了報告書の作成・提出 

準備・調整 

活動 

調整・まとめ 

【35】 合同調整委員会の開催（5） 

【36】 プロジェクト課題の整理と活動の継続 

【37】 簡易灌漑農業導入の継続（３） 

【38】 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業マニ
ュアルの作成 

【39】 プロジェクト事業進捗状況報告作成（３） 

【40】 終了時評価調査の準備 

【41】 プロジェクト実施手法の取りまとめ(第3年次
まで) 

【44】 モニタリング・評価の実施 

【43】 協力終了後の C/P の活動計画の作成の指導 

【44】 プロジェクト教訓集の作成 

【45】 プロジェクト事業完了報告書案の作成 

【46】 合同調整委員会の開催（6） 

活動 

調整・まとめ 
(第 3 年次までの) 

【47】 業務完了報告書(第 3 年次)の作成・提出 
【58】 合同調整委員会の開催(8) 
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4 プロジェクト実施経緯 

4－1 第 1 年次（2006 年度）の業務 

 国内事前準備において、インセプションレポート案、ベースライン調査様式案、C/D シート

案（C/P の C/D を評価する）、現地再委託予定の簡易灌漑農業施設導入に係る仕様書及び契

約書案を作成した。 

 現地作業開始直後、第 1 回合同調整委員会を開催し、インセプションレポート案を説明、

協議し、コメントを踏まえた修正を加え、インセプションレポートを作成した。 

 対象 14 村落において、プロジェクト活動に必要な基本情報を把握するとともに、ベースラ

イン調査、簡易灌漑農業ポテンシャル調査、アグロフォレストリー実施状況調査等を実施

した。 

 これらに基づき、プロジェクトの PDM の具体的数値及び C/D シートを C/P と協働で作成し

た。 

 簡易灌漑農業は、第 1 年次に Naranjos、Los Periquitos、El Derrumbado にて設計を実施し、

Naranjos と Los Periquitos（農地内設備を除いた部分）で工事を実施した。工事の労務は住民

が無償で提供し、資材はプロジェクト側が購入し、住民は資材費をリボルビングファンド

として返済することで合意された。 

 調査設計、灌漑資材の調達、灌漑装置の調達と設置は再委託で実施し、2006 年 11 月から工

事を開始した。 

 アグロフォレストリーは、住民の生活向上及び持続的な流域管理の一つの手段として、3 年

間で 30 箇所のデモファームを設定することとし、第 1 年次に 10 箇所を設定した。農機具

等営農資材を配布し、周囲に生垣柵を植栽、内部に果樹の植栽や土壌保全工の設置等を行

うこととした。 

 植林は、簡易灌漑農業導入をインセンティブとして行うことを 3 集落で合意した。1 年間で

灌漑面積に匹敵する面積（300 タレア＝18ha）を 3 年間植林する計画で、植林は 2 年次から

開始することとした。植林地は GIS で管理することとし、GPS 機材及び GIS ソフトウエア

ーを導入し、植栽予定箇所を現地で確認し、GIS にインプットした。 

 山火事防止は、簡易灌漑農業委員会の構成員が、森林消防団の団員となることで合意し、3

村落で森林消防団が結成され、山火事防止訓練を行った。山火事防止に係る環境教育では、

委員会を組織した 3 村落の小学生を対象に、「植林」、「山火事防止」の絵画コンクールを開

催し、絵画の展示、表彰を通じて保護者、村落住民、小学生への啓発を行った。 

 また、簡易灌漑導入村 3 村及び Las Lagunas の代表及びデモファーム実施者、合計約 30 を

選定し、先進灌漑地域及びアグロフォレストリー（San Jose de Ocoa の ADESJO）の技術を

視察するスタディツアーを実施した 

 第 1 年次の活動結果と第 2 年次の活動計画を第 2 回合同調整委員会で説明し、コメントを

踏まえて業務完了報告書（第 1 年次）を作成した。 

 

4－2  第 2 年次（2007 年度）の業務 

 現地作業開始直後（2007 年 5 月）に、前チーフアドバイザーの故阿久津が、ドミニカ共和
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国の地において突然死したために、増井がチーフアドバイザーとして交代した。 

 第 2 年次の現地作業は 2007 年 4 月末から実施され、7 月末～8 月初にかけて運営指導調査

が行われた。同調査では、PDM の見直し等を行い、第 3 回合同調整委員会で合意を得て、

PDM は Ver.2 として改訂された。改訂のポイントは灌漑規模が当初想定よりも大きかった

ため、プロジェクト実施期間、予算等を考慮して導入村を 4 村として目標を改訂したこと

で、これをベースに PDM 指標の改定が行われた。 

 プロジェクトを進捗させていた矢先、対象地域は 2007 年 10 月の Noel、12 月の Olga と 2

つのハリケーンに立て続けに襲われた。敷設したパイプラインは幸いにも若干の被害で済

んだものの、がけ崩れ、人家・農地の流出、道路の寸断とプロジェクト対象地域は大被害

を受け、住民達は復旧作業に従事し、プロジェクトは約 3 ヶ月間の中断を強いられた。 

 アグロフォレストリーは、第 2 年次に 10 ヵ所、第 1 年次と合わせて 20 ヵ所のデモファー

ムを設定した。農機具等営農資材を配布し、周囲に生垣柵を植栽、内部に果樹の植栽や土

壌保全工の設置等を行った。 

 簡易灌漑農業は、前年度 2007 年 3 月までに、Los Periquitos までの送水管、Los Naranjos ま

での送水管と農地内の設備について概ね敷設したが、経験のない住民による施工であった

ため修復、補強が必要となり継続して工事を行った。また、上述のハリケーンの被害を受

け、10 月下旬から 12 月下旬まで約 2 ヵ月間作業が中断された。工事は 2008 年 12 月下旬か

ら再開され、2008 年 2 月、1 年 3 ヶ月をかけ Los Periquitos に通水、続けて Los Naranjos に

も通水した。 

 植林は、2007 年は Los Periquitos、Los Naranjos 合計で 350 タレア(約 22ha)を植林し、データ

を GIS にインプットした。 

 森林火災対策は、山火事防止ワークショップ及び消火訓練を第 3 年次（2008）に簡易灌漑

農業導入予定の Las Lagunas にて行った。森林火災防止に関する啓発・教育活動は、第 1 年

次に引き続き、Las Lagunas 及び Caña de castilla の小学校の 3 年生～8 年生を対象に絵画コン

クールを実施した。 

 また、簡易灌漑導入村 4 村の代表及びデモファーム実施者合計約 30 名を選定し、先進灌漑

地域及びアグロフォレストリー（San Jose de Ocoa の ADESJO）の技術を視察するスタディ

ツアーを実施した。 

 第 2 年次の活動結果と第 3 年次の活動計画を第 4 回合同調整委員会で説明し、コメントを

踏まえて業務完了報告書（第 2 年次）を作成した。 

 
4－3  第 3 年次（2008 年度）の業務 

 アグロフォレストリーは、第 3 年次に 10 ヵ所、第 1、2 年次と合わせて 30 ヵ所のデモファ

ームを設定した。農機具等営農資材を配布し、周囲に生垣柵を植栽、内部に果樹の植栽や

土壌保全工の設置等を行った。 

 簡易灌漑農業は、第 1、2 年次に施工していた Los Periquitos で本格的に運用を開始した。第

2 年次に施工を開始した El Derrumbado の灌漑施設が 6 月に完成し、運用を始めた。2008 年

7 月下旬に 3 集落合同の通水式を行った。その後、施設の維持管理指導、営農指導を行って

いる。Las Lagunas においては、前年から引き続いて住民との合意形成、設計を実施し、6
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月下旬から施工を開始し、12 月に終了した。維持管理、営農指導を実施している。 

 植林は、2008 年は Los Periquitos、Los Naranjos、El Derrumbado、Las Lagunas 合計で 288 タ

レア(約 18ha)を植林し、データを GIS にインプットした。昨年との合計では 588 タレア（約

37ha）である。 

 森林火災対策は、乾期 8 月に山火事防止ワークショップ及び消火訓練を実施する予定であ

ったが、8 月～9 月にかけて連続して襲来したハリケーンの影響により、2 度延期し、10 月

下旬に実施した。 

 森林火災防止に関する啓発・教育活動は、第 1 年次に引き続き、La Siembra、La Meseta の

小学校の 3 年生～8 年生を対象に絵画コンクールを実施した。 

 簡易灌漑導入村 4 村の代表及びデモファーム実施者 5 名、合計 25 名を選定し、主に精神的

自立を図る研修とし San Juan の Vallejuelo の Centro Formación Semilla de Vida を視察するス

タディツアーを実施した。 

 11 月に終了時評価調査団が終了時評価を実施した。この終了時に第 5 回合同調整委員会を

実施し、これまでの進捗状況及び終了時評価が報告された。 

 第１年次から第 3 年次の活動計画を含む業務完了報告書を作成した。 

 

4－4 第 4 年次（2009 年度）の業務 

 2009 年 6 月第 7 回合同調整委員会を開催し、本年度の活動内容の承認を得るとともに、本

プロジェクトが 1 年延長されたことに伴い、PDM, PO を Ver3 として改訂した。 

 Naranjos 村の灌漑システム安定化のための修理として、灌漑パイプラインの一部ルート変更

を再委託にて行った。再委託先は INSAG 社であり、2009 年 6 月契約し、10 月工事は終了

し、Naranjos 村に安定的に通水するようになった。 

 簡易灌漑農業の営農指導として基本的農業技術（野菜及び果樹栽培）、ミミズ堆肥つくりと

利用、市場を考慮した作物の選定・作物カレンダーにかかる指導を実施した。巡回指導を

中心に行ったほか、土壌保全や有機忌虫剤ワークショップなどを開催した。また定期会議

の場も活用した。 

 灌漑施設に関しては、維持管理（送水管、圃場内の配水管）、運用方法（ローテション、施

設の操作）等について、巡回指導、OJT 及びワークショップにより実施した。灌漑組合で

は、水管理人を配置し、ローテーション表を使って輪番制で灌漑するシステムが定着した。 

 灌漑組合の組織強化として、定例会議や各種ワークショップを通じて灌漑組合の組織強化

を図った。実施した主なワークショップは、a. AI (Appreciative Inquiry）WS、b. 農業経営

WS、c. 組合規約 WS、d. 青年発展ワークショップ（Vallejuelo 村にて）等である。 

 市場戦略として、市場の外部環境（市場の位置・規模、顧客、競合等）及び内部環境（技

術力、生産力、販売力等）をチーム内のワークショップ形式で整理し、SWOT 分析を行っ

た。この結果から、市場に関する情報収集を実施した。この結果から市場戦略の方向性を

検討し、食品加工会社や地域の生産者組合などとコンタクトをとり、情報の収集や将来的

な関係構築の可能性などを模索した。その結果、Las Lagunas においてポテトチップ会社に

よる栽培試験を行った。 

 アグロフォレストリー、植林、山火事防止活動、環境教育については、C/P が実施する活動
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を側面から支援した。植林は土地が私有のため進まないこともあり、多様な方法での植林、

用地確保を目的に農地周辺での植林などを推進した。 

 本プロジェクトで簡易灌漑農業を導入した４村および他の資金で導入中の La Siembra の

青年を対象に、アグロエコロジー・キャンプを実施した。参加した青年は、様々なアクテ

ィビティを通じて環境に配慮した持続的農業、森林保全、環境問題等を学んだ。 

 毎月 JICA, M.AMBIENTE, FSF合同のモニタリングを行い、活動の進捗状況確認、現場視察、

意見交換などを行った。 

 簡易灌漑農業技術マニュアル及びアグロフォレストリー技術マニュアルを完成させた。 

 プロジェクト全体の活動成果を評価した。 

 ドミニカ共和国で活動する他ドナー、政府機関、NGO 等関係者を広く集め、プロジェクト

の活動を総括するワークショップを開催した。 

 2010 年 3 月、第 8 回合同調整委員会を開催し、プロジェクト終了に係る M/M に署名した。 

 4 年間のプロジェクトの活動内容、調査結果及び提言を取りまとめたプロジェクト事業完了

報告書を完成させた。 
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5 プロジェクト実施結果 

5－1 ベースライン調査 

 ベースライン調査はプロジェクト開始直後2006年5月から2006年7月にかけて行った。 
対象村落の 14 村の既存資料のレビューを行った後に、村落においてキーインフォーマントイン

タビューにより基礎情報及び森林・流域管理に関する情報を入手した。また、簡易灌漑導入ポテ

ンシャルの高い村落において住民ワークショップを実施した。キーインフォーマントインタビュ

ー及び住民ワークショップは、下記表 5-1 に示した横断的視点・目的を重視して行った（巻末資

料 4 参照）。 

 

表 5-1  村落調査における横断的視点・目的 
区分 項目 

村落調査の横断
的視点・目的 
 

森林管理、流域管理、生産活動の主要問題・ニーズ 
村落における実施体制（組織化） 
住民の結束・リーダーシップ・リーダー層の意識 
住民参加の啓発、活動実施のモチベーション 
問題意識の喚起と目的をもって活動を実施するという意識（オーナーシップ）
の醸成 

 

その結果、村落の状況として次の項目を取りまとめた。 

 

表 5-2  村落状況の取りまとめ項目 
区分 項目 

自然条件 気候、土壌、地形、水文、植生 
社会経済条件 経済状況、産業、インフラ、住民組織、市場、人口、土地利用・所有、

生計 
流域管理、森林資源関連 住民の流域管理活動、森林資源利用、営農状況、慣習、法規等 
村落についての情報 
 

村の一般情報、生産活動、村の主要な問題点、森林の状況、山火事対
策、外部支援 

 

以上の情報は、プロジェクト進捗報告書(1)に整理した。この結果は、その後のプロジェク

ト活動に活用した。 

 
5－2 アグロフォレストリー 

 
5－2－1 アグロフォレストリー導入の目的 

プロジェクト対象地域は山岳地であり、住民は傾斜地での農業及び牧畜により生計を立ててい

る。農地では草刈、肥料散布の代わりに、放牧地では草の新芽を出すために、繰り返し火入れ（焼

畑）が行われてきた。その結果、流域では山火事により森林が減少し、はげ山が大面積に分布す

る状況となっている。このため、雨が降ると、大部分が土壌に浸透することなく激しい侵食を伴

い、一挙に流出し、土壌劣化が加速している。侵食防止には植林により流域の森林保全を図るこ

とが緊急の課題であり、本プロジェクトでは、簡易灌漑農業導入をインセンティブとして火入れ

禁止、植林を実施した。 
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一方、農地の侵食防止により流域保全を図ることがもう一つの重要課題である。本プロジェク

トでは、アグロフォレストリーの導入をインセンティブとして土壌保全を図るとともに火入れの

中止を図ることとした。 

アグロフォレストリー導入にあたっては、住民が従来からの営農と比較して収量・収入が増加

すれば、それが動機付けとなり、活動は持続的に実施される可能性が高く、周辺農家への普及も

容易になる。このため本プロジェクトのアグロフォレストリーは、住民の収益増加という効果も

考慮した。 

以上からアグロフォレストリー活動は、流域保全及び住民の生計向上に役立つ手段として導入

するとの考えに基づき、次の目的と方針により導入することで C/P 機関（FSF）側と合意した。 

 

(1) 目的 

プロジェクトにおいて、アグロフォレストリーは、住民の生計向上及び持続的な流域管理の一

つの手段として導入される。これを達成するため、土壌、水源、森林の保全と生産活動の調和を

実現するとともに、生産物の多様化と土地生産性の向上を目指すこととした。 

 

(2) 方針 

1) 生計向上 

・自給生産ばかりでなく販売を目的とした生産物の多様化(収入や食糧生産の向上、単一

栽培の回避等) 

・土壌劣化の回避と土壌保全活動による土地生産性の向上 

2) 流域保全 

・農地における土壌侵食防止 

・火入れ緩和による植生回復 

 

5－2－2 アグロフォレストリー活動形態 

(1) 決定に至る経緯 

本プロジェクトにおいては、アグロフォレストリー技術の普及のための拠点としてデモファー

ムを設置することとし、具体的方針とともに C/P 機関側と協議の後、デモファームの規模、数な

どを決定した。その経緯は次のとおりである。 

デモファームについては、当初、参加を希望する住民が集まり、研修や実践を通じて技術を学

ぶとともに、周辺住民に展示するというコンセプトで１箇所当たり 0.1～0.2ha 程度のものをプロ

ジェクト期間中に 10～14 箇所程度設置することを想定した。 

しかし、その後、土地は全て私有地であり共有目的に提供される土地はないため、デモファー

ムの所有者そのものがアグロフォレストリーを実践し、周辺住民に効果を展示するには、規模は

実体の生産面積に近いものが望ましいという結論に至った。また、箇所数についても普及効果を

考え増やすこととした。この結果、1 箇所の面積を約 25tareas（約 1.6ha）を目処とし、設置数を

30（1 年 10 箇所）とすることとした。* (1 タレア = 629 m2) 

また、当初は参加住民に対して、各自の農地でアグロフォレストリーを実践するための果樹及

び植林用の苗木は中央苗畑から調達して、無料配布することとしていたが、果樹の苗木代はリボ
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ルビングファンドを適用することとし、返済された資金は今後のプロジェクトのための果樹苗木

生産に活用することになった。 

 

(2) アグロフォレストリー活動の具体的方針 

アグロフォレストリーの活動形態に関する具体的方針は、次のとおりである。 

a. デモファームの規模 

設置数: 約 30 箇所（プロジェクト期間中） 

面積: 約 25 タレア/箇所 (20～30 タレア)  

果樹苗木の植栽本数：10 本/タレア 

 

b. プロジェクトの支援 

設置したデモファームに対し、プロジェクトは次の事項を支援する。 

・技術支援：アグロフォレストリーの活動計画の作成と技術指導 

・必要な農具等の資機材の無償配布、果樹苗木のリボルビングファンド適用による配布等 

 

5－2－3 採用技術 

アグロフォレストリーの現況を把握し、プロジェクト対象地域において導入可能なアグロフォ

レストリーの分析を行った結果、農地（灌漑農地を含む）においては表 5－3 に示すアグロフォレ

ストリーの技術を採用することとした。 

 

表 5-3  プロジェクト対象地域に導入可能なアグロフォレストリー技術 

導入可能なアグロフォレストリーの技術 プロジェクトで

の採用 植生的方法 土木的方法 
実際に採用した

技術 
- 生垣柵 
- 植生筋工 
- 果樹の植栽 
- 等高線栽培 

- 石積工 
- 盛土工と溝工 
 

採用していない

技術 
- アレイクロッピング（植栽木の

列間での農作物の栽培） 
- 造林木の植栽 
- 庇陰樹の植栽 

- テラス工 
（植生筋工との組み合わせ） 
 

 
アグロフォレストリーの技術は、主として樹木と農作物を組み合わせた植生的な方法であるが、

その方法は千差万別であり、本プロジェクトにおいては、侵食防止という観点から土木的方法も

含めた。 

組み合わせは、地形条件、土壌条件、水利条件、地域住民のニーズ等に応じて、いろいろな方

法を採用できる。農地（灌漑農地を含む）におけるアグロフォレストリーの植生的方法の主な目

的と導入可能な作目を表 5-4 にまとめたが、本プロジェクトではこれを参考に現地の実態に合わ

せて組み合わせを考え実施した。 
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表 5-4  アグロフォレストリーの植生的方法の主な目的と導入可能な作目 
プロジェ

クトでの

採用 

アグロフォレストリー

の植生的方法 
主な目的 導入可能な作目 

生垣柵 土地所有界の明示、防風

効果 
多目的樹種 

植生筋工 土壌保全 牧草、多目的樹種 
果樹の植栽 生計向上 果樹 

採用され

た技術 

等高線栽培 土壌保全 農作物 
アレイクロッピング 土地肥沃度の維持向上 肥料木と農作物 
造林木の植栽 生計向上 造林用樹種 

採用され

ていない

技術 庇蔭樹の植栽 農作物の庇蔭 多目的樹種 
 

なお、上記に加えて有機質肥料の製造もアグロフォレストリーの技術に含めた。 

アグロフォレストリーに導入可能な樹木及び農作物は、プロジェクト対象地域の年降雨量が

1,000mm 前後と少なくはないが、乾期が長く乾燥傾向にあることから、耐乾性の強い樹種及び、

農作目や品種を選定した。果樹では、アボカド（Aguacate）よりレモン（Limón）の方が乾燥に強

い。カシューナッツ（Cajuil または Marañón）やパイナップル（Piña）のようなプロジェクト対象

地域の気象条件に適する作物でも導入に際しては市場についての考慮が必要である。また、薬草

や樹皮を生薬として商品化し、特産品として販売する可能性もあるが、今後の課題である。 

果樹の植栽箇所は、プロジェクト対象地域においては雨期の初めに植栽した場合でも苗木の活

着が悪く、活着したとしてもその後の生育が悪いので、適時の灌水が可能な水利条件の良い箇所

に植栽する。また、植栽後の果樹の管理については、健全な生育と収量の維持増進を図るために

施肥や剪定などが必要である。 
農地（灌漑農地を含む。）において選定候補となる主な植栽樹種及び農作目は、マニュアルを

参照のこと。 
 

5－2－4 デモファームの設定 

(1) 選定 
1 年目、2 年目、3 年目とも 10 箇所ずつ、合計 30 箇所のデモファームを設置した。合計面積は

511 タレア（約 32 ha）、平均 17 タレア（約 1 ha）であった。選定は次のように行った。 

デモファームの候補地は、 

・ 土壌流亡がおこりやすい傾斜地 
・ 土壌保全対策が導入されてない場所 
・ 水利条件の良い場所 
・ 周辺住民が集まりやすい場所 
・ 簡易灌漑施設を導入することが困難な地域 

を基準として選定した。 
次に候補地の中から、土壌や森林保全、生活及び農業活動の改善に関心を持つ先進的で参加を

希望する住民を、各村落のリーダーに推薦を依頼した。 
推薦された候補地を現地で更に比較検討し、最も展示効果が高い農地を、デモファームとして
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設定した。 
決定した参加希望住民（所有者）には、具体的方針を説明し、デモファーム設置に関する合意

書を取り交わした。 
その後、導入するアグロフォレストリーの技術、農地に適した果樹、必要な農機具等の資機材

などについて決定し、デモファームのアグロフォレストリー活動計画を作成した。 
 

表 5-5 デモファームの年次別選定箇所(2006～2008 年度) 

№ 集落名 第 1 年次 
(2006 年度) 

第 2 年次 
(2007 年度) 

第 3 年次 
(2008 年度) 合計 

1 La Siembra 1 3 2 6 

2 El Derrumbado － － － － 

3 Los Periquitos － － － － 

4 Los Naranjos － 1 3 4 

5 El Desecho 1 1 － 2 

6 Las Lagunas 1 2 － 3 

7 El Limón 1 － 1 2 

8 La Majaguita 2 1 － 3 

9 El Botoncillo － － 2 2 

10 Gajo de Monte 1 － － 1 

11 El Joval － 1 2 3 

12 Caña de Castilla 1 － － 1 

13 El Chocho Juan Luciano － － － － 

14 La Meseta 2 1 － 3 

 合計 10 10 10 30 
 

 
(2) 活動 
選定したデモファームに対しては、アグロフォレストリー活動に必要な農機具等の資機材を配

布した後、乾期（1～4 月）に所有者はアグロフォレストリー活動計画にしたがって、土壌保全工

(盛土工及び石積工)の設置等を行った。その後、雨期（4～5 月または 9～10 月）に、苗木を配布

した。 

所有者は、準備を終えたデモファームに果樹の植栽〔アボカド(Aguacate)、レモン（Limón)、オ

レンジ(Naranja)、サポーテ(Zapote)及びマンゴー(Mango)〕や生垣柵として造林用樹種〔グラビレ

ア(Gravilea) 〕、及び野菜や農作物の播種を行った。植栽間隔は、アボカド、レモン等の果樹の植

栽を 6ｍ×6ｍ、グラビレアの生垣柵を 1～4ｍとした。 

デモファームの位置図および選定箇所の特徴・活動計画は、それぞれ巻末資料 11.、12 のとお

りである。 
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5－2－5 技術支援 

(1) デモファームのアグロフォレストリー活動計画作成 
デモファームを対象に、C/P 及び日本人専門家の支援により、参加住民のアグロフォレストリ

ー活動計画を作成した。 
主な計画項目は、導入する技術（生垣柵、植生筋工、盛土工、石積工）、参加住民の農地に適し

た果樹及び植林用苗木の種類と数量（アボカド、レモン、オレンジ等）、計画図、活動に必要な農

具等の資機材、果樹苗木の数量などである。 
 
(2) 技術指導 
デモファームには、C/P を中心に設置時の指導及び継続のための巡回指導を行った。 
デモファームの設置状況やアグロフォレストリー活動の進捗をみて、必要とする技術上のテー

マについて指導した。 
 

5－2－6 普及 

本プロジェクト期間中での普及活動は、代表的なデモファームを数箇所選定し、そのデモファ

ーム周辺においてアグロフォレストリー活動に関心を有する住民に対して住民から持ち出される

問題、季節の課題に合わせて研修を行った。ただし、担当 C/P の活動が過剰なこと及びハリケー

ンの影響もあったことから、十分な実施にはいたらなかった。延長フェーズの第４年次にもデモ

ファーム所有者には、巡回指導や土壌保全ワークショップなどを継続して実施した。 

 
5－2－7 モニタリング 

デモファームを設定した住民を対象にモニタリングを行った。モニタリングの内容は次のとお

りである。 

 

(1) 質問項目 
1) アグロフォレストリーの経験 
2) 技術の適用状況 
3) 目標の達成状況 
4) 消費状況 
5) 収穫状況 
6) アグロフォレストリーの効果 
7) 困難さ 
8) 普及 
9) 持続性 
10) 焼畑 
11) 植林 

 
(2) 回答結果 

1) アグロフォレストリーの経験 
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・ 大部分の参加住民がこのプロジェクト以前に経験があると回答している。 
・ 経験者はアグロフォレストリーについての知識を持っており、アグロフォレストリー

の導入に困難はなかった。 
2) 技術の適用状況 

a. 導入されている技術 
・ 大部分の参加住民が生垣柵、植生筋工、石積工及び果樹植栽を導入している。 
・ 生垣柵のグラビレアは、90％以上が活着している。 
・ 植生筋工のレモングラスもほぼ 100％活着している。 
・ 石積工は実施しているが、石の多いデモファームでは更なる設置が望まれる。 
・ 果樹ではレモンはほぼ 100％活着しているが、アボカドは場所により 50％のところ

もあるので平均 70％の活着率である。これはアボカドが水分をより必要とするため

で、雨期に植栽しているができれば潅水が望ましい。 
・ 等高線栽培は、大部分の住民がこのプロジェクト以前から実施している。 

b. 導入されていない技術 
・ 計画時に採用技術候補として挙げたアレイクロッピング、造林木の植栽、庇陰樹の植

栽、及びテラス工は実施されなかった。 
・ 樹木植栽については果樹植栽がその代替策となった。 
・ 盛土工、溝工及びテラス工は、土壌の反転等の多くの労力を伴うので、導入には時間

を要する。今後徐々に進めていくよう指導の必要がある。 
3) 目標の達成状況 

・ 質問した全員がアグロフォレストリーの目標を達成していると回答している。 
・ 達成に貢献した要素については、C/P 及び日本人専門家の技術援助、資機材援助、苗

木援助、研修、自己(家族）の努力等をあげている。 
4) 消費状況 

・ 消費の金銭的な面については、正確な解答は得られなかった（収支記録の不備、個人

情報に関わる等の理由が考えられる）。把握できた一般的な消費状況は次のとおりで

ある。 
・ 圃場の準備には主に耕作牛を借りて耕し、時には労働者を雇用している。 
・ 種子については、自家採取する場合が多いことから購入支出額は少ない。 
・ 肥料や農薬等は、必要最小限しか購入していない。 

5) 収穫状況 
・ 生産物の大半は、アビチュエラ（インゲンマメ）、グァンドゥール（キマメ）である。

その次に、トウモロコシ（メイズ）、ユカ（キャッサバ）を生産している。 
・ 野菜の生産については、一部でカボチャの生産を行っている程度であり、ほとんど生

産していない状況である。 
・ 収入金額については、正確な回答は得られていない。 

6) アグロフォレストリーの効果 
・ 全員が効果として、生産性向上、土壌保全、生産物の多様化、収入の増加を挙げてい

る。 
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7) 困難な点 
・ 自己資金が少ないことをあげる者が多く、その結果資金の貸付を望む者が多い。 
・ また販売する市場が無いうえ、中間業者がいないことから、生産物の販売先が無いこ

とをあげる者もいる。 
8) 普及 

・ 全員が巡回指導を相当数受けている。 
・ アグロフォレストリー普及のための技術研修にも多くの住民が参加している。 
・ また、スタディツアーに参加した住民もおり、その時の経験は非常に役立っていると

回答している。 
9) 持続性 

・ 投資に関しては、アグロフォレストリー活動を継続するために全員が収入を必要経費

（再投入）に充てることができると回答している。 
・ 労働力については全員が十分であると回答している。 
・ 技術については全員が十分に獲得していると回答している。 

10) 焼畑 
・ アグロフォレストリー導入前は大部分の住民が年間 1 回は焼畑を行っていたが、導

入後は全員が焼畑を放棄し、焼畑はやめるべきだと回答している。 
11) 植林 

・ 一部の住民は、デモファーム以外に土地を持っており、そこを植林にあてることにつ

いては、合意する、あるいは考慮してもよいと回答している。 
 

5－2－8 アグロフォレストリー技術マニュアル 

本プロジェクトでの経験に基づいて、開発調査で作成した既存マニュアルを改訂し、アグロフ

ォレストリー技術マニュアルを作成した。 

 

5－3 簡易灌漑農業 

 
5－3－1 簡易灌漑農業導入の目的 

簡易灌漑農業はアグロフォレストリーと共に、住民が主体的に実施する植林・森林保全活動の

インセンティブとして位置づけ導入を図った。これにより、将来的には C/P 主導で実施する持続

的な流域管理手法の技術的・経営的な基盤を構築するものである。 

参加型プロジェクトにおいて、インセンティブ事業を地域住民が受け入れ、持続的な植林・森

林保全活動に結びつけるためには、プロジェクトの提案が住民のニーズに合い、明確なものが必

要である。また、主体的に作業を実施する住民の生計向上がなければ、活動が継続しない。その

点、簡易灌漑農業は、JICA の事前調査時より住民の多数は簡易灌漑の導入支援を要望しており、

生計向上に寄与する点も考慮すると、インセンティブとして高い効果が期待できる。 

以下に、本プロジェクトで構築されている簡易灌漑農業の目的をまとめる。 

 

a. 住民の生計向上：通年営農、生産性向上、生産物の多様化を通じ、自給のみならず販売を目
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的とした生産の実現。 

→農民の生活が向上しなければ、継続した流域管理の実施に結びつかない。 

b. 森林資源の回復：灌漑の導入の条件としての焼畑放棄、森林伐採の停止、森林火災の防止活

動の実施、植林の実施。 

→簡易灌漑農業導入をインセンティブとした森林資源の回復 

c. 適切な流域保全：上記による森林面積、森林資源の回復の結果 

→水土保全機能の向上 

d. 住民組織の強化：灌漑を導入する農家は組織化し、灌漑農業委員会を設立。その組織の下で

営農、水管理、設備の維持管理。 

→継続的な森林資源の回復、流域保全活動。 

 

アグロフォレストリーを含めたインセンティブ事業の導入に至るフロー図はプロジェクト目標

実施の方策に示した通りである。 

 

5－3－2 灌漑施設導入のプロセス 

以下、灌漑施設の導入プロセスを説明する。このプロセスで重要なのは、導入以前の住民との

合意形成であり、特に、(1) 意識の醸成及び(2) 灌漑農業への認識、の２点は最重要点である。 

(1) 簡易灌漑農業導入をインセンティブとして植林や森林火災対策などの流域管理活動の

推進を目的としているため、流域管理活動に関する認識を深め、参加意識を醸成する必

要がある。 

(2) 粗放的な農業の経験がほとんどの住民にとって、集約的で組織化が必要な灌漑農業で利

益を得るためのプロセスは、多大な努力を要するものであり、事前に灌漑農業について

十分な理解を得ることが必要である。 

 

また、簡易灌漑農業は、技術的、社会的な観点からすべての集落で導入が可能というわけでは

なく、また導入される集落においても参加者数は限られる。 
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表 5-6  灌漑施設導入のプロセス 
順序 内容 

1. ポテンシャル
調査 

・プロジェクト対象の 14 村落において、以下の項目について現地調査、聞き取
り調査やベースライン調査の結果から確認。 

1. 導入予定農地の概定（集落からの位置、面積、傾斜等） 
2. 水源の特定（位置、水源から農地までのルートの確認と水量（特に乾季）

の測定）  
3. 村落（農地）へのアクセス状況（道路の位置と状況-車両の通行性） 
4. 村落の社会状況（現況組織、中核農家の有無、住民間の問題の有無） 
・調査の数値規準を作成し、ポテンシャルを数値化し優先順位付け。 

2. 導入村落の決
定 

・ポテンシャル調査の結果から、ポテンシャルの高い村落から導入する計画を
作成。 

3. 合意形成及び
組織化 

・ポテンシャルの高い村落において、合意形成及び組織化のための住民参加ワ
ークショップを継続的に行った。内容は以下の通り。 

1. 簡易灌漑農業の方針の説明（工事に関わる労務の提供、リボルビングファン
ドの返済、植林の実施、森林消防団の結成等） 

2. 簡易灌漑農業委員会設立準備会の設置 
3. 簡易灌漑農業の方針案の合意（土地の配分、役務の提供、罰則規定等） 
4. 簡易灌漑農業委員会の設立（役員、メンバーの決定） 
5. 簡易灌漑農業委員会規約の作成 
（概ね各村落ともメンバーは 30 名、農地は上限 10 タレア/人を目処とした。）

4. 基本設計・測量 1. 導入する農地、水源から農地までのルートの概定 
2. パイプラインのルートの縦断測量 
3 . 農地の平面測量 

5. 設計 
 

1. 農地での必要水量の計算 
2. 灌漑設備の決定、水利計算 
3. 送水管、配水管の水理計算 
4. 取水・貯水施設の計画（水源の取水施設、農地内の配水タンク(池)、減圧水

槽の計画、設計） 
5. 概算工事費の算出 
6. 施工計画の策定 

6. 施工 1. 施工業者、資材納入会社の決定 
2. 施工及び工程管理 

i 取水タンクの設置 
ii 送水管（水源から農地の配水タンク）の溝堀とパイプの設置 
iii 配水タンク（もしくは貯水池）の設置 
iv 配水管（農地内）の溝堀とパイプの設置 
v 減圧水槽の設置 
vi 農地内の灌漑設備の設置 

3. 労務管理（参加住民） 
4. 資材管理（購入、搬入・搬出、保管） 

7. 施設検査 1. 通水試験（送水管、配水管、灌漑設備） 
2. 補修・補強工事（必要により） 

8. 営農指導 1. 灌漑農業の基本（栽培方法、肥料/農薬の使用） 
2. 営農計画 
3. 商業的農業 

9. リボルビング
ファンドの返済 

工事費の資材費のみについて、リボルビングファンドにて返済 
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5－3－3 各村の実施概要 

灌漑を導入した集落での実施概要は以下に示すとおりである。 

 

表 5-7  簡易灌漑農業導入村の年度別事業実施概要 

（注）パイプの覆土、取水口の改良、バルブ類の保護工等。 
 
 
5－3－4 灌漑施設の概要 

 各集落の灌漑施設の構成は概ね以下の通りである。 

 

(i) 取水口  (ii)調整用タンク（取水口付近）  (iii)送水管  (iv)調整用タンクまたは貯水池（農

地上部）  (v)配水管  (vi)各農地 

 

(1) Los Naranjos、Los Periquitos 集落 

Naranjos と Los Periquitos は約 1km 離れているが、隣り合わせた村落であり、同じ水源からパイ

プラインを共有し、分岐点まで導水し、そこから各集落のタンクへ送水する。水源の位置は、計

600 タレアの農地を灌漑するのに十分な水量がある 8km 離れた渓流とし、取水口の標高は 960m、

途中大きな沢もあり、水管橋を 12 箇所設置した。導水距離は、水源から分岐点（両村兼用区間）

が約 6km、分岐点から Los Naranjos のタンクまで 3km、分岐点から Los Periquitos のタンクまで 600

ｍである。 

既述のように、Los Naranjos 村では灌漑システム安定化のための修理として灌漑パイプライン

の一部ルート変更を行った。Los Naranjos-Los Periquitos の共通パイプラインの各村への分岐点か

ら Los Naranjos へ向かうパイプライン上で水管橋が 3 本連続していた部分は技術的に難しく、故

村落名 第 1 年度 第 2 年度 第 3 年度 第 4 年度 

Los 
Periquitos 

・ 合意形成／設計 
・ 送水管の施工（共通

部分のパイプライン

6km） 
 

・ 第 1 年度に敷設した送

水管の補修、補強 
・ 分岐点から村落までの

送水管の施工 
・ 農地の設備の施工 

・ 営農実施（営農指導

も合わせて実施） 
・ 第 1 年度に敷設した

送水管の補修、補強

の継続 

・ 営農実施（営農指導

も合わせて実施） 
・ 第 1 年度に敷設した

送水管の補修、補強

の継続（注） 

Los 
Naranjos 

・ 合意形成／設計 
・ 農地設備の施工 
・ Naranjos までの送水

管の施工（共通部分

のパイプライン 6km
と Naranjos までの

2km） 

・ 第 1 年度に敷設した送

水管の補修、補強 
・ 営農指導 
 
 

・ 第 1 年度に敷設した

送水管の補修、補強

の継続 
・ 営農実施（年度途中

で故障が発生し、灌

漑は中断） 

・ パイプラインの安定

化のため一部区間の

ルート変更（再委託）

・ ルート変更工事終了

後営農再開、営農指

導も合わせて実施 
・ 第 1 年度に敷設した

送水管の補修、補強

の継続（注） 

El 
Derrumbado 

・ 合意形成／設計 
 

・ 合意形成の継続／設計

修正 
・ 施設の施工 

・ 施設の施工→完成 
・ 営農開始（営農指導

も合わせて実施） 

・ 営農実施（営農指導

も合わせて実施） 

Las Lagunas － 

・ 合意形成 
 

・ 合意形成／設計 
・ 施設の施工→完成 
・ 営農開始（営農指導

も合わせて実施） 

・ 営農実施（営農指導

も合わせて実施） 
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障発生の頻度が多かった。 

プロジェクト関係者で改善策を検討した結果、連続する水管橋を避け、等高線に沿ったより安

定したルートへ変更することとし、このルート変更に係る修理は再委託で行うこととした。指名

見積競争の結果、再委託契約は INSAG 社と決定し、2009 年 6 月から 10 月まで工事を実施し、ル

ートを変更、安定的に通水するようになった。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1  Los Naranjos、Los Periquitos 集落における灌漑設備概念図 

 
(2) El Derrumbado 

 集落の東側の沢の標高 820m を取水口とし、そこから農地近くのタンクまで導水する。農地

に設置したタンクから農地に配水する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-2  El Derrumbado 集落における灌漑設備概念図 

水源 960m 

 

 

Los Naranjos

Los 

水源から分岐点まで 6.0 km

分岐点から Los Naranjos 農地 2.1 km 

分岐点から Los Periquitos 農地まで 480m 

分岐点 

水源からタンクまで 1.7km 

水源 820m 

タンク 740m 

El Derrumbado 農地 
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(3) Las Lagunas 

水源は、Las Lagunas 一帯の世帯に供給する生活用水のためのタンクとし、生活用水の余剰水を

プロジェクトで設置する貯水池へ導水し、灌漑を行っている。水は生活用水に優先的に配水され

るが、推定される裨益者の使用量よりタンクへの供給量が多いため、余剰水が発生する。そこで、

下表のような灌漑用水と生活用水の分配ルールを設定、生活用水のタンクの下流側にあるバルブ

の開度を時間により調節することで灌漑用の貯水池への水量をコントロールしている。余剰水量

は、住民の使用水量や使用方法により幅が生じるが、一定量を灌漑用に貯水する。 

 

表 5-8   Las Lagunas の生活用水と灌漑水の分配 

時間 バルブの開度
灌漑への

余剰水量

灌漑に使用でき

る総水量 
灌漑可能 
面積 

生活用水

への流量

6:00-20:00 (14 時間) 開度約 75％ 3 ℓ/s 252 m3 － 9 ℓ/s 
20:00-6:00 (10 時間) 開度約 25％ 9 ℓ/s 324 m3 － 3 ℓ/s 

   577 m3 308 tareas  
＊タンクへの総流入量：12 ℓ/s 

 

 

図 5-3  Las Lagunas のパイプライン概念図 

 

2.2m 

95m 
標高差 
 

流量:12.0 l/s 

6,090m 

生活用水 
裨益者: 2,337  
(20 年後:2,805) 

世帯数: 425  
水栓: 272 
一人当たり水量: 
65 l/日/人 

取水口 

灌漑用貯水池 （PVC シー

ト被覆(400 m3)） 

農地 

農地 

余水吐き 
－灌漑用の貯水池へ 

生活用水用タンク 
230m3 

37 給水栓 

235 給水栓 

減圧水槽

余水 
調節弁 

接続管 PVC 4”(200m) 

310 tarea 
34 農地 

本プロジェクトで実施 
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5－3－5 住民への技術指導 

(1) 灌漑設備の運用方法及び維持管理指導 

1) 灌漑設備運用方法 

第 3 年次初期に既に施設を設置し終えた Los Periquitos、Los Naranjos、El Derrumbado におい

て、圃場内の灌漑機材（スプリンクラー、制水弁等）の運用方法、維持管理方法についてのワ

ークショップを実施した。説明項目は以下の通りである。 

(i) 灌漑における土壌と散水量の関係 

(ii) 必要水量、灌漑時間/器具の使用方法 

(iii) 集落内のローテーション灌漑*3の方法 

 

2) 維持管理 

灌漑施設（送水管、圃場内の設備）は、各委員会に権利委譲後、参加者自身で管理・更新す

る必要がある。よって、主に以下の項目について、定期集会を通じ、作業の必要性を説明した。 

i. 定期的な施設のチェック（週 2 回程度） 

ii. 改良が必要な箇所での作業 

iii. 水利費の徴収 

 

灌漑施設の維持管理（送水管、圃場内の配水管）、運用方法（ローテション、施設の操作）等に

ついて、第 4 年次も日本人専門家、C/P、雇用技術者が連携して巡回指導、OJT 及びワークショッ

プにより実施した。 

既に維持管理、運用方法に関しては一通りの技術指導を実施したが、技術の定着や応用動作が

可能になるには継続して指導する必要がある。なお、ローテーションに関しては、水管理人を配

置し、ローテーション表を使って輪番制で灌漑している。 

 

(2) 営農指導 

1) 指導方法 

灌漑設備を使用して実施する営農は、野菜、果樹の栽培を目的とした。灌漑導入前の参加住

民は粗放的なトウモロコシ（メイズ）、アビチュエラ（インゲンマメ）、アボカド等の栽培を主

として行っており、野菜栽培の経験者は殆どない。 

そこで、農業技術者営を 2 名雇用し、灌漑設備を導入した集落から順次営農指導を実施して

いる。主な指導項目は以下の通り。 

 

                                                  
3  ローテーション灌漑：集落内の灌漑圃場では水量に限りがあるため、メンバーが一斉に灌漑することはできな

い。そこで、ルールを決め、各圃場が順番（ローテーション）に配水する必要がある。 
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表 5-9  営農指導項目 

内容 
(1) 栽培推奨作物（年間の作業内容） 
(2) 農業生産に関わるコスト、年間の農作物の売値の動向 
(3) 栽培方法（播種、育苗、移植、仕立て）の基礎 
(4) 営農カレンダーの作成 
(5) 土地準備、土壌保全の方法 
(6) 肥料、農薬の散布方法（化学肥料/農薬） 
(7) 個々の栽培作物の説明（トマト、ナス、キャベツ等） 
(8) 有機農業（生物農薬、ミミズ堆肥、堆肥の製造等）の方法 

 

営農指導の手順としては、1 年目に実施した市場調査結果と土壌調査結果を基に、栽培品目

を推奨し、メンバーの意思で個々が栽培作目を決定した。作目ごとの栽培技術は、農業技術者

や C/P が指導した。2 年次より随時実施したが、ハリケーンの影響もあり、施設の完成が遅れ

たことから、一時中断、第 3 年次から再開し、4 年次は継続指導した。 

 

4 年次は、基本的農業技術（野菜及び果樹栽培）、ミミズ堆肥作りと利用、市場を考慮した作

物の選定、土壌保全対策、作物カレンダー作成、土壌保全等にかかる指導を日本人専門家、ス

ール・フツーロ財団 C/P、雇用農業技術者で連携して実施した。このほか、Las Lagunas におい

ては、野菜栽培のモニタリング、価格を考慮した生産計画、耕作技術に関する営農ワークショ

プを実施した。各村メンバーの営農技術の習得状況は以下のとおりである。 

 

表 5-10 簡易灌漑参加農民の生産技術の習得状況 
Los Periquitos 主に Aguacate を栽培している。技術指導を通じて、剪定、病虫害対策等の技術

を習得した。Aguacate が成長するまでの間は、樹間を利用してキャッサバ、ア

ビチュエラ等の伝統的短期収穫作物を生産するよう指導した。また、ピーマン、

ナス等の野菜を栽培したメンバーも数名おり、苗床、畝たて、移植、病虫害対

策、除草、施肥、収穫等の技術を習得しつつある。 
El Derrumbado 主に Aguacate および Limón を栽培して、技術指導を通じて、剪定、病虫害対

策等の技術を習得した。Aguacate が成長するまでの間は、樹間を利用してキャ

ッサバ、アビチュエラ等の伝統的短期収穫作物を生産するよう指導した。 
Las Lagunas 主にトマト、ナス、ニンジン、レタス、ピーマンなどの野菜を生産している。

ほとんどのメンバーは既に 2 回目の生産に入った。1 回目の生産で、苗床、畝

たて、移植、病虫害対策、除草、施肥、収穫等の技術を習得した。病虫害被害

が発生したが、これまでの伝統的粗放農業に比べてかなり大きな収入を得た者

もいる。 
Los Naranjos 一度は通水したものの、その後、パイプラインの水管橋部分で故障が発生し、

修理中は、灌漑水を使った生産は中断し、修理終了後指導を再開した。 
主に Aguacate を栽培している。Aguacate が成長するまでの間は、樹間を利用し

てキャッサバ、アビチュエラ等の伝統的短期収穫作物を生産するよう指導し

た。 
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5－3－6 灌漑組合の組織強化 

第 4 年次は、灌漑組合の組織強化を目的に、Los Periquitos 及び El Derrumbado では 2 回/月の定

期ワークショップを実施した。また、Las Lagunas では 1 回/月の役員会、1 回/月のメンバー集会

をメンバーが自主的に実施しているので、日本人専門家及び FSFのカウンターパートも参加した。

このほか、各村のニーズに基づいて各種ワークショプを以下のとおり実施した。 

 

表 5-11 灌漑組合の組織強化にかかるワークショップの実施 

ワークショップ名 ワークショップの目的と内容 
AI モニタリング WS ＜目的＞ 

将来のビジョンから現在必要なアクションを考える。 
＜内容＞ 
(1) 灌漑農業の個々の活動実績と評価 
(2) プロジェクトに参加して最高の瞬間 
(3) 10 年後の各メンバーと組合の姿 
(4) (3)を達成するためのアクション 

農業経営 WS ＜目的＞ 
集約的農業を実践するにあたって必要な経営にかかる基礎的な知識の習得。 
＜内容＞ 
(1) 会計記録 
(2) 減価償却と準備金 
(3) リボルビングファンド、クレジット 

組合規約 WS ＜目的＞ 
1. 組織運営の基礎となる規約の再確認。 
2. 組織のキーパーソンであるリーダーに必要な資質の確認。 
＜内容＞ 
(1) 規約の内容について確認 
(2) 規約にかかる意見交換 
(3) リーダーシップ 

青年発展 WS 
 
 

＜目的＞ 
将来を担う灌漑組合メンバーの子女を対象に、自立発展の意識を醸成す

る。 
＜内容＞ 
1. 先進農業、養蜂、製菓の体験学習を通じて、学ぶことの重要性や喜びを感

じ、身の回りの資源の活用の可能性を知る。 
2. Vallejuelo のコミュニティ開発の経験から、ビジョン、自立心、計画的な実

行の重要性を学ぶ。 
3. Vallejuelo のコミュニティが進めている総合プロジェクト（水力発電、生活

用水、灌漑、養魚）の現地視察を通じて、組織的活動の可能性を学ぶ。 
 

上述のワークショップや組織的な活動である灌漑施設の維持管理を通じて、各村とも組織強化

の重要性にかかる認識は高まっている。FSF は、定期ワークショップを継続して実施していくと

ともに、各組合のニーズを把握してテーマを持ったワークショップを随時実施し、各組合が自立

発展性を備えるよう組織強化にかかる支援を続ける必要がある。 

 
5－3－7 市場戦略 

市場戦略にかかる活動は以下の手順で実施した。 
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作業の概要は以下のとおりである。 

 

a. 日本人専門家、C/P 及び雇用技術者のチーム全体で市場環境予備分析ワークショプを行った。

予備分析の内容は、外部環境（市場の位置・規模、顧客、競合等）及び内部環境（技術力、

生産力、販売力等）である。ワークショップの結果から、予備的な SWOT 分析を行った。 

b. 予備分析の結果からマーケティングリサーチ（市場に関する情報収集）の計画を作成し、

以下のリサーチを実施した。 

 

i. 農業省（SEA）：市場の一般状況、需給状況、価格の状況、価格及び生産統計、競

合、小規模生産者の戦略等 

ii. Mercado Nuevo（卸売市場）：取引の方法、市場の状況等 

iii. CEIRD（ドミニカ輸出・投資センター）：輸出の状況、輸出のための諸条件、輸出

にかかる留意点、関連情報等 

iv. JAD（ドミニカ農業企業連合会）：輸出にかかる課題、諸条件等 

v. Padre Las Casas 果樹生産者協会：活動の現状とプロジェクトとの協力の可能性 

vi. Vallejuelo 生産者組合（村落住民による灌漑農業先進地）：販売にかかる経験、方

法 

 

上記の作業による OJT を通じて、市場戦略の策定手順、関連調査の方法、戦略策定の考

え方などにかかる FSF カウンターパートの能力向上を図った。また、調査を通じて得られ

る農産物市場の情報は、カウンターパートの知識を広げるのに役立った。 

また、灌漑組合メンバーの意向に基づき Frito Lay 社（ポテトチップ等食品加工会社）と

コンタクトをとり、契約栽培の可能性を模索中である。2009 年 11 月に同社の種芋を使って

ジャガイモの栽培試験を開始した。 

 

予備環境分析 予備的に市場の総合的状況を分析する。 

 

市場関連調査 具体的に市場の状況やマクロ環境を調査し、マーケティングに必要な情

報を収集する。 

市場戦略の策定 
ターゲットにする市場の選定（当面のターゲットと将来目標）、ターゲ
ットに売るための方法、必要な技術・能力、組織化、アクション等を検
討する。 

図 5-4 マーケティング戦略策定の手順 

環境分析 市場関連調査で得た情報に基づき再度環境分析を行う。 
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5－3－8 モニタリング 

各村落でランダムに約 10 人を対象にモニタリングを行った。モニタリングの内容は、次のと

おりである。 

 

(1) 質問項目 

1) 農地の状況 

2) 土壌保全対策 

3) 収穫状況 

4) 消費状況 

5) 農業の効果 

6) 焼畑 

7) 植林 

8) 灌漑施設の維持管理 

(2) 回答結果 

1) 農地の状況 

i. ほとんどのメンバーが除草、鋤起し等、灌漑農業開始のための準備を行った。 

ii. 各農地は状況により異なり、石が多い土地もあれば、粘土質、砂質の土壌の農地があ

る。 

iii. 傾斜は概ね 5 度～10 度程度が多く、平坦な農地は少ない。また 10 度以上の急傾斜地も

かなりある。 

2) 土壌保全対策 

i. 生垣柵を行っている農地はわずかである。 

ii. 植生筋工を行っている農地もわずかである。 

iii. 石積工は多くの農地で行っている。 

3) 収穫状況 

i. 栽培しているものの大半はアビチュエラ（インゲンマメ）かグアンドゥレ（キマメ）

である。次に生産が多いのはトウモロコシ（メイズ）、ユカ（キャッサバ）であり、概

ねこの 4 種の栽培に限られている。 

ii. 野菜の栽培ではタマネギの栽培を行っている農家が一軒あるが、ほとんど栽培されて

いない状況である。 

iii. 収穫及び収入金額については、答えにくく、正確な回答は得られなかった。 

4) 消費状況 

i. 消費状況等、金銭に関わる項目には、住民は正確に答えることが難しい。 

ii. 土地の整備には、主として耕作牛を借りて耕し、時には労働者を雇用して耕すことが

多い。 

iii. 種子は、自ら栽培していたものから取ることが多く、購入することは少ない。 

iv. 肥料や農薬等は必要最小限しか購入していない。 

5) 簡易灌漑農業の効果 

全員が効果として、年間を通して生産できる、生産力増大、生産の多様化、収入の増加、
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生活向上、焼畑を放棄できることを挙げた。 

6) 焼畑 

灌漑施設導入前はほとんどが年間 1 回は焼畑を行っていたが、導入後は全員が焼畑を放

棄し、焼畑はやめるべきだと回答している。 

7) 植林 

農地以外に土地を持っている者もおり、植林にそれらの土地を提供しても良い、または

考慮しても良いと回答している者も一部いる。一方、大土地所有者であっても土地を提

供したくないという者もいる。 

8) 灌漑施設の維持管理 

i. 自分の農地については、毎日あるいは必要に応じて維持管理を行うと回答している。 

ii. メインパイプラインや共通施設についても毎週、毎月あるいは必要に応じて維持管理

に参加すると回答している。 

(3) 分析 

1) 農地の状況 

農地の状況は個別に異なっており、個別の経営指導の必要性を示している。 

2) 土壌保全対策 

傾斜地が多いことから何らかの土壌保全対策が必要で、石積工や植生筋工等の設置を推

進する。 

3) 収穫状況 

今までの粗放な農業形態を反映して、収益性の高い作物についての知識は低い。 

4) 消費状況 

消費についての意識も低く、収入・支出に代表される経営（もうかる経営）に対する意

識が希薄なため、その意識の醸成が必要である。 

5) 農業の効果 

上記のこととはいえ、生産性向上、生産の多様化、収入の増加、生活向上への認識はあ

り、それを実現するための努力が必要である。 

6) 焼畑 

焼畑の負の効果への認識はあり、その意識を継続的に保たせることが重要である。 

7) 植林 

森林保全への意識はあるが、大土地所有者の一部の土地への植林をより推進するため継

続的な意識啓発が必要である。 

8) 灌漑施設の維持管理 

灌漑施設の維持管理の必要性は認識しているが、実際に実行するための合意形成やシス

テムの構築が必要である。 

 

5－3－9 灌漑農業導入に対する展望 

(1) 合意形成の重要性 

簡易灌漑農業の導入に対する住民の要望が高いことは、ベースライン調査の結果からも認めら

れ、インセンティブとしての効果はあるといえる。しかし、導入手順と方法の良否によっては、
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負のインパクトも大きくなることも４年間のプロジェクトの経験から、教訓として学んだ。 

高いプロジェクト効果を求めるならば、導入過程の中では、工事を始める前の合意形成が重要

であり、その段階で意識の醸成に十分時間を費やす必要がある。流域管理活動のためのインセン

ティブであるという性格を考慮すると、灌漑施設の導入のみを優先すべきではない。例えば植林

を始めに試みたり、ワークショップを積み重ねて、参加者全員の意識の醸成や体制整備を確認で

きてから事業を開始することが望ましい。本プロジェクトの簡易灌漑の導入にあたっては、以下

の点に対し留意しつつ、合意形成を実施した。 

 

表 5-12  簡易灌漑農業導入にかかる合意形成にあたっての留意点 

技術面 社会面 

(1) 導入する灌漑規模に見合う水源の確保 

(2) 住民間による参加者や導入農地の調整 

(3) 住民の意向に沿った施設設計 

(4) 栽培作物の市場性の調査やそれに基づく営農

指導 

(1) 住民の組織化 

(2) 流域管理活動にかかる意識の醸成 

(3) 住民の意向に沿った施設設計による高

コスト化 

(4) 労働力の提供、焼畑放棄、リボルビング

ファンド等の合意形成 

 

(2) 工事実施中のメンバーのモチベーションの維持 

事前の合意形成により住民の納得が得られ、事業を進めたとしても工事が長期化すると、住民

のモチベーションの低下が見られる場合がある。以下に、今プロジェクトで実際に起こった例を

教訓としてあげる。 

 

１） 工事に対するさまざまな要求 

事前に合意形成した事項にもかかわらず、実際に作業を開始してからは、農民からはメンバ

ーの変更、農地の変更、食事の提供等、様々な要求がなされた。これは住民との合意形成、参

加意識・オーナーシップの醸成が未成熟にもかかわらず、工事を開始せざるを得なかったこと

に起因している。 

 

<対策> 事前の合意形成に十分時間をかけ、住民の意識・決意を確認し工事を開始すること

が最も重要である。しかし、実施過程において変更を要求されることは起こりうる。

事前に決定したことに対しては、正当な理由無く変更できないこと、決定事項は遵

守しなけらばならないことを繰り返し説明する必要がある。 

 

2) 参加率、作業効率の低下 

灌漑施設の規模拡大に伴い工事の難易度が高まったうえ、経験のない住民による施工の結果、

結果的に多くの修復作業が必要になり、モチベーションの低下につながった。また、やむを得

ず一部の工事に労働者を雇用したが、これにより住民の主体性を損なう場面も見られた。ハリ

ケーンによる中断も重なり、結果的に工事が長期化し、参加率の低下や参加メンバーの偏りが

生じた。 
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<対策> 長期のプロジェクトの場合、工事の終了を確信できず、住民のモチベーションが下

がる事が多々ある。常日頃から、住民とのコミュニケーションを維持し、プロジェ

クトのコンセプトの確認、住民の疑問への対応、問題への対応などに努めることが

重要であり、週一回のワークショップを行った。著しくモチベーションが下がって

いる場合は、住民間の話し合いを促し、参加者間で十分な議論を行った。また、場

合によっては、一定期間工事を止め、彼ら自身が工事再開の意思を示すまで待つ等

の対策を採ることも 1 つの選択肢である。 

 

3) 雇用者への支払い 

メンバー外の労働者を雇用したり、メンバーの一員であるコンクリート工への支払い、メン

バーが所有している馬等に運搬費としての支払いを行ったが、それが原因でメンバーのオーナ

ーシップを損ねたり、住民間の不公平感が生じさせる結果となった。 

 

<対策> 雇用者への支払は、外部専門工のみとすることを原則とし、メンバーの一員が専門

工の場合は、決められた労務提供日以外を支払いの対象とすべきである。また、メ

ンバーが所有している馬等への運搬費は支払はなければ、不公平感を生み出さなか

ったと思われる。運搬用の馬等が準備できない場合は、主体性を持たせるために、

住民自身で工夫させることが重要である。また、雇用労働者は工事の長期化を望む

場合もあるので、日当ではなく出来高制にするなどの考慮も必要である。 

 

(3) プロジェクト実施のフロー 

住民参加型の事業では、住民の意識の醸成、意見の調整、意思決定等に時間を要する場合があ

るので、プロジェクトの進捗管理は目安としてはあるものの、柔軟性を持たせ、必要に応じてよ

り長い期間をかけることも考慮できることが望ましい。工事終了後も継続的に活動を行っていく

上で、数人の参加者のみのモチベーションだけでは持続的な活動が困難になる。メンバー全員が

同じ意識を共有する事が肝要であり、公平な参加を可能とする。 

以下に、教訓を鑑みた導入までのフロー（開始後５年で自立的な灌漑農業と流域管理活動の実

施を目指した場合の参考例）を示す。 
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  図 5-5 簡易灌漑事業のフロー図 

 

5－3－10 簡易灌漑農業技術移転、マニュアル作成 

(1) 技術移転項目 

簡易灌漑農業の導入に際し、最低限必要となる技術や合意形成項目について技術移転を行った。

主項目は次表のとおりである。 

 

表 5-13  簡易灌漑農業の導入に関わる技術移転項目 

 項目 内容 
1 水源／候補農地の特定 ・集落近くの水源の特定と乾期の水量の測定  

・灌漑に適している農地の概定 
2 測量 ・パイプラインルートの特定 

・農地の平面測量の実施と農地の分配 
3 設計1：必要水量の計算 ・営農計画に基づく必要水量の計算 
4 設計2：パイプラインの計画 ・水源から農地へのパイプラインの水理計算 

・弁類の取付け位置、必要施設の設定 
5 設計3：取水・貯水施設の計画 ・取水施設、配水池の計画、設計 

6 設計4：施工計画・工事費の算出 ・資機材の数量計算／工事価格の積算 
・施工計画の策定 

7 施工 ・施工監理・指導の方法／工程管理 
・資材監理の方法 

8 合意形成：設計の概要説明 ・農地配分方法の合意 
・灌漑／配水施設の説明 
・工事計画の説明－工事費・工事方法・スケジュール、労務

提供の確認、資材置場の確認 
 

 

(2) 技術マニュアル 

昨年度までに作成した簡易灌漑農業技術マニュアル案を補足し、マニュアルを完成させた。 

 

Ⅰ段階 
将来的な導入の可能

性説明 

1～2年後 

1年次 住民評価＆導入

地区決定 

Ⅲ段階 
ルール設定＆設

計 Ⅳ段階 
施設導入 

Ⅱ段階 
植林活動／住民の意

欲・事業理解度の検証 

2～3年後 

Ⅴ段階 
営農改善 

Ⅵ段階 
自 立 的 営 農 と

継続的な流域

管理の確立 

5～7年後

住民による施設導

入開始 
住民の自立的

な活動 

ステージ１： 
植林活動と住民の合意形成 

ステージ2： 

灌漑の導入と流域管理活動 

ステージ3： 

自立と流域管

理の継続 
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5－4 植林 

 
5－4－1 植林の目的 

対象地域は、山腹での農地及び放牧地におけるたび重なる火入れにより、森林の回復力が

衰えるとともに、火入れが原因の森林火災が多発し、森林は著しく荒廃し、多くが草地ある

いは潅木地へ変遷し、天然林状態を留めている場所は少ない。森林の荒廃に伴い土壌侵食が

進み、流域全体の水土保全機能は著しく低下している。 
このため植林は重要な課題となっており、流域保全の対策の一つとして、簡易灌漑農業の

導入をインセンティブとすることにより植林を計画し、実施した。 
 

5－4－2 植林計画 

(1) 第 1 年次 
第 1 年次(2006 年)に簡易灌漑農業の導入を決定した 3 村落については、合意形成の過程で参

加住民の植林に対する意向を把握し、植林面積は、簡易灌漑農地面積の約 3 倍とし、灌漑による通

水後 3 年間で植林することに住民は合意した。当初予定では灌漑施設建設に概ね 1 年間を要する

ため植林は第 2 年次(2007 年)から実施する計画となった。 
 

表 5-14  第１年次植林計画 
単位：Tarea 

4月 10月 4月 10月 4月 10月
Latina Pinus O. 236 236
Narano Caoba 64 64
Hibarito Pinus O. 600 150 150 150 150
S-total 900 236 64 150 150 150 150

Pinus O. 252 100 152
Caoba 50 50

Indetermi
nado

Pinus O. 598 148 150 150 150

S-total 900 150 152 148 150 150 150
Gajo de
Auacate

Pinus O. 250 100 150

Indetermi
nado

Pinus O. 350 100 100 100 50

S-total 600 100 150 100 100 100 50

実施者 造林箇所 樹種
面積

(Tarea)
2007 2008 2009

Comité de
Periquito

Comité de
Naranjos

Cana

Comité de
Derrumbado

 
Pinus O.: Pinus occidentalis 
1Tarea=629m2 
 

(2) 第 2 年次 
第 3 年次に簡易灌漑農業を導入する Las Lagunas についても、同様に灌漑面積の 3 倍の面積と

し、灌漑による通水後、3 年間で植林することに住民は合意した。 
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表 5-15  第２年次植林計画 
単位：Tarea 

4月 10月 4月 10月 4月 10月
Comité de
Las
Lagunas

Indetermi
nado

Pinus O. 900 150 150 150 150 150 150

2009 2010 2011
実施者 造林箇所 樹種

面積
(Tarea)

 
 

 

(3) 第 3 年次における計画の見直し 
当初計画では 2007 年から植林を実施することにしていたが、住民との合意形成の結果、灌漑水

が村落に通水してから植林を開始することとなった。Los Periquitos、Los Naranjos、El Derrumbado

の 3 村では 2008 年 7 月 25 日に通水式を行ったので、合意形成に基づけば植林は 2008 年の秋植え

から開始ということになる。 

2008 年は秋からの植林とすると、Los Periquitos150、Los Naranjos150、El Derrumbado100 で、合

計 400 タレアが計画面積となる。 

 
表 5-16  通水後からの植林と計画を修正 

単位：Tarea 

2008 2009 2010 2011 
村落 

9 月 4 月 9 月 4 月 10 月 4 月 10 月 
合計 

Los Periquitos 150 150 150 150 150 150 － 900

Los Naranjos 150 150 150 150 150 150 － 900

El Derrumbado 100 100 100 100 100 100 － 600

Las Lagunas － 150 150 150 150 150 150 900

合計 400 1,100 1,100 700 3,300

 

(4) 第 4 年次 
C/P が実施する植林活動を側面から支援した。 
 

5－4－3 植林結果 

(1) 植林実施面積 

2009 年までの植林結果は次表のとおりである。植林樹種はすべて Pinus. O. (オクシデンタルマ

ツ) である。2009 年までの植林面積は 4 村合計で、3 年間合計で 698 タレア（44ha）である。（1

年目 350 タレア（22ha）、2 年目 238 タレア（15ha）、3 年目 110 タレア(7ha)） 
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表 5-17  2009 年までの植林面積 
単位：Tarea 

2007 2008 2009 
村落 場所 

4 月 9 月 4 月 9 月 4 月 9 月 
合計 

Loma Las 
Banderas 150 － 78 －   Los 

Periquitos 
Total 150 78  228
Aguacate de 
loma 150 50 42 －   Los Naranjos 
Total 200 42  242
El Montazo － － 58 － 25  El 

Derrumbado Total － 58 25 83
Las Lagunas － － 40 20 45 40 Las Lagunas 
Total － 60 85 145

合計 350 238 110 698

 

 

実際の植林面積は 2007 年から 2009 年までで 698 タレアである（実施率 47%）。住民は約束し

た面積を植林する意思を示しており、計画達成まで植林を継続する必要がある。FSF はその指導

を継続する必要がある。 
 

(2) 植林における課題 

・ 植林面積は大きいほど流域保全効果が高いのは当然であり、住民も森林の必要性を認識して

いる結果が植林計画面積に反映されている。また、プロジェクト側は高い目標を掲げ、住民

が能力を最大限に発揮した場合を想定して、3 年間で灌漑面積の 3 倍、即ち毎年灌漑面積と同

等の面積を植林する計画とした。 

・ 住民との合意形成では通水してから植林するとされたが、実際は通水前から植林指導を行い、

その結果、植林を実施することができた。これは非常に評価されるべきことである。 

・ しかし、実態として 1 村 1 年間に 300 タレアの植林は住民参加型で行うには面積的には大き

く、300 タレアの植林は実行されていない。次の事項を克服する必要がある。 

i. 対象地は急峻な山地であり、多くは放牧地として利用されている。それらは私有地であり、

植林を進めるには所有者の許可を得る必要がある。 

ii. 植林は雨期に限られ、秋はハリケーン時期とも重なるため、植林適期を逸せず植林する。 

iii. 雨期は農繁期に当たり、農作業も必要なため植林は土日となる場合が多く、住民の参加を

促す必要がある。 

 

5－4－4 苗木生産計画 

植林は、3m×3m 植えで計画したため苗木数は ha あたり、1,111 本となる。これに ha あたり面

積を乗じた数の苗木を生産する計画とした。実態として、FSF では年間 400 万本を生産する苗畑

を所有しており、毎年ほぼその数の苗木を生産している。従って本プロジェクトで必要とする苗

木も FSF 全体での生産計画に含まれており、供給は容易である。しかし、生産はほとんどがマツ

であり、広葉樹については、他の苗畑から購入しなければならない場合があり、本計画での Caoba

の供給は見送られ、マツのみとなった。広葉樹の場合は種子の入手も困難なこともあり、住民の
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希望に沿った苗木を供給することは今後の課題である。 

 

5－4－5 植林方法及び技術指導 

植林時期が 4 月～5 月、9 月～10 月と限られるため、住民には植林前のワークショップにおい

て、苗木保存の方法、植林方法等について指導し、苗木配布日、植林日等について決定し、植林

を実施した。住民は既に植林経験があり、植林作業はスムーズに行った。ただし、現地が急峻な

山地のため、土壌の固い場所も多く、また秋植えの植林では下刈が必要な場合もあるので丁寧植

えの指導を行った。急峻な山地であり、乾燥が強いため、植え穴をやや深く掘り、丁寧に深植え

とし、秋植時は周囲に雑草が多いため、丁寧に下刈を行ってから植栽することが活着率を上げる

ために重要である。 

 

5－4－6 GIS による管理 

植栽箇所は現地で確認し、GIS にインプットした。また、植林実施後、実際の植林地を確認し、

GIS にインプットし、その後のモニタリングに活用した。 

 

5－4－7 モニタリング 

第 3 年次に植栽 1、2 年後の活着率についてモニタリングを行った。活着率は 1 年後、2 年後と

もに概ね 80％で、良好である。（次表参照）植林直後に枯死するものが多いが、概ね 3 ヵ月後に

活着していれば、その後生存すると見られる。枯死の主な原因は、苗木が小さく根が未発達であ

ること、コンテナ苗のため根系が固まっていること等である。また、植栽箇所が尾根筋の乾燥し

ている箇所であることも原因の一つに挙げられる。雨期に十分な雨量がある年は活着率が良い。

秋植えの場合、周辺の雑草がかなり大きくなっているので、十分に下草刈を行ってから植林する

必要がある。植栽後の降雨期間や雑草の繁茂の状態を考慮すると、春植の方が活着率に好影響を

与える。また、山地斜面が急峻なため表層土壌が侵食され土壌が固い場所では、より丁寧に植え

ることを心がける必要もある。 

 
5－4－8 植林の展望 

プロジェクト対象地域では土地はすべて民有であり、植林が必要な裸地は農地あるいは放牧地

として利用されている。そのため、所有者の許可がないと植林できない。 

このため大面積の植林用地確保は難しい面もあるので、所有者の合意を得やすい農地周辺や放

牧地への小規模な植林も進めることが重要である。これには灌漑メンバーだけでなく、全ての住

民を巻き込み、森林の重要性や農地・放牧地への火入れの放棄などに関する啓発活動が継続的に

必要である。 

FSF では他プロジェクトも含めて対象地全域の村落で植林を推進しており、村落の意向調整、

植林地の事前確認、苗木配布日・植林作業日の調整等の一連の植林促進のシステムを確立してい

るので、流域全体で植林活動が進んでいく可能性は高い。また、国家植林計画 (Plan Nacional : 

Quisqueya verde) による植林も進んでおり、引き続き期待が高い。 

対象 14 村落において、2006 年から 2009 年の期間に、本プロジェクト及び他のプロジェクトを

通じて FSF が行った植林面積は、次表のとおりである。 



 48 
 

ベースライン調査（2006 年）によれば、対象地域の面積 12,272ha の内、森林面積は 1,912ha で

ある。99 ha の植林地が森林に生育すると仮定すると森林は約 5%が増加したことになり上位目標

を達成できることになる。 

しかし、現実には対象地域の森林荒廃は著しく、水土保全機能の低下は依然として深刻で、今

後も継続的に植林を実施する必要がある。 

 

表 5-18  対象 14 村での 2006 年から 2009 年にかけての植林面積 

2006 2007 2008 2009 
No. Comunidades 植林 

面積 
（タレア） 

活着率 
（%） 

植林 
面積 

（タレア）

活着率

（%） 

植林 
面積 

（タレア）

活着率

（%） 

植林 
面積 

（タレア） 

活着率 
（%） 

合計 

1 Los Periquitos  150 80 78 80  228

2 Las Lagunas  60 85 85 N.D 145

3 El Derrumbado  58 90 25 80 83

4 La Siembra  20 80 10 90 30

5 Los Naranjos  200 80 42 80  242

6 El Desecho   

7 El Limón   

8 La Majaguita  193 75 103 80 296

9 Botoncillos   

10 Gajo de Monte  276 85 276

11 El Joval  100 90  100

12 Caña de Castilla  90 85  90

13 
El Chocho Juan 
Luciano 

90 90  90

14 La Meseta   

合 計 90 543 - 448 - 499 1,580

 合計
（ha）

99

 

5－5 森林火災対策及び環境教育 

 
5－5－1 森林保全・森林火災防止への啓発・教育活動の目的 

プロジェクト対象地での森林火災の原因はほとんどが焼畑に起因しており、焼畑からの失火を

予防することが最も重要である。万一火災が起こった場合には、初期消火が効果的であり、村落

住民の参加が必要となる。そのため予防及び消火活動には住民を巻き込むことが必要である。 

このような考えから、灌漑農業組合メンバーによるボランティア消防団を結成し、ワークショ

ップ及び消火訓練を実施した。また、地域住民と関係の深い小中学校を巻き込んだ絵画コンクー

ルなどを展開する手法で森林保全・森林火災防止への啓発・教育活動を実施した。 
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5－5－2 森林火災の分析 

2006 年から 2009 年にかけての対象地域周辺での森林火災の発生数、場所、被害面積は次の表

5-16 のとおりである。原因はすべて農地あるいは放牧地への火入れからの延焼である。 

プロジェクト対象 14 村落では、2006 年には森林火災は起こっていないが、2007 年は 475 タレ

ア（30ha）、2008 年は 100 タレア（6ha）が被害を受けた。 

しかし、これは大きな行政地域を単位として統計に表れた森林火災の面積であり、実態として

は統計に表れない焼畑の放棄が重要事項である。モニタリング調査によれば簡易灌漑農業及びア

グロフォレストリーを導入した約 150 名のほとんどは焼畑を放棄している。今後もプロジェクト

活動を継続して展開することが重要である。 

 
表 5-19  2006 年から 2009 年までの森林火災の発生 

年 山火事数 影響面積 

タレア 

場所 行政地域 プロジェクト 

地域か否か 

200 Los Almidones Guayabal   

300 Los Almidones Guayabal   

2006 3 

250 Monte Doña Guayabal   

500 El Palero Guayabal   

100 La Cruz del Pino Guayabal   

150 Las Lagunas Las Lagunas ○ 

175 Manaclar La Siembra ○ 

150 Manaclar La Siembra ○ 

2007 5 

75 Los Calimetes Guayabal   

300 Loma Vieja Guayabal   

5 Viejo Domingo Guayabal   

100 La Siembra La Siembra ○ 

500 El Puyon Guayabal   

1,000 La Pocilga Guayabal   

150 El Montazo Guayabal   

100 Hoyo Sin Fin Guayabal   

400 El Montazo Guayabal   

2008 9 

5 Los Jibaritos Guayabal   
10 El Recordo Guayabal  
60 El Arroz Guayabal  

100 Los Rodriguez Las Cañitas  

2009 4 

20 La Siembra La Siembra ○ 

出典：環境・自然資源省 Padre Las Casas 環境事務所 

 
5－5－3 住民消防団の結成支援と技術指導 

プロジェクト対象地域の森林火災の消防業務は、Padre Las Casas 市の M.AMBIENTE 環境事務

所が所管している。森林管理署は、森林巡視員を管轄区域内に配置しており、2 月～3 月の山火事

シーズンにはその監視活動を実施しており、火災発生時には環境事務所の指揮の下、森林巡視員

と発生村落のボランティアが消火活動にあたっている。 

 プロジェクトでは、簡易灌漑農業導入に当たって簡易灌漑農業委員会の構成員が、森林消防隊
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の隊員となることが合意されており、第 1 年度は、委員会が組織化された 3 村落（Los Naranjos、

Los Periquitos、El Derrumbado）で森林消防隊が結成された。また、森林消防隊に対する訓練は、

2007 年 2 月下旬に実施した。 

 第 2 年次は 2008 年 1 月に、Las Lagunas を中心にその周辺村の住民約 50 人の参加を得て、森林

火災防止ワークショップ及び訓練を実施した。ワークショップ及び訓練は環境・自然資源省の森

林火災防止担当者を中心に UNDP の支援も得て、テキストを作成し、防火帯の設置方法、消火方

法等の講義及び訓練を行った。参加住民からは十分な理解が得られたとの評価であった。 

第 3 年次は、Las Lagunas の選定された灌漑委員会メンバーが森林消防隊となった。森林火災防

止ワークショップ及び訓練は 8 月下旬及び 9 月下旬に計画したが、いずれもハリケーンの影響で

延期し、10 月下旬に実施した。 

第 4 年次は C/P が行う活動を側面から支援した。 

 
5－5－4 森林火災防止への啓発・教育活動 

 プロジェクト対象地域では、山火事シーズン（2 月～3 月）に森林資源次省の職員が村落を巡回

し、住民を対象とした山火事予防のワークショップを開催している。プロジェクトが実施する啓

発・教育活動は、森林資源次省の活動と重複しないよう、村落内の小学生を対象に「植林」、「山

火事予防」のポスターコンクールを開催し、絵画の展示、表彰を通して父兄、村落住民、児童の

啓発を行う手法で実施した。 

第 1 年次は Los Periquitos、Los Naranjos、El Derrumbado の 3 小学校を対象に 2007 年 2 月に実施

し、表彰された小学生に自信を与えるとともに、多くの児童、保護者、教師などにインパクトを

もたらした。第 2 年次は 2008 年 1 月～2 月にかけて、Las Lagunas 及び Caña de Castilla の小学校

の 3 年生～8 年生（合計 160 名）を対象に実施した。優秀作品を 24 点選定し、各小学校に展示し

た。 

第 3 年次は La Siemba と La Meseta の小学校を対象に 2008 年 9 月～11 月にかけて実施した。 

第 4 年次は C/P が行う活動を側面から支援した。 

 

5－5－5 森林保全・森林火災防止への啓発・教育活動の継続の可能性 

環境・自然資源省は、毎年各地で森林火災防止ワークショップ及び訓練を数日間かけて実施し

ている。プロジェクト対象地域の住民も多くが参加し、役立ったと語るとともに感謝の意を表し

ている。このようにこの活動のインパクトは大きく、森林火災防止に役立っており、今後も継続

される予定である。 
一方、小学生を対象とした環境教育及び絵画コンクールも定着し、毎年巡回的に各小学校で実

施されていくことが期待される。 
 
5－6 スタディツアー 

毎年１回、各村から灌漑組合及びアグロフォレストリー参加住民の中から30名程度の代表

者を選定し、スタディツアーを行った。第1年次、第2年次は、灌漑農業先進地のSan Jose de Ocoa
で活動するADESJOを研修先とし、主に簡易灌漑農業技術を中心とした視察、講義、意見交換

を行った。第3年次はSan JuanのValle Jueloで活動する教会ミッショングループのCentro de 
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formación semilla de vida (生活の種形成センター)にて同様な研修を行った。同研修では、技術

とともに住民の自立心の重要性やそのための手法を学ぶことを主な目的とした。いずれのス

タディツアー・研修も住民に強いインパクトを与えるとともに、村落住民間の交流にも役立

った。 
第4年次も同センターにて将来を担う組合メンバーの子女を対象に、青年発展ワークショッ

プを実施した。 

 
5－7 環境教育 

簡易灌漑を導入した４村および他の資金で灌漑システムを導入中の La Siembra の青年を対

象にアグロエコ・キャンプを実施した。このキャンプは、新しい活力と考え方を持った青年

層を巻き込むことにより、プロジェクト活動の活性化、持続性の確保、地域の環境意識の向

上を目的に行った。 
キャンプでは、農薬による環境汚染の講義、グループディスカッション（ゴミ、水、土壌

をテーマに現地での実験と組み合わせて実施）、環境をテーマにした映画鑑賞・絵画コンクー

ル・寸劇、Las Lagunas の灌漑システムの視察等、様々なアクティビティを行った。 
なお、キャンプは、Padre Las Casasの地元の若者が主宰するキャンプアソシエーション（ア

カンパール）と協力して企画・実施した。 

 
5－8 リボルビングファンド 

 
5－8－1 リボルビングファンドの対象と目的 

本プロジェクトにおいては、簡易灌漑施設の資機材費及びアグロフォレストリー・デモファー

ムの果樹苗木に対してリボルビングファンドを適用し、裨益住民は支援された資金を返済するこ

ととしている。リボルビングファンドには次の３っつの効果を期待している。 
(1) 簡易灌漑農業導入に係る資材の経費及びアグロフォレストリー普及用の苗木代をリボル

ビングファンドで回収し、それを原資に他村や他の住民へ活動を拡大することにより、

プロジェクトの持続性を確保する。 
(2) リボルビングファンドを導入することにより、住民の責任感、支援に対する価値観及び

オーナーシップが高まる。 
(3) 住民がリボルビングファンドを返済するためには、技術面や営農面での指導というプロ

ジェクトからのフォローが重要になり、支援側であるカウンターパートの責任感も増す。 
 

5－8－2 アグロフォレストリーのリボルビングファンド 

(1) リボルビングファンドの合意 

デモファームでは、果樹の植栽が多く採用されているが、参加住民は果樹の苗木代を FSF に返

済することで合意している。 
 

(2) 返済金額 

果樹の苗木代は 1 本 20 ペソで、10 タレアの場合、6ｍ×6m で植栽すると 176 本となり、返済金
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額は約 3,500 ペソとなる。一農家あたり概ね 10 タレア分の苗木を配布したが、デモファームによ

り本数は若干異なる。 

 

(3) 返済方法 

果樹配布日から半年以内に、元金の 30％を支払う。返済期間は 2 年間で、残金は、6 ヵ月毎の

4 回払いとする。1 回目は無利子であるが、2 回目からは、年率 24％の利子をつける。 

例えば、1,000 ペソを返済する場合、 

契約時に 300 ペソ、残りを、6 ヵ月毎に、それぞれ 175 ペソ、217 ペソ、217 ペソ、217 ペ

ソ支払うことになる。 

 
(4) 返済状況 

金額が小額であったため、大部分の住民が半年以内にほぼ返済した。一部返済されていない分

もあるが、2 年以内には完済される見通しである。 

 
5－8－3 灌漑のリボルビングファンド 

(1) リボルビングファンドの合意 

合意形成の段階で、参加住民は簡易灌漑施設の資機材費をリボルビングファンドとして返済す

ることに合意した。 
 

(2) 条件 

FSF のリボルビングファンド担当 C/P とともに条件案を検討した。その結果を基に FSF の上層

部で更に検討した結果、住民の生活レベルや返済能力を考慮し、当初案よりも更に住民が返済し

易い以下の条件を決定した。2008 年 7 月から各村でワークショップを開催し、住民への説明を行

った結果、この条件で合意された。 

 
表 5-20  リボルビングファンドの条件 

条件 
返済するもの 灌漑用資材、営農資材、耕作用牛資材、果樹用苗木 
開始 2008 年 9 月 30 日（Los Naranjos は 2009 年 9 月 30 日） 
据え置き期間 2 年 

Los Naranjos 7 年 
Los Periquitos 7 年 

El Derrumbado 4 年 

返済期間 

Las Lagunas 7 年 
利子 年７％単利 
その他 据え置き期間中に返済した場合には、その分の利子はつかない。残

金について利子がつく。 
3 年目から返済が始まるが、利子はその時の残金について付く。 
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(3) 返済額 

 

表 5-21  返済額の概算 

共有部 分岐後 共有部 分岐後 配水管
スプリンク

ラー等 村落の総額

Los Naranjos* 6インチ

2,000m
300 タレア
5,200ｍ

タンク1.5箇所
減圧水槽4箇所

1,008,446 744,786 294,420 921,813 212,884 3,182,349

Los Periquito* 4インチ

260m
260タレア
7,500m

タンク1.5箇所
減圧水槽4箇所

1,008,446 70,000 467,170 942,811 141,837 2,630,264

Derrumbado 4インチ

1,800m -
260タレア
6,000m

タンク2箇所 396,365 - 86,668 876,680 65,182 1,424,895

Las Lagunas 200m -
300 タレア
8,040m

タンク１箇所
減圧水槽4箇所

650,000 2,100,000 40,000 2,790,000

合計 2,413,258 814,786 1,498,258 4,841,304 459,903 10,027,508

リボルビングファ
ンド圃場内

タンク等
送水管

工事費（資材費のみ）→リボルビングファンドへ

6インチ

6,000m

タンク等
村落名 送水管

圃場内灌漑施
設

工事数量

 

村落の総額 1人当り総額目安 年間返済額目安

Los Naranjos 30 3,182,349 150,000 3,332,349 111,078 15,868

Los Periquito 30 2,630,264 150,000 2,780,264 92,675 13,239

Derrumbado 32 1,424,895 160,000 1,584,895 49,528 12,382

Las Lagunas 35 2,790,000 175,000 2,965,000 84,714 12,102

リボルビングファンド(資材のみ）
村落 工事資材費 営農資材ﾒﾝﾊﾞｰ数

 
注）各参加住民の返済額は、灌漑農地面積に比例配分して算出する。 

 
5－9 モニタリング 

 
5－9－1 モニタリングの目的と方針 

モニタリングは、活動の実施状況を把握し、計画が予定どおり行われていない場合には、その

阻害要因は何かを明らかにし、プロジェクト目標を達成するために必要な計画の修正を行うこと

を目的とした。 

本プロジェクトにおいては、(1)日本人専門家の派遣期間が限られていること、(2)プロジェクト

期間が３年間と短いこと、(3)カウンターパートが他のプロジェクトとの兼任であること等を考慮

し、モニタリングが大きな負担にならないよう、出来るだけプロジェクトの通常業務の中で行え

るように配慮した。また、モニタリングの実施体制をカウンターパートと共に考えることも OJT

の一環として行った。 

なおモニタリングは、「プロジェクト運営」と「PDM に記されている活動」について実施した。 
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5－9－2 プロジェクト運営に関するモニタリング 

業務は、計画→実施→モニタリング・評価→フィードバックという形で実施されていく。モニ

タリングは、通常プロジェクト内部で実施し、実施体制の強化も含めて自律的なプロジェクト運

営の改善に生かした。 

FSF の中では、年間計画策定会議、3 ヶ月ごとの定期モニタリング会議及び計画会議、及び毎

週の計画策定会議があり、これらを本プロジェクトでも有効に活用した。 

年間計画策定は、FSF の内部会議で本プロジェクトの計画と他プロジェクトの計画を合わせ、

人員、予算等を決定している。 

3 ヶ月ごとの定期モニタリング会議は、本プロジェクト及び FSF が行っている他のプロジェク

トも含めて進捗状況を報告し、問題点があれはそれを明らかにし、解決策を検討し、必要な計画

の修正を行う会議である。 

3 ヶ月計画会議は同様に本プロジェクト及び FSF が行っている他のプロジェクトも含めて今後

の 3 ヶ月の計画をそれぞれの担当者が発表し、実態に適合したものに修正する会議である。 

本プロジェクトでは各担当が計画を作成し、それを社会開発担当者が集計し、全員の活動を一

覧表に整理し、進行度を％で示し、モニタリングしている。 

毎週の計画策定会議は、先週までの問題点があれはそれを明らかにし、解決策を検討し、必要

な計画の修正を行い、次週の計画を策定する会議である。この会議の結果に基づき、各担当者は

次週の計画を文書にて作成し、掲示板に貼り、各自の活動を共有している。 

このほか、第２年次に内部中間評価を行い、プロジェクトの軌道修正に活かした。 

 
5－9－3 活動のモニタリング 

(1) C/P が実施する活動や住民への技術指導 

本プロジェクトの場合、PDM に記されている活動の中で、定期的にモニタリングが必要なのは、

(i)簡易灌漑農業についての技術指導、(ii) アグロフォレストリーにかかる技術指導、(iii) 植林に

かかる技術指導及び(iv) 住民の森林火災消防団への技術指導、である。 

しかし、各担当レベルでは、技術指導ごとに計画及び記録を残すことが難しかった。ワークシ

ョップ記録などは残されてはいるが、その作成は遅れがちであった。カウンターパートも業務が

多忙であり、毎日のように現場の村を訪問し指導を行っており、ノートに記録をつけるのが精一

杯で、それを整理し、デジタル化するには時間が必要である。従って、現状では 3 ヶ月の計画に

沿って指導し、3 ヶ月ごとにレポートを提出している。 
これらの技術指導に関しては、計画及び記録フォーマットを作成し、各担当者が技術指導計画

を作成するとともに、技術指導を行った際に、技術指導記録を作成することにより、指導の時期

（適切な時期に行われたか）、指導回数、指導内容・方法、住民の反応・理解度などを効率的にモ

ニタリングするシステムの定着を図っている。 

 
(2)  第 4 年次における合同モニタリング 

毎月一回、JICA、M.AMBIENTE、FSF の合同モニタリングを実施した。合同モニタリングでは、

活動の進捗状況の確認、活動現場の視察、今後の課題等の意見交換を行った。 



 55 
 

 
(3)  簡易灌漑農業施設の設置のモニタリング 

PDM の活動の中では、本プロジェクトの中で最も業務量が多く、カウンターパートの能力向上

が必要な簡易灌漑農業施設の設置については明確に記されていないが、重要なものであった。簡

易灌漑農業施設の設置に関しては、村落住民との合意形成プロセス（参加住民の選定、灌漑農民

組織の設立、組織規約の作成、労務提供の合意、リボルビングファンドに関する合意など）、参加

住民の設置工事への労務提供状況、工事の進捗状況、資材管理などのモニタリングを行う必要が

あった。 

しかし、灌漑工事に関しては、これらのモニタリングが十分でない場合もあった。これは人材

の不足が主な原因であるが、システム化することにより効率的にモニタリングを行う必要がある。

これらは今後、FSF が他村へ簡易灌漑施設を設置する際の課題である。 

 
5－9－4 成果のモニタリング 

成果１については、開発調査報告書及び本プロジェクトの第一年次に作成した業務進捗報告書

（第１号）に記されているとおりで、既に実施された。 

成果２～４については、PDM に具体的な数字あるいは、作成される成果品が示されているの

でこれらをモニタリングした。成果のうち数値で示してあるものは、プロジェクト終了までに達

成することを目標とし、毎年次モニタリングし、その達成度を確認し、達していない場合には、

対応策を検討した。 

また、プロジェクト終了時にあたり、FSF の支援に対する住民の意識、簡易灌漑農業及びアグ

ロフォレストリーについてモニタリングを行った。これについては各項目ごとにその結果を示し

た（5-2-7、5-3-6、6-4 参照）。 

 
5－9－5 モニタリング実施体制 

上述のモニタリングを実施するにあたっては、次のようなシステムで行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-6 モニタリング実施体制図 

植林担当 
・ 植林技術指導

計画及び記録 
・ 植林面積 
・ 苗木本数 
・ GPS / GIS によ

る植林地管理
簿 

社会開発担当 
・ 簡易灌漑農業に

かかる合意形成
プロセス 

・ 農業所得の向上 
・ 焼畑を行う農家

数 

ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ担当 
・ ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ技術指導

計画及び記録 
・ ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝﾌｧｰﾑのﾓﾆ

ﾀﾘﾝｸﾞ 
・ ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ面積 
・ 技術マニュアル 
・ 果樹苗木本数 

森林火災担当 
・ 森林火災に関す

る技術指導計画
及び記録 

・ 住民消防団数 
・ 森林火災発生件

数 

収集者 

 
社会開発担当 集約者 

判断者 JICA プロジェクト・リーダー 
スール・フツーロ財団プロジェクト・コーディネータ

ー

簡易灌漑農業担当 
・ 簡易灌漑施設の

設置 
・ 灌漑農業に関す

る技術指導計画
及び記録 

・ 技術マニュアル 
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5－10 技術移転 

 
5－10－1 技術移転計画 

本プロジェクトは、FSF 及び環境・自然資源省の関係職員の流域管理に関係する活動、すなわ

ち、簡易灌漑農業、アグロフォレストリー、植林、森林火災防止活動等の活動を通じて、技術力

と事業運営能力の向上を目的として実施したものであり、日本人専門家は同職員に対して能力向

上と自立発展を図るために、分野別に技術移転を行った。 

技術移転計画の主な内容は、CD（Capacity Development）視点を踏まえた流域管理に係る OJT (On 

the Job Training) が中心であるが、カウンターパートが地域住民の能力向上を行う TOT (Training of 

Trainers) についても配慮した。 

表 5-22 に分野別技術移転計画を示したが、これはプロジェクト開始時に、日本人専門家とカウ

ンターパートとが協働で作成したものである。これを基に年次ごとに技術移転の成果を CD シー

トにより評価し、その結果をプロジェクト活動改善に活用した。 
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表 5-22  分野別技術移転計画 

注）上記分野で、GIS 以外は、住民の合意形成を含む参加型手法についても技術移転を行う。 

分 野 主な内容 方 法 時 期 目標技術レベル 
流域管理 1. 流域管理の基本方針 

2. 流域管理技術 
3. 造林計画・造林技術 

1. 流域管理事業に係る OJT の実施 
2. C/P が実施する各種ワークショップ

の開催 
3. 事業実施に係るモニタリング、評価

1. プロジェクト実施期間中(2006.5～
2009.3) 

2. 合同調整委員会、プロジェクト実施
委員会、ワークショップの開催時期

3. モニタリング・評価の実施時期 

1. 国家政策との整合性、森林資源の持続的管理、社会ニーズとの整
合性、環境への配慮等を踏まえて流域管理の基本方針を樹立でき
る。 

2. 関連する法律に則った流域管理計画策定、関連手続き、事業の実
施ができる。 

3. 土地利用ポテンシャルに基づき適切な土地利用を実現するため
の方策を樹立できる。 

4. 森林の造成・管理を計画・実施するための技術を有する。 
 

森林火災 1. 消防団の結成 
2. 消火体制の強化 
3. 消防団への技術指導 
4. 森林火災の普及・啓発 

1. 森林火災対策事業に係る OJT の実
施 

2. C/P が実施する各種ワークショップ
の開催 

3. 事業実施に係るモニタリング、評価

1. プロジェクト実施期間中(2006.5～
2009.3) 

2. 合同調整委員会、プロジェクト実施
委員会、ワークショップの開催時期

3. モニタリング・評価の実施時期 
 

住民参加による有効な森林火災対策（予防及び消火）を支援すること
ができる。 

 住民の組織化・ネットワーク化支援 
 住民への技術指導 
 啓発活動の支援等 

アグロフォ
レストリー 

1. 活動計画の作成 
2. デモンストレーショ

ン・ファームの設置 
3. アグロフォレストリー

技術指導 
4. マニュアルの作成方法 

1. アグロフォレストリー事業に係る
OJT の実施 

2. C/P が実施する各種ワークショップ
の開催 

3. 事業実施に係るモニタリング、評価

1. プロジェクト実施期間中(2006.5～
2009.3) 

2. 合同調整委員会、プロジェクト実施
委員会、ワークショップの開催時期

3. モニタリング・評価の実施時期 

自然条件や社会経済条件に合ったアグロフォレストリーを指導する
ことができる。 

 自然条件、社会経済条件に合ったアグロフォレストリーモデルの
提案 

 デモンストレーション・ファームの設定・管理・モニタリングの
指導 

 アグロフォレストリー技術の指導 

参加型開発 1. PCM 手法 
2. キーインフォーマント

インタビューの手法 
3. ワークショップ実施手

法 
4. モニタリング・評価手法 

1. 各種事業に係る OJT の実施、C/P が
実施する各種ワークショップの開
催 

2. 事業実施に係るモニタリング、評価

1. プロジェクト実施期間中(2006.5～
2009.3) 

2. 合同調整委員会、プロジェクト実施
委員会、ワークショップの開催時期

3. モニタリング・評価の実施時期 

参加型流域管理を計画し、実施することができる。 
 参加型流域管理のプロセスの立案 
 参加型計画立案ワークショップの実施 
 住民の組織強化支援 
 住民参加による活動の支援 
 参加型モニタリングの指導 

 
灌漑農業 1. 対象地の選定手法 

2. 簡易施設のモデル設計 
3. 営農指導 
4. マニュアルの作成 

1. 簡易灌漑農業事業に係る OJT の実
施 

2. C/P が実施する各種ワークショップ
の開催 

3. 事業実施に係るモニタリング、評価

1. プロジェクト実施期間中(2006.5～
2009.3) 

2. 合同調整委員会、プロジェクト実施
委員会、ワークショップの開催時期

3. モニタリング・評価の実施時期 

簡易灌漑農業ポテンシャルの高い箇所を特定し、簡易灌漑施設の整備
及び営農にかかる指導を行うことができる。 

 水源の状況、地形、社会経済条件などに基づく簡易灌漑農業ポテ
ンシャルの高い地域の特定 

 簡易灌漑施設の計画・設計・施工 
 簡易灌漑農業の営農技術の指導 
 インセンティブ・グループの組織化支援 

 
GIS 1. GPS の造林計画におけ

る利用方法 
2. GIS への入力、出力方法 
3. マニュアルの作成 

造林地GIS/GPS利用を通じたOJTの実
施 

プロジェクト実施期間中(2006.11) 
 
 

GIS を活用して植林地を管理できる。 
 GPS で観測した位置の GIS への取り込み 
 GIS の属性データの調査・入力 
 GIS 機能を使った植林地の管理・モニタリング 
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5－10－2 技術移転結果 

(1) C/P の実行体制 

 プロジェクト実施の最終段階における FSF の実行体制は図 5-6 のとおりである。森林火災関係

は、FSF の JICA プロジェクトコーディネータと連携の下、環境・自然資源省の Padre Las Casas

環境事務所が受け持っている。 

 

その他のプロジェクト

GEFプロジェクト教育関係 JICAプロジェクト

アグロフォ
レストリー
部門

灌漑部門 植林部門 社会部門
GIS部門 GEFプロジェクト

活動部門

GEFプロジェクト
コーディネータ

教育部門
コーディネータ

村落開発
部門

教育・文化活
動部門

PALOMINO
プロジェクト

KELLOG
プロジェクト

小規模発電
プロジェクト

苗畑管理

経理

マイクトクレジット部門

Padre Las Casas　事務所長
（JICAプロジェクトコーディネータ）
(流域管理の統括）

Santo Domingo 本部

管理評議会(Consejo Directivo)

 

図 5-7  FSF のプロジェクト実施体制 

 
 
(2) FSF の立場 

FSF は NGO であるため、政府機関あるいはドナー機関等からプロジェクト等の委託契約を受

け、その資金を中心とし、寄付金等も活用して運営している。そのため JICA プロジェクトの

C/P 経費に充当する特定財源はなく、FSF 運営の中で割り当て、独自で拠出している。その面か

ら、政府職員が C/P となる場合のプロジェクトとは異なり、専任の C/P を配置することは難し

く、C/P は他のプロジェクトとの兼任で本プロジェクトを実行する形となっている。 

しかし、FSF が目的としているのはサバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的流域管理であり、

その意味ではどのプロジェクトも大きくは同一の目的を持ち、一体的に目的達成に向けて実行

されている。 

また、本プロジェクト実行上必要な分野の技術者を FSF 内で配置できない場合には、JICA 側

が外部リソースを雇用した。 
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(3) C/D シートによる評価 

本プロジェクトでは CD シートを用いて、カウンターパートの能力を客観的に把握し、CD の達

成状況を把握するよう努めた。CD シートとは本プロジェクトの実施に必要なカウンターパートの

能力をリストアップし、その能力が「知識」、「技能」及び「態度」のどれにあたるのかを示し、

それぞれについての評点（A～C）を付けるものである（巻末資料 12 参照）。 

CD シートによる評価は第 1 年次開始時、第 2 年次中間時、第 3 年次終了時と 3 回行った。CD

シートによる第 1 次の評点は、全能力が「A ランク」の場合を 100%とすると、67%であった。第

2 年次の評価では 83%、第 3 年次には 94％に上昇した。 

なお、PDM においてプロジェクト目標は、「能力がプロジェクト開始時と比較して 20％以上向

上する。」と設定されたので、プロジェクト開始時の 67％に対し、終了時には 94％は 27％向上し、

成果は達成されたと言える。3 年間の変化を各項目ごとに取りまとめ、次表 5-20 に示し、CD 評

価の結果を後述する。 

表 5-23  CD シートによる得点の変化 

知識；K 技能；S 心構え；A 
業務のカテゴリー 
  

2006
年 

2007
年 

2008
年 

2006
年 

2007
年 

2008
年 

2006
年 

2007
年 

2008
年 

備考（どのように変化

したか、また変化した

と考えられる要因等）

1. 組織の能力                     

1.1 リーダーシップ － － － － － － B B A 部下への指導力向上 
1.2 意思決定メカニズム 

－ － － － － － B A A 

P/C（プロジェクトコ

ーディネーター）を中

心にしたメカニズムが

向上 
1.3 コミュニケーション 

－ － － － － － B B A 
定例会議によりｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ向上 
1.4 貢献意欲 

－ － － － － － B B A 

業務を改善しようとす

る意欲の面で向上の余

地有り 
1.5 プロジェクトの運営 

B B A B B A B B A 

FSF は能力向上。住民

参加型の工事の施工監

理システム改善の余地

有り。 
1.6 組織の体制 

－ － － － － － B B B 

プロジェクト全体の運

営能力は向上。農業指

導部門の強化必要。 
2. 参加型流域管理                     
2.1 参加型流域管理のプロセ

ス B A A B B A B A A 
元来の高い能力が更に

向上。 
2.2 参加型ワークショップの

実施            
2.2.1 ワークショップの計画 

B B A B A A － － － 
ﾆｰｽﾞやﾚﾍﾞﾙに合わせた

計画策定能力向上 
2.2.2 ファシリテーション能

力 A A A B A A A A A 
柔軟にファッシリテー

ションが可能。 
2.2.3 情報の整理 

B B A C B B C B B 
整理能力向上は今後の

課題。 
2.3 参加型活動の支援 

A A A B A A A A A 

住民支援意欲が高ま

り、問題解決を働きか

ける能力も向上。 
2.4 灌漑農業グループへの支

援            
2.4.1 合意形成の支援 

A A A B A A B A A 
C/P 自身で住民集会を

開催している。 
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知識；K 技能；S 心構え；A 
業務のカテゴリー 
  

2006
年 

2007
年 

2008
年 

2006
年 

2007
年 

2008
年 

2006
年 

2007
年 

2008
年 

備考（どのように変化

したか、また変化した

と考えられる要因等）

2.4.2 灌漑農業組合の規約の

策定を支援することができ

る。 B B A B A A B A A 

C/P 主体で規約策定の

支援を実施している。

2.4.3 組織強化を支援するこ

とができる。 B B A B A A B A A 
C/P 自身で住民集会を

開催している。 
3. 植林、森林管理                     
3.1 植林計画の作成             
3.1.1 樹種の選定 

B A A B A A － － － 

社会的ニーズを配慮し

た樹種選択能力を備え

た。 
3.1.2 植林に関する事業計画

B A A B A A － － － 

一連の植林計画を有機

的に連携して考えられ

る。土地所有を考慮し

て実行可能な計画作成

が必要。 
3.2 苗木生産計画の作成 

A A A B B B － － － 

自然条件、住民ニーズ

に基づき樹種を選定

し、計画することが必

要。 
3.3 植林の実施 

A A A B A A － － － 
住民植林の支援の能力

を備えた。 
3.4 保育計画の作成・実施 

A A A B B B － － － 
実施はまだだが、計画

作成能力は備えた。 
4．森林火災                     

4.1 森林消防団の育成 B A A B B A B A A 
プロジェクト 1 年目で

経験し、能力を備えた。

4.2 消防団の訓練 B A A B A A B A A 同上 
4.3 森林火災防止の啓発 

A A A B A A A A A 
啓発教材は年々進歩し

ている。 
5. 簡易灌漑農業の導入                     
5.1 簡易灌漑農業の導入ポテ

ンシャルの高い地区の調査・

特定 
C B A C B B － － － 

JICA 外の灌漑プロジ

ェクトでサイトを特定

できるようなってい

る。 
5.2 基本方針の作成 

B B A C B A B A A 

方針を理解し、他プロ

ジェクトにて応用でき

るようになった 
5.3 水理計算、設計 

C B B C B B － － － 

基本は理解している

が、詳細設計の実施に

は至っていない（C/P
の変更があったため）

5.4 簡易灌漑施設の施設・施

工 
C B A C B A － － － 

専門家や庸人が不在で

も施工は実施できてい

る。 
5.5 簡易灌漑施設のオペレー

ション、維持管理 
C B B C B B － － － 

維持管理計画を立て、

集落に指導を始めてい

る。 
5.6 簡易灌漑農業の指導 

B B B C B B － － － 

営農指導計画を立て、

実施し始めている。よ

りきめ細かい指導のた

めには専任の C/P が必

要である。 
5.7 リボルビングファンドの

適用 

C B A － － － － － － 

返済計画の立案が可能

で、説明も実施した(3
村）。回収が課題であ

る。 
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知識；K 技能；S 心構え；A 
業務のカテゴリー 
  

2006
年 

2007
年 

2008
年 

2006
年 

2007
年 

2008
年 

2006
年 

2007
年 

2008
年 

備考（どのように変化

したか、また変化した

と考えられる要因等）

6. アグロフォレストリーの

導入 
                    

6.1 アグロフォレストリーの

計画 

A A A B B B － － － 

応用技術も備えたが、

より幅広い実践的技能

が必要。 
6.2 デモンストレーション・

ファームの設置 

B A A B B B B B A 

デモファームの設定能

力は高い。管理能力も

高いが巡回する時間が

十分に取れない。 
6.3 アグロフォレストリーの

指導 

A A A B B A B B A 

指導能力は高いが巡回

する時間が十分に取れ

ない。 
6.4 モニタリングの実施 

B B A B B A － － － 

知識は十分にあり、計

画できるが、実施に十

分な時間が取れない。

データの信頼性、整合

性に配慮する必要あ

り。 
7. GIS の活用                     
7.1 GPS の活用 

B B A B B A － － － 

GPS 情報を GIS に組

み込む能力は十分に備

えている。 
7.2 属性データの調査 

A A A A A A － － － 

植林地の属性データを

扱う能力は十分に備え

ている。 
7.3 GIS の活用 

B B A B B A － － － 

植林地の管理に GIS の

機能を活用する能力は

十分に備えている。 

 
第 1年次 

(2006) 67.1% 

第 2 年次 

(2007) 82.9% 

第 3 年次 

(2008) 94.2% 

(集計方法） 

A;3 点, B;2 点, C;1 点 

[CD の得点(%)]=[(A の数)×3+(B の数)×2+(C の数)]/240×100 

*240:最高得点 

 

1) 組織の能力 

組織のリーダーシップ、意思決定メカニズム、コミュニケーションもレベルは高い。3 ヶ月

ごとの進捗管理の会議、毎週の計画策定会議、その他必要に応じて多くの会議が運営され、情

報の共有化、業務改善、問題解決を図っている。 

また、C/P の全員は、多くの業務をかかえている中で、非常に良く活動している。しかし、

業務が多忙で、準備作業や活動結果の取りまとめなどに時間が十分に取れない状況も散見され

る。そのために、やり直し作業が発生し、結果的により多くの活動を要する状況に陥る場合も

ある。準備が十分であれば、やり直し作業も減り、結果をしっかり取りまとめれば次の活動に

生かせる。この点が改善されれば、組織の能力は更に向上する。 

 

2) 参加型流域管理 

効果的な住民参加型流域管理プロジェクトのプロセスに則り計画を作成する知識、技能、心
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構えとも高い能力を持っている。本プロジェクトの経験で、それらは更に向上したと思われる。

ワークショップの計画やファッシリテーションの能力も高い。ただし、結果についての取りま

とめは遅れがちで、ワークショップ終了後、迅速に結果を正確かつわかりやすく整理し、活動

へのフィードバックや住民への説明に生かす努力をすれば、能力は更に向上する。 

 

3) 植林・森林管理 

机上での植林、苗木生産、保育計画を策定する知識、技能は高い。しかし、計画どおり植林

は進まないこともある。現地の実態や住民の植林実施能力を把握する能力を向上させることに

より、実態に適応した計画作りが可能になる。現地実態把握が困難なのは、対象地はすべて民

有地であること、植林候補地が急峻な遠隔地に位置する等の理由にも起因している。例えば、

ワークショップ等で住民から植林する合意が得られても、実態は植林困難な急斜面や石礫地で

あったり、小面積だったりする場合もある。また、植林作業への住民の十分な参加が得られな

い、住民ニーズに合った樹種の種子・苗木が入手困難であるなどの課題もある。 

急峻な山地を歩き回ることは困難がつきまとうが、事前に現地の土地の実態を把握し、植林

作業にも参加し住民の参加や技術の実態を把握することが重要である。また、種子・苗木の入

手見込み等を早い段階で行えば、より現実に即した計画策定が可能になる。 

 

4) 森林火災 

プロジェクトで灌漑施設を導入した４村落ではすべて森林消防団を結成し、十分な訓練を行

っており、組織化や訓練を行う能力は高い。また、将来を担う小中学生への環境教育の手法も

確立し、ファシリテーションの能力は高い。更に、環境・自然資源省では、毎年、各地で数日

間の山火事防止ワークショップ及び訓練を行っており、対象村落の代表が参加し、大きな成果

を得ている。消防団の育成、訓練及び森林火災防止への啓発活動に対する能力は非常に高い。 

 

5) 簡易灌漑農業の導入 

簡易灌漑農業の導入に関しては、第 1 年次、第 2 年次とも C/P の交代があったほか、一時空

席の時期もあり、技術移転は十分でなかった。しかし、2 年次半ばから配置された C/P は灌漑

施設に関する実践的な知識・経験を有しており、灌漑施設の施工監理、オペレーション、維持

管理などにかかる能力は非常に高い。ただし、資材管理、モニタリング実施等は更なる努力が

必要で、今後経験を積むことにより、これらの能力の向上が期待される。 

また、理論的な水理計算や設計は、現在の C/ P が学ぶかこの分野の専門的知識、経験を持っ

た技術者が必要である。 

今後、灌漑水を用いての農業経営が始まり、プロジェクトは次のステップへと進むこととな

る。営農指導はリボルビングファンドが機能するためのキーとなる活動であり、むしろこれか

らが灌漑農業の本当の始まりと言っても良く、この分野を担当できる経験、技術を持った技術

者が必要である。 

リボルビングファンドに関しては、FSF のマイクロクレジット部門が担当しており、マイク

ロクレジットの経験が十分に生かされており、住民への説明能力、回収能力は高い。 
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6) アグロフォレストリーの導入 

本部門の C/P は 2 名配置されている。これは、FSF が当地域を管理するのに、2 つのゾーン

に分けているためである。担当 C/P はアグロフォレストリーのみならず、灌漑農業の指導も担

っており、総合的な農業指導を行っている。 

C/P の知識は十分であるが、アグロフォレストリーの技術は多様であり、現地に適合した技

術を適用するには、多様な経験が必要である。今後、経験を積むことにより、技術の幅は更に

広がるものと期待される。 

また、アグロフォレストリーを普及する能力も高いが、他のプロジェクトも含めて担当業務

が多く、普及にはそれ相応の体制強化が望まれる。 

 

7) GIS の活用 

GIS 担当者は、位置情報や植林地データのインプット、検索やオーバーレイ等の GIS の機能

を使いこなしており能力は高い。ただし、植林地を適切に管理するためには植林担当 C/P との

連携強化が望まれる。 
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6 プロジェクト全体の活動成果の評価 

本プロジェクトの目標は、「プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）」に示されたとお

り、「スール・フトゥーロ財団及び環境・自然資源省Padre Las Casas森林管理事務所（現環境事務

所）の関係職員の流域管理に関する技術とプロジェクトを運営する能力が向上する。」ことである。

この目標を達成するため、PDMでは成果及び様々な活動が設定されているが、要約すると以下の

とおりである。 

 

6－1 成果 

PDMに記載されている成果の指標と関連する活動は、次のとおりである。 

 
表 6-1  PDM の成果の指標と関連する活動 

No. PDM の成果の指標 関連する活動 
1. 対象村落の自然環境や社会経済状況に関する報告書が作成され

る。 
情報の整理 

2-1. 簡易灌漑農業を導入したコミュニティで森林面積が 110ha 以上

増加する。 
簡易灌漑農業 

2-2. 焼畑を行う農家の数が 150 戸以上減少する。 簡易灌漑農業 
アグロフォレストリー 

2-3. アグロフォレストリーが 50ha 以上実施される。 アグロフォレストリー 
2-4. 既存のアグロフォレストリー技術マニュアルが改定される。 アグロフォレストリー 
3-1. 造林計画に基づき造林が 110ha 以上実施される。 植林 
3-2. 苗木生産計画に基づき苗木が 175,000 本以上生産される。 植林 
3-3. GIS を利用した造林地管理簿が作成・更新される。 植林 
4-1. 住民による消防団が 4 以上結成される。 森林火災対策 
4-2. 森林火災の発生件数が、1 年目に対して 40％以上減少する。 森林火災対策 

 
6－2 活動 

PDMの活動では、アグロフォレストリー、簡易灌漑農業のインパクト分析が１つの項目に記述

され、啓発・教育活動は、植林（森林保全）、森林火災予防の項目に分かれて記述されているので、

下記のように整理した。 

 

(1) 情報の整理 

 対象地域（14村落）の自然条件、社会経済条件を調査し、分析する。 

 分析結果から住民による活動、問題、イニシアティブ等についての情報を整理する。 

(2) アグロフォレストリー 

 対象地域を調査し、導入可能なアグロフォレストリーシステムを分析する。 

 住民の意見に基づき、導入する箇所及び農民を選定し、アグロフォレストリー年次計画を

作成する。 

 アグロフォレストリー実施に係る技術指導を行う。 

 活動結果からアグロフォレストリー技術マニュアルを改訂する。 
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(3) 簡易灌漑農業 

 対象地域を調査し、実施のポテンシャルの高い地域を分析し、導入する村落を選定する。 

 参加住民の森林保全への合意形成を促進し、灌漑グループを結成し、簡易灌漑農業年次計

画を作成する。 

 簡易灌漑施設を敷設し、灌漑農業に関する技術指導を行い、リボルビングファンドを機能

させる。 

 灌漑実施組織の組織強化を図る。 

 灌漑農業による生産物のマーケッティングを支援する。 

 簡易灌漑農業の技術マニュアルを作成する。 

(4) インパクト分析 

 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業の導入による森林保全に係るインパクトを分析

する。 

(5) 植林 

 地域住民のニーズに基づき、植林年次計画を作成する。 

 植林計画に基づき、苗木生産計画を作成し、苗木を生産し、配布する。 

 植林技術に関する地域住民への技術指導を行う。 

 GIS・GPSを用いて植林地をモニタリングし、その情報を活用する。 

(6) 森林火災対策 

 対象地域の森林火災の頻度、原因、消化システムを分析する。 

 Padre Las Casas環境事務所と連携し、ボランティア森林火災消防団を設立する。 

 ボランティア森林火災消防団に対して、技術指導を行う。 

(7) 啓発・教育活動 

 森林保全に関する啓発・教育活動を実施する。 

 森林火災予防に関する啓発・教育活動を実施する。 

 

6－3 現状把握及び検証 

各活動結果は各項目に記したとおりであるが、PDM の活動に従って、活動結果の検証を行うと

次のとおりである。 

 

(1) 情報の整理 

対象村落の14村の既存資料のレビュー、村落においてキーインフォーマントインタビュー、住

民ワークショップ等を行い、対象村落の自然条件、社会条件に関する情報を分析し、プロジェク

ト進捗報告書(1)に整理した。この結果は、その後のプロジェクト活動に活用した。この成果につ

いては指標を達成できた。 

 

(2) アグロフォレストリー 

既存資料やベースライン調査結果を踏まえ、プロジェクト対象地域内外のアグロフォレストリ

ーの実施状況を調査し、対象地域において導入可能なアグロフォレストリーの分析を行った。村

落でのキーインフォーマントインタビュー及び住民ワークショップに基づき、土壌・森林保全に
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関心を持つ篤農家、近隣住民が集まり易いことなどを考慮し、年間 10 箇所、3 年間で 30 箇所の

デモファームを選定する計画とした。 

デモファームでは、作業計画を策定し、必要資材を支援し、技術指導を行った。また、実施結

果からアグロフォレストリーマニュアルを現地の実態に即したものに改定した。このようにアグ

ロフォレストリー分野の活動ではほぼ計画どおりの活動が行えた。 

30 箇所のデモファームの合計面積は 511 タレア（約 32ha）、平均 17 タレア（約 1ha）であり、

これは成果の指標の 64％にあたる。計画では 1 箇所あたりの面積を約 25 タレアと想定していた

ので、面積的には目標に届かなかったが、設置箇所数の計画は達成できた。 

 

(3) 簡易灌漑農業 

既存資料やベースライン調査結果を踏まえ、プロジェクト対象地域内を調査し、簡易灌漑農業

導入のポテンシャルの高い地域を選定した。当初は 1 年 3 村への導入、3 年間で 9 村への導入を

想定した。しかし、実態に合った施設の規模を検討した結果、3 年間で 4 村への導入がプロジェ

クトの規模として妥当であることが判明し、関係者間で合意された。その結果、PDM 指標も 4 村

をベースに設定された。 

簡易灌漑農業導入にあたっては、灌漑グループを結成し、施設建設をインセンティブとして植

林の実施、焼畑の放棄、森林火災消防団の結成、リボルビングファンドの返済を条件として合意

形成し、簡易灌漑農業年次計画を作成した。 

1 年目及び 2 年目に導入した Los Periquitos 及び Los Naranjos では工事規模が想定より大きかっ

たこと、規模拡大により工事の難易度が高まったこと、経験のない住民の施工だったため結果的

に施設の補修補強を多く必要としたこと、ハリケーンによる被害を蒙ったこと等の理由により完

成まで約 1 年 8 ヶ月を要した。しかし、分岐点以降の Los Naranjos へのルートはその後も故障が

頻発したため、第 4 年次に再委託にてルート変更の修理を行い、安定的に通水することができた。

2 年目に導入した El Derrumbado 及び 3 年目に導入した Las Lagunas では計画どおり、工事は進行

した。 

規模の拡大やハリケーン被害により完成時期が遅れ、灌漑水を使用しての農業生産は Los 

Naranjos の第 4 年次後半からの開始を除き 3 村では第 3 年次後半から開始し、直ちに成果が見え

始めた。市場戦略についても計画通り支援を行った。 

リボルビングファンドは返済条件を決定し、Los Periquitos、Los Naranjos、Derrumbado の 3 村で

は 2008 年 9 月 30 日から開始された。しかし、返済開始までには 2 年間の猶予期間を置いたため、

回収は今後の進行を待つこととなる。この他、簡易灌漑農業の技術マニュアルを作成した。 

成果の指標に関しては、簡易灌漑農業の導入村数は森林火災消防団の結成に連携しており、4

村に導入し、成果を達成した。ただし、灌漑水を利用しての農業指導、市場戦略、リボルビング

ファンドの回収については、今後 FSF は指導を継続していく必要がある。 

 

(4) インパクト分析 

アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業の導入による森林保全にかかるインパクトの分析が

PDM に記されている。インパクト分析は、日常の活動記録、報告書、内部中間評価、モニタリ

ング調査などを通じて行った。主なインパクトは、次のとおりである。 
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アグロフォレストリーのデモファームを設定した 30 農家及び簡易灌漑農業を導入した 4 村約

120 名のメンバー合計 150 名のほとんどは、焼畑の実施を放棄した。焼畑の放棄は、森林の回復

につながるもので流域保全の効果は、大きな正のインパクトがある。また、デモファームには

果樹を配布し、概ね 10 タレアに 6m×6m で植栽した。また、簡易灌漑農業メンバーにも FSF は

独自で果樹を配布し、同様に果樹を植栽している。果樹は多年生であり植生の被覆が維持され、

さらに果樹園では火入れを行わないことから、土壌保全効果の高い農業で、流域保全への大き

な正のインパクトがある。 

更に、デモファームでは植生筋工、石積工など、土壌保全を目的とした活動を導入している。

また、簡易灌漑農業は、集約的な定置農業であり、土壌の生産性を維持することが必要なため、

簡易灌漑メンバーにも土壌保全対策について指導し、その普及を図っている。灌漑農業では果

樹も生産しており、アグロフォレストリー同様、多年生植物による土地の被覆、火入れの放棄

のほか、数年後には根系が発達することにより、土壌保全効果の発揮が期待される。 

モニタリング調査の結果では、住民の森林保全に対する意識は向上している。 

 

(5) 植林 

  灌漑農業への参加住民は灌漑面積の3倍に相当する面積に植林することに合意した。植林年次計

画は、住民ワークショップを通じ住民の意見を反映させて作成した。植林計画に基づき、苗木生

産計画を作成し、苗木を生産し、配布した。FSFでは年間400万本生産可能な苗畑を所有している

が、マツの生産が中心で、広葉樹は供給できない場合もあった。植林前及び植林時にワークショ

ップ等を通じて、住民への技術指導を行った。 

また、GPSを用いて植林地の位置情報を測定し、GISに取り込むとともに、属性データを調査・

入力し、植林地を管理するための情報システムを整備した。今後モニタリングや植林地の管理に

情報を活用していくことが可能である。 

簡易灌漑を導入した4村での4年間の合計植林面積は、698タレア（約44ha）であり、成果指標の

目標の110haの40％であった。しかし、成果の指標110haの植林は、９村への簡易灌漑の導入を想

定して設定した面積である。また、住民との合意形成では灌漑農地への通水後から植林を行うこ

とになっており、それに従えば、2009年までに植林すべき面積は、４村で1,500タレア（94ha）で

あった。PDMの計画を下回った原因は、(1)簡易灌漑の導入村が４村になったこと、(2)第１年次は

合意形成、灌漑施設の施工、植林計画作成まで行い、植林実施まで至らなかったこと、(3)２年次

は第１年次に灌漑導入工事を開始した２村で植林できたがEl Derrumbado、Las Lagunasでは合意形

成中で植林できなかったことが挙げられる。今後植林を計画に沿って進めるためには、対象地域

での土地は全て私有地であり用地確保が困難なこと、植林時期が雨期に限られること、ハリケー

ンの影響を受けることなどにも留意する必要がある。 

植林の必要性にかかる住民の意識は高まりつつあり、継続的な啓発、合意形成、支援体制の強

化がなされれば、一層の推進が期待される。 

 

(6) 森林火災対策 

対象地の森林火災対策の頻度、原因、消火システムの分析は環境・自然資源省Padre Las Casas

環境事務所のC/Pと連携して行った。対象地での森林火災の原因はほぼすべてが焼畑に起因してお
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り、焼畑からの失火を予防することが最も重要である。万一火災が起こった場合には、初期消火

が効果的であり、村落住民の参加が必要である。そのため、簡易灌漑農業導入村では、合意形成

時に灌漑メンバーを中心として消防団を結成した。このメンバーに対しては毎年ワークショップ

を開催し、消火訓練を行った。環境・自然資源省では毎年各地で数日間のワークショップ、訓練

を実施しているが、対象村の消防団メンバーもこのワークショップに参加しており、大きな効果

を上げている。 

消防団結成にかかる成果の指標については、概ね達成できた。火災発生数については大きな地

域での統計データのみで、発生件数の増減については明確には判定できないが対象地域での火災

発生は少なくなっていると報告されている。環境・自然資源省の担当者の認識では指標値を上回

る成果が達成されている。 

 

(7) 啓発・教育活動 

森林保全及び森林火災予防に関する啓発・環境教育活動では、プロジェクト地域の小中学生（3

年生～8年生）を対象に、森林の重要さを伝える講義を行い、その後「山火事防止」や「植林」を

テーマとした絵画コンクールを開催した。優秀作品を学校に展示するとともに、生徒を表彰した。

子供達は、森林保全の重要さを理解し、表彰された生徒は自信を高めた。子供の活動を通じて大

人へ与える影響も大きく、先生、保護者への啓発効果も得られた。 

 

6－4 プロジェクトの総合評価（内部評価）結果 

上記の本プロジェクトの現状把握・検証の結果を基に、1991年に経済協力開発機構（OECD）

の開発援助委員会（DAC）が提唱した開発援助事業の評価基準である評価5項目の視点から、

本プロジェクトを総合的に内部評価した。評価結果は、次表6-2に示すとおりである。 
 

表 6-2  本プロジェクトの総合評価（内部評価）結果 
評価項目 総合評価 

1. 妥当性 
プロジェクト実

施の正当性や必

要性を問う視点 

■プロジェクトの必要性、優先度 
1940年代には国土の約70％が森林に覆われていたが、商業用の伐採、放牧地や

農地開発、山火事などにより2003年の森林率は32.89％にまで低下した。サバナ・

イェグァ・ダム上流域でも、貧農により急斜面が農地に転換され、土壌侵食が進

みダムへの堆砂の進行が深刻化した。貧困と流域荒廃の悪循環を断ち切り、森林

の回復及び土壌保全を目的とした住民参加型による流域管理プロジェクトは、地

域・社会のニーズに合致している。 
また、サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的流域管理は国家優先事項であり、

C/P機関のFSFはその実施を国から委託されおり、その一部を担う本プロジェクト

は、ドミニカ共和国の森林政策の長期的展望や戦略を体現したプロジェクトとい

える。一方、森林回復は「環境保全」、貧困削減対策は「人間の安全保障」の視点

から、日本の援助方針と整合している。 
 
■手段としての適切性 

対象村落において、住民の主体性を引き出しながら簡易灌漑農業やアグロフォ

レストリーの導入をインセンティブとして植林活動や焼畑放棄を合意形成するア

プローチは、地域住民による自然資源管理の具体的な手法として効果的な戦略で

ある。簡易灌漑農業は4村への導入、アグロフォレストリーは30のデモファームの

設置に限られているが、普及ワークショップの開催や村落訪問を通じて、周辺村

落への波及性を高めるように努めた。また、リボルビングファンドの設定は今後
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評価項目 総合評価 
この地域に簡易灌漑農業を普及させる大きな原動力となる。この試みが成果につ

ながるためには、今後のフォロー・アップが必要である。 
サバナ・イェグァ・ダム上流域全体を持続的に管理するという方向性は先行開

発調査のマスタープランが生かされ、これを基にFSFでは多くの活動を行ってい

る。 
2. 有効性 
プロジェクトの

実施により、受

益者もしくは社

会への便益がも

たらされたかを

問う視点 

■プロジェクト目標の達成 
プロジェクト目標の指標は「1. スール・フツーロ財団及びPadre Las Casas森林

管理事務所（現環境事務所）職員の流域管理に関する技術力とプロジェクトを運

営するための能力が、プロジェクト開始時と比較して、20％以上向上する。2. 対

象地住民のスール・フツーロ財団及びPadre Las Casas森林管理事務所（現環境事務

所）の職員に対する満足度が向上する。」である。 
CDシートを用いて、C/P の能力を客観的に数値にて把握した。プロジェクト開始

時に能力が67％であったのが、終了時には94％に向上した。これはプロジェクト

開始と比較して27％向上し、目標は達成された。 
また、モニタリング調査によれば簡易灌漑農業メンバー、デモファーム農民の

住民の満足度は非常に向上した。 
 

■C/Pの体制 
C/Pはほとんどが兼任で、プロジェクト活動全てをカバーするには十分ではない

面もあったが、多忙の中でできる限りのことを積極的に行った。体制を強化し、

余裕が生まれ、活動の準備や取りまとめに十分な時間をかけられれば、より一層

能力は向上すると思われる。 
住民の合意形成や簡易灌漑の導入の運営管理については、プロジェクトの実施

を通じて能力が高まり、OJTの効果が良く表れた。 
一方、OJT以外のツールとして国内外での研修等により多くの時間が確保できれ

ばより効果的であったと推測される。 
 
■各活動 
 C/Pの能力向上は、ほぼ達成されたが、実施した各活動では、成果が十分でない

活動も見られた。簡易灌漑農業では、生産活動が本格化する前にプロジェクトが

終了する。プロジェクト期間内でも農業指導を行ってはきたが、十分とは言えな

い。また、リボルビングファンドは、開始したが、２年間の据置き期間を置いて

の返済開始のため、その運用までは至らなかった。 
 また、ハリケーン被害による灌漑工事の長期化と、それによる通水開始の遅れ

などの理由により、植林面積は計画を下回ったが、住民参加型植林としては相当

量を植林できた。しかし、その他の活動を含めて今後C/P独自の継続活動が必要で

ある。 
 
■住民への有効性 
 灌漑参加住民は、経済的収益を得られる農業への転換、アグロフォレストリー

により収益がもたらされ始めた。その結果、生計が向上し、さらに植林により森

林保全効果が発揮され、災害が防止されれば、地域全体に大きな便益がもたらさ

れ、プロジェクトは有効であったと考えられる。 
対象地域住民のFSF, M.AMBIENTEに対する満足度も高まっている。 

3. 効率性 
主にプロジェク

トの投入と効果

の 関 係 に 着 目

し、資源が有効

に活用されたか

を問う視点 

■プロジェクト実施体制 
プロジェクト開始直後は、日本人専門家とC/Pとのコミュニケーションと連携が

不十分であったため、人員配置が適切でない場合もあり、活動が効率的に行われ

ない面があった。しかし、2年次が両国で運営改善に努力し、大幅に改善され、第

4年次まで効率的に運営できた。 
 
■アウトプットの産出状況と投入の関係 

a. 事業コスト 
簡易灌漑施設の設置工事は、参加住民の無償の労働提供で実施し、パイプ資
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評価項目 総合評価 
材は工場から直接購入しコスト低減に努めた。灌漑農地を低い標高の場所に集

約化出来れば更にコストを抑えられる可能性はあった。 
第一年次に導入を開始したLos Periquitos、Los Naranjosでは工事規模が拡大し、

それに伴い工事期間が長期化したほか、工事の難易度が高まり、結果として送

水管の補修・補強工事を要したためコストが増大した。また、住民の参加意識、

オーナーシップの醸成が未熟のまま工事が開始されたため、一部の住民の参加

が十分とは言えない状況もあった。住民との合意形成、参加意識・オーナーシ

ップの醸成に十分な時間をかけることがコスト低減に繋がるという教訓を得

た。 
アグロフォレストリーのデモファームへの資機材は、参加住民の意向を基に

持続性を考慮し、住民が自ら維持管理できる範囲で行った。しかし、住民自身

で継続的に再投入できるかどうかはアグロフォレストリーの経営次第である。

また、他の農民に普及していくには、そのための資金も必要となる。 
灌漑農業の導入、アグロフォレストリー・デモファームとも投入の時期は適

切であった。 
 

b. 投入 
・資機材 

供与された資機材は全て有効に活用された。ただし、トラック1台は、第2
年次の開始時に供与されたが、もう少し早い段階が望ましかった（第1年
次の簡易灌漑施設導入の時期）。重要物の運搬ではランクルタイプの車両

が必要であり、ピックアップでは安全性の確保が困難な場合もあった。 
・人材 
簡易灌漑農業施設の建設を直営で行ったので、常時、資金の管理、資材の

調達、労務管理が発生した。したがって、日本人専門家の何人かが常駐し、

その他の短期専門家が必要な時期に配置されるという形が理想的であっ

た。 
計画投入量では、日本人専門家が常駐するのは困難だったため、現地不在

期間はできるだけ少なくするよう効率的な配置とした。 
C/Pの配置については、簡易灌漑施設の導入規模が大きかったため、適切

な灌漑の施工を行うために、1年次、2年次には最低2名は必要であったと思

われる。C/Pの交代などで、不在時もあったが、雇用技術者でカバーした。

そのため技術移転は不十分な場合もあったが、第2年次後半からは改善され

た。 
営農に関しては、アグロフォレストリー担当技術者が兼任していたため調

整し、効率的に業務を行った。 
その他のカウンターパートについては適切に投入された。 

c. リボルビングファンド 
簡易灌漑の導入は、初期投資は大きいが、リボルビングファンドが機能し、

他の地域へ拡大することができれば、効率性の高い事業だと言える。 
近隣地区の類似プロジェクトでは、概ね返済率は高いと報告されており、そ

の資金を活用し他地区への導入を実現している。従って、灌漑農業が軌道に乗

れば、住民が資材費を返済し、それを原資に他の村落へ事業を広げていける可

能性はある。ただし、FSFが技術経費（カウンターパート及び雇用技術者経費、

設計費、測量経費等）を支出する必要がある。 
不足する場合にはリボルビングファンドのみではなく、他のドナーなどの資

金と合わせて実施することとなると考えられる。 
4. インパクト 
プロジェクト実

施によりもたら

された、より長

期的・間接的な

■上位目標の発現見込み 
本プロジェクトの上位目標及びスーパーゴールはそれぞれ「スール・フトゥー

ロ財団及び環境・自然資源省の関係職員から技術指導を受けた地域住民が、その

技術を実践することにより、プロジェクト対象地域（Padre Las Casas）の14村落の

森林資源が適切に管理される。」と「住民参加型の流域管理を実施することにより
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評価項目 総合評価 
効果や波及効果

を見る視点 
サバナ・イェグァ・ダム上流域の住民の生活が向上し、サバナ・イェグァ・ダム

上流域の森林が適切に管理される。」である。 
本プロジェクトで行っている活動が、プロジェクト終了後も他のプロジェクト

と一体となり、持続的に実行されれば上位目標は達成されるであろう（5-4-8参照）。

しかし、対象地の森林荒廃は深刻な状況にあり、早急に森林を回復する必要があ

る。植林を一層推進するための他のメカニズムも検討することが望ましい。 
焼畑放棄に関しては、簡易灌漑組合メンバー、アグロフォレストリーメンバー

とも焼畑を放棄し、小中学生をターゲットにした絵画コンクールにより、住民の

森林保全意識も高まっている。 
また、灌漑農業は収益性の高い農業への転換の可能性を持っており、リボルビ

ングファンドや他のドナーから資金を調達できれば、本プロジェクトでの経験を

生かして他の村落へも導入し、住民の生計向上が可能である。しかし、地形条件

や資金などの制約により導入村や受益者数が限られるため、多くの住民を対象に

できるアグロフォレストリーの普及が重要である。これらの活動により地域レベ

ルで生計が向上し、同時に植林や森林火災防止により森林が整備・保全されれば、

ダム上流域全体に便益が波及し、スーパーゴールの達成につながる。 
上述の目標達成のためには、農民の営農能力が向上し、リボルビングファンド

が機能することが重要である。 
また、アグロフォレストリーについては、デモファームを有効に活用し、周辺

農民へ普及するためのメカニズムを構築することが重要である。 
 
■住民の視点からのインパクト 
a. リボルビングファンド 
簡易灌漑への参加住民は、リボルビングファンドに合意しているが、返済する

段階で十分な収益が得られることが前提条件となる。リボルビングファンドを適

用することにより住民の責任感やオーナーシップが向上すれば、正のインパクト

になる。 
b. 灌漑農業 
灌漑参加住民は、今まで年２回の播種だったのが今後は一年中耕作でき、経済

的収益を得られる農業になる、と考えている。これは本プロジェクトが目指す方

向であるが、新たな栽培技術の習得が必要ということであり、今後も継続的な技

術支援が必要である。 
c. 灌漑農業組合 
灌漑参加住民は、灌漑農業組合は、具体的かつ目に見える形で、村落の発展に

寄与できる組織だと考えている。このような組織ができることは、プロジェクト

の正のインパクトと考えられる。 
d. 非受益者との関係 
灌漑農業組合は生産能力や組織能力が高まったことにより、政府機関やNGOか

らの支援が受けやすくなることが考えられる。また、いままでは仲買人に販売し

ていたが、灌漑農業組合メンバーは他の市場にアクセスできる可能性もある。一

方で非受益者はそれらの便益を受けられない可能性もある。周辺村落では灌漑水

を欲している者がいるので、これらの住民との軋轢が生じることのないよう留意

する必要がある。 
e. その他のインパクト 
灌漑農業組合のメンバーは、雇用の創出、出稼ぎの減少、子供たちの経済的・

社会的・知的発展、医療、教育などのサービスへのアクセスの機会の増加などを

予想しており、これらの正のインパクトが発現すれば、村落の発展に寄与するこ

とができ、非受益者にも便益が及ぶことが期待される。 
 
■FSFの視点からのインパクト 

FSFの幹部は、「地域住民との合意及び約束を築いたことによる責任、実施指導
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評価項目 総合評価 
上の責任」という点でのインパクトを強調している。 
 
■M.AMBIENTEの視点からのインパクト 

環境・自然資源省の担当者によれば「技術的観点からもまた、社会的・経済的

観点からもサバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的流域管理というアクションは、

山間地域における天然資源の管理という政策の一つの決意を示している。本プロ

ジェクトの実施から得られる教訓は、今後実施される他のプロジェクトに生かさ

れることになる。また、国家と民間セクターの協力と言う点でも、今後のプロジ

ェクトの参考になる。」とインパクトを強調している。 
 

5. 自立発展性 
援助が終了して

も、プロジェク

トで発現した効

果が持続する見

込みがあるか問

う視点 

■FSF の組織面からの自立発展性 

a. 予算状況 
FSFは、NGOであり、ドナーや政府からの資金で活動を行っている。したがっ

て、他のプロジェクトやドナーから予算を調達することが必要である。なお、政

府からは、大統領令に従って、予算措置が行われている。 
環境・自然資源省関係者も、FSFはこのプロジェクトの実施のために技術能力や

運営能力を備えたことを評価し、このプロジェクトは今後も継続すると考えてい

る。 
b. カウンターパートの能力 
住民を組織するファシリテーション能力は高い。灌漑に関しては、C/Pの交代や

不在時もあったが、現在のC/Pの能力は高く、本プロジェクトの実施を通じて工事

の運営能力は備えた。しかし、今後新規導入村落の設計、測量には雇用技術者が

必要である。 
また、灌漑水を用いての農業指導については、経験、技術を持った適切な技術

者が必要である。 
アグロフォレストリーについては、プロジェクト終了後もデモファーム活動を

継続して行う能力は十分に備えている。今後は、周辺住民への普及能力を備えて

いく必要があり、社会開発分野との連携が重要である。 
C/P全体としてみると、類似プロジェクトを実施する能力は備えられつつあり、

実施能力は高まっている。 
c. カウンターパートの定着度 

FSFが持続的に事業を展開していくためには、育成された技術者が定着すること

が重要である。FSFの幹部職員によれば、職員を安定した職位で確保することが

FSFのポリシーであり、カウンターパートが継続してプロジェクトに寄与するポス

トに定着する可能性は高い。 
d. リボルビングファンドの有効性 
リボルビングファンドが機能し、他の村落へ簡易灌漑農業を広げていくことが

できれば、持続性の高いプロジェクトになる。そのためには、灌漑施設設置工事

にかかる技術のほか、住民に指導する栽培技術や営農、住民組織を強化する能力

などを備える必要がある。 
また、FSFはマイクロクレジットのプロジェクトも実施しており、マイクロクレ

ジットで培った経験を生かすことが出来る。 
 
■住民活動の持続性 
a. 灌漑農業 
・灌漑農業組合の能力 

住民は、簡易灌漑施設の設置工事を通じて組織の能力が向上したと考えてい

る。ただし、今後は灌漑農業組合として水利用管理能力、維持管理能力、財

務能力、栽培技術力、資金調達力、販売能力などを備える必要があり、FSF
は継続的に技術支援を行う必要がある。 

・簡易灌漑施設の維持管理 
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評価項目 総合評価 
住民は、簡易灌漑工事を通じて、維持管理する技術的能力はある程度備えた

と考えている。また、パイプラインをチェックする監視班を結成する必要性

も認識している。 
今後、灌漑農業が開始されてから、維持管理するための資金の徴収・貯蓄・

管理を適切に行い、また維持管理体制を整備することが必要である。 
・簡易灌漑農業の技術 

今までは、自給作物の栽培が主体であったが、簡易灌漑の導入により、販売

用の高投資、高収入型の営農に転換する。これはこの地域の農民にとって始

めての経験であり、技術面とともに農家経営についての指導が持続性の確保

に重要になる。また、今後は定置農業となるため、土壌保全対策も重要にな

る。 
b. アグロフォレストリー 
導入されたアグロフォレストリーが、持続的に実施されるには、住民に便益を

もたらすことが必要不可欠である。デモファームでは、土壌保全効果や換金作物

（果樹や野菜）の導入により、現金収入の増加や住民の生活向上をもたらす可能

性はある。 
c. 植林 
簡易灌漑施設導入の交換条件として、灌漑面積の約３倍の植林を行うことで合

意した。住民参加による植林にかかる合意形成プロセスは確立されつつあり、植

林は継続的に実施されると考えられる。ただし、土地が民有のため、用地確保が

課題である。また住民の植林樹種ニーズへの対応、モニタリング、住民への啓発

などを継続的に実施することが必要である。また、植林木の成長に伴い保育作業

への指導も必要となる。 
d. 森林火災防止活動 
灌漑農業組合メンバーを中心とした森林火災消防団は、森林火災防止や住民参

加による初期消火の重要性を認識している。技術面や資機材などの面で支援を続

けていけば、継続的に活動は行われると考えられる。 
 
■自立発展性に影響を及ぼしうる要因 

住民に対する過剰な物質的援助は、自立発展性に負の影響を及ぼす。住民自身

が自らの問題に気づくとともに、問題を解決する能力を備え、また発展の方向性

やそのためのプロセスを考えることが重要である。そのためには、住民との集会、

ワークショップ、対話を継続的に行うことが必要である。 
植林は簡易灌漑導入の交換条件として実施しているが、本来ならば森林が有す

る水源涵養機能、土壌保全機能、生産機能などを理解し、そのために植林が必要

だと考えることが活動の持続性に繋がる。同様のことがアグロフォレストリーや

森林火災防止活動についても言える。 
 
■プロジェクト終了後の支援体制 

サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的流域管理に関しては、FSFでは、様々な

ドナーからの支援を受けプロジェクトを実施している。各プロジェクトの分野や

実施スキームは異なるものの、持続的流域管理という共通の目的を持っている。

環境・自然資源省からのマスタープランの実施委託期間は2017年までであり、少

なくともそれまでは各活動が継続されるであろうし、新たなドナーの支援も得ら

れると予想される。 
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7 サバナ・イェグァ・ダム上流域管理に関する将来方向 

M.AMBIENTE は、「サバナ・イェグァ・ダム上流域管理」に関するマスタープランを有し、そ

の実施について 15 年にわたる委託契約を FSF と 2002 年 7 月に締結している。 

本項目は、本プロジェクトで取り組んだ事業を中心に、プロジェクト終了後から同委託契約が

切れるまでの「実施計画書」の作成方向について C/P と協議した結果について記述する。 

この協議にあたっては、マスタープランの実施について定めた、(1)M.AMBIENTE と FSF との

協定書内容、(2)JICA 開発調査で作成したマスタープランの内容、及び(3)現在 FSF で行っている

活動、を見直し、それぞれの関連性を検討し、今後の「流域管理活動実施計画」作成にあたって

の方向性を C/P と検討し、本項にその結果を示した。以下、一連の流れを示す。 

 

7－1 協定書内容の概要 

 
7－1－1 協力合意書の概要 

M.AMBIENTE と FSF は 2002 年 7 月 19 日に、「サバナ・イェグァ・ダム上流域管理」プロジェ

クト実施のための協定書に合意、署名を行っている。協定書は 2 段構成となっており、前段は一

般的な合意事項、後段は具体的な合意事項からなっている。合意書に記載されている内容を要約

すると次のとおりである。 

 

前段 

 定義・役割等 

・ 定義として M.AMBIENTE 及び FSF の位置、代表者名等。 

・ 環境・自然資源総合管理の監督官庁としての M.AMBIENTE の役割。 

・ M.AMBIENTE は、環境改善・保全を目的とする組織へ支援する機能を持つ。 

・ 国内の森林面積を増加することは、M.AMBIENTE の使命。 

 省が他組織と協定を結ぶ場合の協定書が発する義務や遵守事項等。 

 考慮事項 

・ 人々及び社会文化的な発展に植林活動は不可欠であること。 

・ FSF はドミニカ共和国南部地域の村落の持続的発展を支援する団体であること。 

・ サバナ・イェグァ・ダム上流域は、ダム水源として自然資源の保全、保護、利用を合理

的に行う重要性を持ち、ドミニカ政府は「サバナ・イェグァ・ダム上流域管理事業」を、

国家優先事業として承認していること。 

・ 本協定の締結日時点で、M.AMBIENTE は、日本の JICA の協力の下、15 年期間のマスタ

ープランを有してこと。 

・ FSF は、M.AMBIENTE から譲渡された年間 400 万本の供給能力を持つ苗畑の運営費の拠

出を約束したこと。 

 

後段（合意事項） 

条項１．M.AMBIENTE は、マスタープラン（サバナ・イェグァ・ダム上流域管理）実施の事業実
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施機関として FSF を採択し、FSF も実施機関となることを受け入れた。マスタープラン

の実施期間は 15 年で以下の事項が含まれる。 

実施事項：森林管理、アグロフォレストリー、土壌保全、植林、住民組織強化、普及・

研修、 

    対象地域：ジャッケ・デル・スル川、グランデ・デル・メディオ川、ラス・クエバス川

の流域内の 159 村落。 

条項 2～11．M.AMBIENTE と FSF との人的、物的、資金的、事業実施方法等についての合意事項 

条項 12．本協定書の有効期間は 15 年とし、署名日から効力を発するものとする。 

 

署名日 2002 年 7 月 19 日 

 

7－1－2 協定書内容のまとめ 

 本協定は 2002 年 7 月から 2017 年 7 月までの 15 年間にわたり、サバナ・イェグァ・ダム上流域

の自然資源の合理的保全、利用の促進を、M.AMBIENTE は FSF に委託し、FSF が実施するという

内容である。現在 2009 年、ちょうど中間地点にあり、委託期間は 7 年半が経過し、残り 7 年半と

いうことになる。 

 

7－2 マスタープランの概要 

 
7－2－1 基本構想 

流域管理計画が実施される目的は、地域住民の生計向上、土壌保全、適正な森林管理等が達成

されることにより地域の森林の水源涵養機能が回復することと設定されている。全体計画の中で

各コンポーネントは相互に関連し、究極的に水源涵養機能の回復を達成するような構成となって

いる。 

 

7－2－2 マスタープランの目標、課題及び構成 

計画の究極の目標である水源涵養機能の回復を目指すステップとして、短期目標(5 年)、中期目

標（10 年）、長期目標（15 年）を立て、それぞれの期間内で実現されることが望ましい計画、そ

れに沿った事業が提示されている。 

解決されるべき課題として、(1)適切な土地利用、(2)森林火災の軽減、(3)積極的な住民参加、(4)

大規模土地所有者の理解、(5)貧困の軽減、(6)実施体制の強化が掲げられており、これらの解決策

として、(1)森林管理計画、(2)アグロフォレストリー・営農計画、(3)土地保全計画、(4)森林火災・

予防計画、(5)村落開発計画、(6)住民組織強化計画、(7)普及・研修計画、(8)管理・運営計画、が提

案されている。 

 

これらが相互に関連しあい、目標を達成することとなる。この全体構想図は、図 7－１として

次に掲げる。以下、各計画の基本方針及び実行にあたっての考慮事項を要約する。 
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流域管理上の問題点

計画の課題

森林火災・
予防計画
(②、③)

村落開発
計画
(③、⑤)

住民組織
強化計画
(③)

普及・研修
計画
(③)

流域管理計画の
コンポーネント
(　)の番号は上記の課題No.に対
応する

村落苗畑
の設置

先進地事例
視察

住民自身による流域管理の実現

土壌保全
計画
(①、④)

消火体制
の充実

操法訓練
機材の配備

ワークショップ
の開催

住民ン組織
の結成
リーダー会議

消化体制の整
備、火入れ指導

NGO等の支援
普及体制の確立
環境教育の実施

①適切な土地利用　②森林火災の軽減　③積極的な住民参加　④大規模土地所有者の理解　⑤貧困の軽減　⑥実施体制の強化

焼畑、放牧　　　　　森林火災　　　　　　土地所有　　　　　　貧困　　　　　　組織・体制

混農林
の造成

山腹崩壊の
コントロール

社会インフラ
の整備
生計向上

中核農家
の育成

他機関への
働きかけ

ボカシの導入、果樹の導入

アグロフォレストリー
・営農計画
(①、②、③、④、⑤)

傾斜地
灌漑の導入

中期目標
森林火災の発生が抑えられる
焼畑が減少する
果樹、早生樹の生産への期待
土砂の流出が減少
他の農家への波及

住民の理解と
協力

ダムへの堆砂の減少、洪水の軽減

シルボ
パストラル

焼畑の抑制
森林火災の
減少

住民組織の強化
住民自身による流域保全の継続

森林の水土保全機能の回復・向上

 森林の持続的な管理

中核農家への
フォローアップ

長期目標
森林の水土保全機能が増加する
農家の所得が向上する

ガリー
コントロール

下流域にもたらされるメリット
農業用水・生活用水
の安定供給

森林管理
計画
(①、③、④

人工林の
造成

天然林の
管理

管理・運営
計画
(⑥)

プロジェクト実施
事務局の設置

天然林の保全・保護
人工林の維持・管理

短期目標

住民の理解が深まる
住民の組織の確立
一部の農作物の収量増加
農地における土砂の流出の軽減
家畜・花卉等による副収入

 

図 7-1  流域管理の全体構想図 
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7－2－3 土地利用計画 

(1) 基本方針 

 荒廃森林、土地利用ポテンシャルと現況土地利用に齟齬がある箇所を対象に、対策を講

ずる。 

(2) 考慮事項 

 土地所有形態が民有地であり、土地利用の変更を強制することは実質的に困難である。 

 従って、マスタープランは指針的な計画である。望ましい土地利用に近づけるために様々

な活動を行う。 

 

7－2－4 森林管理計画 

(1) 基本方針 

 残存森林は現状維持。 

 耕作不適地での焼畑、放牧地は、植林により森林を回復。 

 立地条件に応じた施業、樹種選定。 

(2) 考慮事項 

 土地所有形態が民有地であるため土地利用計画同様マスタープランは指針的な計画であ

る。 

 民有地での植林を推進するためには啓発、合意形成が重要である。 

 村落周辺では木材の利用（生産林の造成）も考慮する。農地周辺植林、混牧林造成など

の可能性も検討の必要がある。 

 

7－2－5 アグロフォレストリー・営農計画 

(1) 基本方針 

 簡易灌漑農業実施農民及び集落内・周辺に農地を所有する農民を当面の計画参加対象と

し、村落外に農地を所有する農民は即座に粗放農業から集約的農業へ転換するのは難し

いため、長期的対象とする。 

 普及は、「中核農家育成-->農民から農民への普及」とする。 

 主な技術は、次のとおり。 

・ 村落苗畑造成→植林の重要性に対する意識の醸成、中核農家の発掘、育成。 

・ 果樹導入→焼畑の放棄、土壌保全。 

・ 有機肥料・ボカシ肥の導入→土地生産力向上、不活用資源の利用。 

・ 薪炭林造成→農業に向かない土地の利用。 

・ 動物の舎飼→不活用資源の活用、飼葉植林地の開始促進。 

・ 生垣柵、植生筋工の導入→土壌保全。 

・ 多品種導入による作物多様化→生活の安定化。 

・ 有機忌避農薬→植物の高度利用。 

・ 簡易灌漑の導入→焼畑の放棄、農業の定着化。農業生産性の向上。 

(2) 考慮事項 

 新たな営農計画に関与する農民は、従来の農法に加え新規の労働投下が必要であり、積
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極的に関与させることが困難である。 

 農民にとってのメリットを示すことが最も重要で、そのメリットと環境保全との接点を

見つけ、普及する必要がある。 

 効果が見えにくい活動（長期的に効果が現れる活動）もあり、短期的に効果が見える活

動と組み合わせる必要ある。 

 

7－2－6 土壌保全計画 

(1) 基本方針 

 丸太、石材を使った簡易施設で、小規模な侵食を対象とする。 

 大規模な侵食は森林整備で対応する。 

 広義の保全対象は、ダム上流域だが、具体的には農地、民家が優先的な保全対象となる。 

 道路、橋等の公共施設に関しては、関連機関との連携が必要である。 

 具体的には、ガリーコントロールが主体となる。 

(2) 考慮事項 

 流域保全にとって、治山事業は、長期的には非常に重要であるが、多大な労力を要する

ので当面は緊急に対策が必要な箇所での実施が現実的である。 

 土木工事は個人での実施は困難なため、グループ、組織での対応が必要である。 

 

7－2－7 森林火災・予防計画 

(1) 基本方針 

 森林資源次省の体制強化、（法令整備と部隊活動体制の整備）を図る。 

 国家機関間の協力システムを構築する。 

 住民参加による予防・消火体制を構築する。 

 基盤整備、資機材整備を推進する。 

(2) 考慮事項 

 予算・マンパワーの制約のある政府機関が十分な体勢をとるのは困難なため、住民の意

識の醸成と参加が不可欠である。 

 住民が組織する消防団は、資機材に制約があり、また危険が伴うので、消火活動主体で

はなく、予防措置が重要である。 

 森林火災の主要な原因である、火入れからの延焼、不注意な火の取扱いをなくす。 

 学校教育での指導、広報活動の強化を図る。 

 

7－2－8 村落開発・住民組織強化計画 

(1) 基本方針 

 貧困対策は住民ニーズが高い。貧困は流域荒廃の一因でもあり、村落開発・貧困対策を

流域管理に含めることが重要である。 

 村落開発・貧困対策は、他の流域管理活動と有機的に連携して実施する。 

 活動は、村落ごとの外部条件、内部条件に基づき村落独自のニーズが選択できるように

する。 
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 生計向上活動のほか、社会インフラ整備（灌漑）、組織強化活動を行う。 

(2) 考慮事項 

 一定レベル以上のキャパシティを持った住民組織の存在が必要である。 

 地域資源や伝統的手工芸品に乏しく、活動にバラエティが少ない。 

 家畜飼育には、放し飼いによる農地への被害、餌、病気などの制約要因がある。 

 

7－2－9 普及・研修計画 

(1) 基本方針 

 政府機関の普及は資金・マンパワー・アクセス条件に制約があり、多くの期待は難しい。 

 非識字者も多く、マニュアル等による普及に頼ることも難しい。 

 従って、中核農家の育成と農民から農民への普及を中心的な普及方法とする。 

 農民をタイプ分類し、中核農家の有望な候補となるオピニオンリーダー層、先取層を見

出し、育成する。 

 普及メディアも「マス～個人」、「受身的～能動的」なものがあり、適切に選択して効果

的な普及に努める。 

(2) 考慮事項 

 行政の普及に期待するのは難しく、対象地域も広く、アクセス条件も厳しい。 

 従って、地域の特性把握と普及項目の選択と集中が必要である。 

 

7－2－10 管理・運営計画 

(1) 基本方針 

 流域荒廃の主因は、住民による焼畑であり、防止を含めて様々な活動を行うには、参加

型アプローチが重要である。 

 流域管理コンポーネントごとに住民グループを結成し、対応する。 

 流域管理には多くの機関が関与しており、連携が重要である。 

 他地域の事例を勘案すると、NGO や民間コンサルタントをコーディネーションに活用す

ることが望ましい。 

 住民参加を考慮したモニタリング体制を構築する。 

(2) 考慮事項 

 事業数量、事業費は、計画ごとに詳細に積算する必要がある。 

 事業の改善、技術・経験の蓄積、住民及び FSF の能力向上、説明責任の履行などの観点

からモニタリングの実施は重要であり、体制を構築する必要がある。 

 

7－3 FSF で現在行っている案件 

FSF では現在、Padre Las Casas に事務所を設け、マスタープランに示されたサバナ・イェグァ・

ダム上流域のジャッケ・デル・スル川、グランデ・デル・メディオ川、ラス・クエバス川流域を

対象として、各種プロジェクトや独自の活動により、総合的な自然資源管理、住民支援を行って

いる。Padre Las Casas 事務所で行っているプロジェクト、活動は、以下のとおりである。 
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1 JICA プロジェクト 

2 GEF（地球環境ファシリティ）プロジェクト 

3 KELLOG（ケロッグ財団）プロジェクト（2008 年終了） 

4 PALOMINO プロジェクト 

5 El Recodo プロジェクト(2009 年終了) 

6 環境教育活動 

7 マイクロクレジット貸付 

 

7－3－1 JICA プロジェクト 

(1) 目的 

これは本報告書の活動そのものであるが、目的を再掲すると次のものである。 

プロジェクト目標は、「FSF 及び M.AMBIENTE の関係職員の流域管理に関する技術力と事業を

運営するための能力が向上する。」ことであるが、プロジェクト活動に当っては、対象地域への簡

易灌漑農業及びアグロフォレストリーの導入及び二つの事業をインセンティブとした造林及び森

林火災対策の実施を通してカウンターパートの CD を行うという直接的な課題を持っている。 

 

(2) 主な活動 

 簡易灌漑農業の導入の促進 

 アグロフォレストリーの導入の促進 

 植林の促進 

 山火事防止活動の促進 

 環境教育活動の促進 

 住民組織強化活動の促進 

 

7－3－2 GEF（地球環境ファシリティ）プロジェクト 

(1) 目的 

サバナ・イェグァ・ダム上流域において、持続的開発と貧困解消を目指し、土地の持続的管理

（MST）を行い、ここで得た方法をドミニカ共和国全体に適用し、土地の持続的管理に貢献でき

ることを目的としている。土地の持続的管理、住民の能力向上と便益の獲得、資金の持続的維持

管理、モニタリング・評価により活動結果を次の活動に生かす等、様々な課題を掲げてプロジェ

クトを行っている。 

 

(2) 主な活動 

 組織強化、能力強化活動 

・ 村落開発委員会（Comité de Desarrollo Comunitarios）の形成 

・ 地域開発委員会（Comité Desarrollo Zonal）の形成 

・ 流域委員会の形成 

 開発計画の作成促進 

・ 村落で必要とする課題解決のための計画作成促進 
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（植林、アグロフォレストリー、コーヒー農園改善、山火事防止等の活動。） 

 法律遵守のための合意形成促進 

 土地有効活用促進 

 土地権利書獲得促進 

 社会経済状況及び土地利用調査（GIS 利用） 

 

7－3－3 KELLOG（ケロッグ財団）プロジェクト 

(1) 目的 

Guayabal、Arroyo Corozo 村周辺の農業開発を目的とする。終了。 

 

(2) 主な活動 

 Arroyo Corozo 村に簡易灌漑施設の導入 

 住民組織強化活動の促進（特に青年層） 

 コーヒー生産農家への経営改善促進 

 養蜂の促進 

 短期栽培作物導入促進 

 市場開発 

 

7－3－4 PALOMINO プロジェクト 

(1) 目的 

Palomino 水力発電プロジェクト周辺地域に位置する村落の持続的総合開発を推進する。 
 

(2) 主な活動 

 植林の促進 

 環境教育活動の促進 

 住民組織強化活動の促進 

 食料確保と収入源創出を推進する。 
 青年層の社会文化的活力を高める。 

 

7－3－5 El Recodo プロジェクト 

(1) 目的 

日本大使館の草の根無償により、El Recodo 村に小規模水力発電施設を建設し、El Recodo 村に

電力を供給する。終了。 

 

(2) 主な活動 

 小規模水力発電施設の建設 

 植林の促進 

 環境教育活動の促進 

 住民組織強化活動の促進 
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 リボルビングファンド活動の推進 
 

7－3－6 環境教育活動 

(1) 目的 

学校教育におけるカリキュラム改善及び強化を目的として学校教育活動を支援する。 

 

(2) 主な活動 

 カリキュラム改善活動 

 教科書の配布 

 図書館の運営 

 コンピュータ、インターネット利用促進教育活動 

 環境教育活動の推進 

 若者の活動支援 

（植林、交流会、キャンプ活動、演劇活動、各種行事での若者交流会等） 

 幼児施設（Ludoteca）の建設（終了） 

 

7－3－7 マイクロクレジット 

(1) 目的 

住民の生計向上のための小規模貸付 

 

(2) 主な活動 

 個人や小企業のための低金利での小規模貸付 

 貸付金の回収 

 顧客の事業レベルを高める 
 

7－3－8 その他の活動 

 ハリケーン被害地域への住居建設提供活動 

 道路改修活動 

 通信センター改修活動 

 上水道建設事業 

 学校の建設および改修 

 

7－4 今後の「流域管理活動実施計画」作成にあたっての方向性 

FSF は、NGO であり、活動を行うには、政府機関あるいはドナー等からの資金が必要であり、

多くはプロジェクト実施という形で委託契約を受けている。 

したがって、今後の方向性としてはマスタープランに含まれるコンポーネントに対して各プロ

ジェクトが相互に補完しあい、総合的にマスタープランが実行されていくという形が想定される。 

実際、FSF では既にそのような体制を構築しており、対象地域は地域を７つのゾーンに分け、

担当技術者は、多くのプロジェクトを同時並行的に効率よく実施している。また、組織としては、
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FSF 本部で頻繁に会議を開くほか、Padre Las Casas 事務所での四半期定期会議、毎週の行動計画

会議等を通じて複数のプロジェクトを一体的に管理している。 

今後の各活動の実施計画も現在の体制の中で構築して行くことが現実的であり、現在の活動の

継続が主体となる。マスタープランの各コンポーネントの基本方針および考慮事項、並びに他の

プロジェクトとの一体的な実施という観点から今後の活動の方向を整理すると次のとおりである。 

 

7－4－1 土地利用計画 

 GIS を使い、重点地域を特定する活動を継続する。（例：ポテンシャル VI 地域-->アグロ

フォレストリー推進、ポテンシャル VII-->アグロフォレストリー・植林推進、ポテンシ

ャル VIII-->植林） 

 重点地域マップ作成→実施促進 

 

7－4－2 森林管理計画 

 植林啓発・合意形成の継続 

 植林ニーズ・要望調査 

 村落周辺の用材林整備の推進 

 農地周辺、放牧地への植林促進 

 村落苗畑作設の促進 

 

7－4－3 アグロフォレストリー・営農計画 

 デモファームの指導 

 デモファームを活用しての普及 

 スタディツアー 

 モニタリングにより改善 

 有機肥料の利用促進 

 

7－4－4 土壌保全計画 

 小規模な土壌保全工作設指導（農地を保全対象とする場合はアグロフォレストリー技術

指導としての実施も可能） 

 

7－4－5 森林火災・予防計画 

 普及・啓蒙活動による住民組織化 

 火入れについての内部規約の整備とその遵守を図るための方策作成 

 火災発生時の連絡体制整備 

 SEMARN など行政との連携 

 ワークショップ、ワークショップ、訓練 

 

7－4－6 村落開発・住民組織強化計画 

 簡易灌漑農業は生計向上策として有望のため、リボルビングファンドを回収し、他地域
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への拡大 

 簡易灌漑ポテンシャルが低い地域においては、デモファームを中心に、アグロフォレス

トリーの効果発現に向けた技術・営農指導の促進 

 その他の活動を導入する可能性の検討（エコツーリズム、養蜂の拡大等） 

 そのための情報収集、資源賦存状況把握、試験的な実施 

 

7－4－7 普及・研修計画 

 普及計画の作成（普及対象活動の選択、スケジュール、普及手法の検討等） 

 中核農家の選定と育成 

 中核農家を中心にした普及への支援 

 普及教材の作成 

 

7－4－8 管理・運営計画 

 予算に基づく事業計画の作成 

 モニタリング・フィードバック 

 ドナーへの支援要請 

 

7－5 本プロジェクト活動の継続 

 
7－5－1 活動計画案 

本プロジェクト終了後に継続すべき各活動と期待する成果、関係機関との調整・合意形成、そ

れぞれの実施時期について表 7－1 に示した。 
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表 7-1  活動計画案 

I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV

1. 簡易灌漑農業

1.1 導入済み村落

1.1.1 営農指導（耕作技術、維
持管理、組織運営、市場調査
等）

参加農民の営農能力の向上、収
入の増大

X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

1.1.2 モニタリング
灌漑農業の実施状況及び課題の
把握とフィードバック

X X X X X X X X X X X X X X X X

1.1.3 リボルビングファンド資金
回収

新規導入の資金調達 X X X X X X X

1.2 新規導入

1.2.1 資金確保
リボルビングファンド返済金、ド
ナーからの援助による資金調達

ドナーとの調整 X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

1.2.2 ポテンシャル調査 灌漑ポテンシャルの評価 X X X X X X X X

1.2.3 対象村落選定
資金及びポテンシャルに基づく村
落選定

水利庁と水利用に
関する調整

X X X X X X X

1.2.4 合意形成

住民との合意（組織の結成、メン
バーの選定、リボルビングファン
ド、植林、焼畑放棄、山火事防止
活動への参加、労務提供、規則・
罰則等）

X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

1.2.5 基礎調査、測量、設計
土壌、水質データ、測量成果、設
計図、積算、施工計画

X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

1.2.6 施工 施設の設置 X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

1.2.7 農民への技術指導
施設設置にかかる住民の能力向
上

X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

1.3 灌漑グループの組織開発 自立的に発展しうる組織能力 X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

2. アグロフォレストリー

2.1 デモファームのフォローアッ
プ

2.1.1 アグロフォレストリー技術
指導

展示効果の高いデモファームの
整備と普及の核となる農民の育
成

X X X X

2.1.2 モニタリング
デモファームでの活動実施状況
及び課題の把握とフィードバック

X X X X X X X X X X X X X X X X

2.1.3 経営指導（販売、資金管
理等）

デモファームにおける「生産～販
売～再投入」のサイクルの確立

X X X X X X X X

20172014 2015 2016
活動 期待する成果

関係機関との調
整・合意形成

20132010 2011 2012
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I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV I II III IV

2.2 周辺農家への普及

2.2.1 有効な普及手法の確立
デモファームを核とした有効な普
及手法

X X X X

2.2.2 普及活動の実施 アグロフォレストリー活動の拡大 X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

2.2.3 モニタリング
普及活動実施状況及び課題の把
握とフィードバック

X X X X X X X X X X X X X X X X

3. 植林

3.1 植林計画作成、植林用地
の確認とGPSを使った測定

村落別植林計画、土地所有者の
合意、植林計画図、樹種別苗木
本数

X X X X X X X X X X X X X X X X

3.2 苗木生産・調達 苗木の確保 X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

3.3 作業計画の作成
村落別の作業計画（労働力、運
搬等）

X X X X X X X X

3.4 植栽作業 植林の実施 X X X X X X X X X X X X X X X X

3.5 既存植林地のモニタリング
活着率、被害、成長等のモニタリ
ング

X X X X X X X X

3.6 保育作業 健全な植林地の育成 X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

4. 山火事防止
環境・自然資源省
森林資源次省

4.1 結成済み防火団へのフォ
ローアップ

継続的な防火団の活動 X X X X X X X X

4.2 他村落での防火団の結成 山火事防火活動の展開 X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X X

5. 環境教育・啓発
住民の環境保全に関する意識向
上

X X X X X X X X

6. プロジェクトマネジメント

6.1 年次計画作成 上記活動にかかる詳細計画 X X X X X X X X

6.2 計画の実施体制 上記活動を実施するための体制 X X X X X X X X

6.3 モニタリング・評価
上記活動のモニタリング・評価と
フィードバック

X X X X X X X X X X X X X X X X

2015 2016 20172011 2012 2013 2014
活動 期待する成果

関係機関との調
整・合意形成

2010
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7－5－2 リボルビングファンドの回収と今後の簡易灌漑導入計画 

リボルビングファンドの項で記したように、Los Periquitos、Los Naranjos、Las Lagunas では返済

は２年据え置き（支払い猶予）、３年目から、７年間にわたり返済する。El Derrumbado では同様、

４年間で返済する。 

これより、2011 年には新規導入村を決定し、2012 年に導入することが可能となると予想される。

この計画にそって、2017 年までの予想を記すると表 7－2 のとおりとなる。 

 

表 7-2  簡易灌漑施設導入計画案 

2008 0 Periquito Derrumbado

2009 1 Naranjos Lagunas

2010 2

2011 3 1 2 3 A
2012 4 4 5 6 7 B
2013 5 8 9 10 11 C
2014 6 12 13 14 15 D
2015 7 16 17 18 19

2016 8 20 21 22 23 24

2017 9 25 26 27 28 29 30

システムの使用開始

返済

新規導入

年 村落
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8 提言及び教訓 

8－1 提言 

(1) 各活動の継続 

FSF 及び M.AMBIENTE は、本プロジェクトで実施した各活動をサバナ・イェグァ・ダム上流

域が持続的に管理されるよう継続的に実施していく必要がある。 

 

a. 簡易灌漑農業 

i. 指導 

簡易灌漑施設の導入を完了した村落では、住民は今後本格的に灌漑農業を開始すること

となる。住民の生計向上、リボルビングファンドの返済等、すべてがこの簡易灌漑農業の

成否に懸かっている。従って、FSF は住民が自立的に灌漑農業を経営できるまで指導・支

援していかなければならない。具体的には、輪番制灌水システムの構築、施設の維持管理、

住民の資金管理、栽培技術、市場開拓等、多岐にわたっている。 

 

ii. 技術者の強化 

上記の簡易灌漑農業の指導にあたっては、その分野の経験が豊富で確固とした技術を持

つ技術者が必要である。FSF はその分野の技術者を適切に配置できるよう体制を強化する

ことが望まれる。 

 

b. アグロフォレストリー 

多くの住民がアグロフォレストリーを実践することが、流域の保全と同時に地域レベルで

の生計向上につながることから、プロジェクトで設置したデモファームを中心にアグロフォ

レストリーを広く普及すべきである。 

 

c. 植林 

プロジェクト対象 14 村の森林荒廃は著しく、植林を継続的に推進する必要がある。参加型

の植林プロセスは概ね確立されたものの、一層の植林の推進を図るためには、次のような方

策も考えられる。 

 土地所有者との合意形成の促進：農地周辺の生垣柵、放牧地内の混木林、土地条件

の良い場所での持続的な木材生産を目的とした植林 

 住民ニーズを反映した植林：高級用材、薪用早成樹、保全用の郷土樹種、飼料木、

肥料木、民芸品加工用樹種、特用林産物用樹種（薬用、果樹、樹脂、養蜂など）な

ど 

 村落事業としての植林実施（水源地、崩壊危険箇所、渓流沿い等、公益的な重点地

域の植林。この場合、土地提供者には代替地を用意するなどの措置も考えられる） 

 

また、住民が苗木を大切に扱うためにも、長距離の苗木運搬を避けるためにも、村落苗畑

や個人苗畑の設置の可能性も検討する。 
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d. 森林火災防止 

 ワークショップや訓練を継続的に実施し、この活動を流域全体の村落に広げること

が望ましい。 

 森林火災は予防と初期消火が最も効果的であるため、火入れ規則の徹底が重要であ

る。 

 森林火災は地域レベルの問題であり、村落間の連携や取り決めの検討も重要である。 

 

e. モニタリング 

各活動のモニタリングを定期的に実施し、活動の改善のためにフィードバックさせること

が必要である。 

 

(2) リボルビングファンドの活用 

本プロジェクトでは灌漑資材費として 10,027,000 ペソを投資し、この金額がリボルビングファ

ンドとして設定された。今後このリボルビングファンドの返済金を原資として効果的に活動を展

開することが求められる。どのような活動に使用するかは、第 7 章の「サバナ・イェグァ・ダム

上流域管理の将来方向」を踏まえて、有効性、効率性（費用対効果）、持続性などを考慮して決定

する必要がある。 

 

(3) M.AMBIENTE と FSF の連携 

サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的管理のためには、当該地域・分野で経験と実績を重ね

てきた M.AMBIENTE と FSF の継続的連携が望まれる。 

 

(4) 予算と人材確保のため他の支援組織との連携 

プロジェクトで実施した活動を普及し、サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的管理を進める

ためには FSF の予算と人材確保が必要であり、そのためには関連活動に支援するドナー機関、国

際機関、民間企業、その他 NGO やドミニカ政府機関等との連携することが望ましい。同時にすべ

ての活動がサバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的管理に結びつくことを考慮する必要がある。 

 

(5) アクションプランの実行 

簡易灌漑を導入した４村およびアグロフォレストリー・デモファームの農民を対象にプロジェ

クト終了前に実施したワークショップにおいては、住民自らがアクションプランを作成した。FSF

は、このアクションプランの実行を推進する必要がある。 

 

8－2 教訓 

(1) プロジェクト目標と活動の関連性の強化 

プロジェクト目標が C/P の流域管理に関する CD であり、そのためのツールとしてアグロフォ

レストリーや簡易灌漑農業が導入され、さらにそれをインセンティブとして植林や森林火災防止

活動を行った。CD は OJT を中心に行ない、概ね目標値に近い達成度であったが、CD を専門に行
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う国内外への研修がより多く行われていればより効率的だったのではないかと思われる。 

 

(2) インセンティブ事業の手段としての適切性 

対象村落において、住民の主体性を引き出しながら簡易灌漑農業やアグロフォレストリーの

導入をインセンティブとして植林活動や焼畑放棄を合意形成するアプローチは、地域住民によ

る自然資源管理の具体的な手法として効果的な戦略であった。 

 

(3) 国際協力プロジェクトでのコミュニケーションと相互理解の重要性 

C/P 側と日本人専門家側で、構想、進め方、灌漑やアグロフォレストリーの規模、実施方法

等、多くの面で意見の相違があった。特に、立ち上げ時には C/P と十分協議し実態調査を行い

共通認識の上に基本構想を固めることが重要であった。 

 

(4)  参加型プロジェクトにおける合意形成、オーナーシップの重要性 

合意形成はされていても、合意後住民からは様々な要求がなされたり、住民の参加が十分

でなかった場合もあった。これは、住民との合意形成、参加意識・オーナーシップが醸成し

ていなかったことが原因で、それらに時間をより注ぐ必要があった。 

 

(5) 適切な物質的援助の重要性 

住民に対する過剰な物質的援助は、自立発展性に負の影響を及ぼす。住民自身が自らの問題

に気づくとともに、問題を解決する能力を備え、また発展の方向性やそのためのプロセスを考

えることが重要である。 

 

(6) プロジェクトスケジュールの柔軟性 

意識の醸成は、多くの投入をしたからと言って得られるものでもなく、ある程度の時間が

必要である。従って、プロジェクトスケジュールには柔軟性があることが望ましかった。 

 

(7) プロジェクトの持続的発展性 

簡易灌漑の導入に関しては、初期投資は大きいが、リボルビングファンドが機能し、他の地

域へ拡大することができれば、効率性の高い事業だと言える。 
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巻末資料 1 プロジェクト全体資料 関係者リスト 

 

1. ドミニカ共和国側関係者 

 (1) スール・フツーロ財団(Fundación Sur Futuro) 

1) スール・フツーロ財団本部 

Melba Segura De Grullón 理事長 

Constanza Casasnovas 局長 

Ramón Santana 天然資源部長 

Alberto Roa Howley 企画評価部長 

 
前関係者 

Alfonso Ferreira 前局長 

Evaydee Pérez Sarraf 元局長 

Oscar Valenzuela 前天然資源部長 

 

2) スール・フツーロ財団パードレ・ラス・カサス事務所 

Luis Piña パードレ・ラス・カサス所長 

プロジェクト・コーディネーター 

Limbert De La Rosa サブコーディネーター、地区担当技術者 

Jorge De Los Santos 造林技術者 

Milton Batista 造林技術者 

Rafael Anibal Montilla Pimentel 灌漑技術者 

Yeison Félix 地区担当技術者 

Eddy Manuel Del Jesús Matos 社会プロモーター 

Yoel Andrison Martínez 社会プロモーター 

 
前関係者 

Elpidio Tineo 前所長（現 GEF プロジェクトコーディネーター） 

Roberto de La Cruz De Los Santos 地区担当技術者 

Nicolás Calderón 社会プロモーター 

Héctor Cruz 前灌漑技術者 
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(2) 環境・自然資源省森林資源次省(Viceministerio de Recursos Forestales, Ministerio de Medio 

Ambiente y Recursos Naturales) 

Bernabé Mañón Rossi 次官  

Ramón Díaz Beard 技術コーディネーター 

Sol Teresa Paredes 企画部職員 

Teresa Disla 森林情報センター職員 

 

前関係者 
Aristide Santana 前次官 

Héctor Miguel Abreu 元次官 

 

(3) 環境・自然資源省パードレ・ラス・カサス事務所 

Jaime Carderón PLC 地域担当官  

 

前関係者 

Obispo Valdez Montero  前 PLC 森林地域担当官  

Obispo Familias 元 PLC 森林地域担当官 
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2. 日本国側関係者 

(1) 在ドミニカ共和国日本国大使館(Embajada del Japón) 

四宮 信隆 特命全権大使 

植松 聡 領 事 

 

前関係者 

岡本 治男 前特命全権大使 

 

(2) 独立行政法人 国際協力機構（JICA） 

1) JICA ドミニカ共和国事務所 

池城 直 所 長 

五味 所 員 

若林 敏哉 所 員 

Huáscar Peña 所 員 

林 美穂 企画調整員（環境） 

 

前関係者 

篠山 和良 前次長 

米崎  法男 元次長 

滝口  暁生 前職員 

国松  マリ 前職員 

 

2) JICA 本部  

宮園浩樹 地球環境部技術審議役 

三次啓都 地球環境部次長兼森林・自然環境グループ長 

遠藤 浩昭 地球環境部森林・自然環境グループ 森林・自然環境保全第二課長

中瀬 亮輔 地球環境部森林・自然環境グループ 森林・自然環境保全第二課 

 

 前関係者 

高野 憲一 地球環境部技術審議役 

小川 登志夫 地球環境部次長兼森林・自然環境グループ長 

安藤 孝之 前 〃 

南雲 孝雄 地球環境部森林・自然環境グループ 森林・自然環境保全第二課 

伊藤 将宏 前 〃 

浅岡 浩章 前 〃 
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(3) 日本人専門家(Equipo de Expertos de la JICA) 

担 当 氏 名 所属機関 

チーフアドバイザー／

流域管理／森林火災 

増井 博明 （社）日本森林技術協会 

アグロフォレストリー 市川 澄雄 （社）日本森林技術協会 
参加型開発 小林 周一 （社）日本森林技術協会 
灌漑農業 古川 数光 NTC インターナショナル株式会社 

ＧＩＳ 宗像 和規 （社）日本森林技術協会 

 

前関係者 

担 当 氏 名 所属機関 

チーフアドバイザー／

流域管理／森林火災 

阿久津 雄三 （社）日本森林技術協会 

 
 



巻末-7 
 

巻末資料 2  プロジェクト全体資料 PDM 及び PO（Ver.3）  

プロジェクト・デザイン・マトリックス(PDM) Ver.3
タイトル：サバナ・イェグア・ダム上流域持続的流域管理計画
対象地域：パードレ・ラス・カサス市の14村落
対象グループ：スールフトゥーロ財団及び環境・自然資源省の技術者
受益者：対象村落住民約8,000人

スーパーゴール

1.2019年までにサバナ・イェグア･ダム上流地域
の森林率が55％となる（現在は53%）。

2.2019年までにサバナ・イェグァ・ダム上流域の住
民の収入が20％向上する。

上位目標

スール・フツーロ財団及び環境･自然資源省の関係職
員から技術指導を受けた地域住民が、その技術を実
践することにより、プロジェクト対象地域（Padre Las
Casasの14村落）の森林資源が適切に管理される。

2014年までに対象地域の森林面積が3％増加す
る。

住民へのインタビュー

プロジェクト目標

スール・フツーロ財団及び環境・自然資源省パードレ・
ラス・カサス森林管理事務所の関係職員の流域管理
に関する技術とプロジェクトを運営するための能力が
向上する。

1. スール・フツーロ財団及びパードレ・ラス・カサ
ス森林管理事務所職員の流域管理に関する技
術力とプロジェクトを運営するための能力が、プ
ロジェクト開始時と比較して、20％以上向上する。

1.インタビュー（CDシー
トを用いて）

2.　対象地住民のスール・フツーロ財団及びパー
ドレ・ラス・カサス森林管理事務所の職員に対す
る満足度が向上する。

2.インタビュー

成果

成果1
対象村落の自然環境や社会経済状況に関する情報
が整理される。

1. 対象村落の自然環境や社会経済状況に関す
る報告書が作成される。

1.調査報告書

2-1. 簡易灌漑農業を導入したコミュニティで森林
面積が110ha以上増加する。

2-1.業務進捗報告書

2-2.  焼畑を行う農家の数が150戸以上減少す
る。

2-2.プロジェクト対象地
域におけるインタビュー
調査

2-3.アグロフォレストリー50ha以上実施される。 2-3.業務進捗報告書

2-４.既存のアグロフォレストリー技術マニュアル
が改定される。

2-4.業務進捗報告書

3-1. 植林計画に基づき植林が110ha以上実施さ
れる。

3-1.業務進捗報告書

3-2. 苗木生産計画に基づき苗木が175,000本以
上生産される。

3-2.業務進捗報告書

3-3. GISを利用した植林地管理簿が作成・更新さ
れる。

3-3.業務進捗報告書

4-1. 住民による消防団が4以上結成される。 4-1.最終業務進捗報告
書

4-2. 森林火災の発生件数が、1年目に対して
40％以上減少する。

4-2.最終業務進捗報告
書

2009年6月12日

成果2
森林保全全般に関する意識の向上を目的として、プロ
ジェクトにおいて作成されるアグロフォレストリー年次
計画及び簡易灌漑農業年次計画に沿って、アグロフォ
レストリー及び簡易灌漑農業の適切な実行がスール・
フツーロ財団及び環境天然資源省の技術者により導
入される。

成果3
スール・フツーロ財団及び環境天然資源省の技術者
が、対象住民のニーズを把握し、各村落毎の植林計
画に沿った活動、評価ができるようになる。

成果4
対象地域において森林火災の予防・消火体制が強化
される。

航空写真及び衛星画像

入手手段 外部条件プロジェクトの要約

住民参加型の流域管理を実施することによりサバナ・
イェグァ・ダム上流域の住民の生活が向上し、サバナ・
イェグァ・ダム上流域の森林が適切に管理される。

指標
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活動 投入

1-1 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象村の自然、社会経済状況を把握し、
分析する。

1-2 流域管理による裨益住民による実践活動、問題、
イニシアティブが整理される。

2-1 プロジェクト実施地域において導入可能なアグロ
フォレストリーシステムを分析する。

2-2 住民の意向を踏まえ、アグロフォレストリーの活動
対象者の選定及びデモサイトの設定を行う。

2-3 住民との対話を通じてアグロフォレストリー年次計
画を作成する。

2-4アグロフォレストリーにかかる技術指導を行う。

2-5 果樹を入手する。

2-6 アグロフォレストリー技術マニュアルを改定する。

2-7 簡易灌漑農業実施のポテンシャルの高い地域を
把握する。

2-8 農民との対話を通じて簡易灌漑農業年次計画を
作成する。

2-9 森林保全を目的にして簡易灌漑農業参加者の合
意形成を支援し、組織化する。

2-10 リボルビングファンドの適用を条件に簡易灌漑
施設を導入する。

2-11 簡易灌漑農業の技術指導を行う。

2-12 灌漑農業実施組織の組織強化を図る。

2-13 灌漑グループの簡易灌漑農業による生産物の
マーケティングを支援する。

2-14　簡易灌漑農業の技術マニュアルを作成する。

2-15 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業の導入
による森林保全にかかるインパクトを分析する。

3-1 住民ニーズに基づき村落毎の植林年次計画を作
成する。

<前提条件>

3-2 植林計画に基づいて苗木生産計画を作成し、苗
木を生産し、配布する。

3-3 植林技術に関する地域住民への技術指導活動を
実施する。

3-4 植林地のモニタリングを実施し、GIS/GPSを活用
した植林地の情報管理を行う。

3-5 森林保全に関する啓発・教育活動を実施する。

4-1 対象地域における森林火災の発生頻度、原因、
消火体制を分析する。

4-2 住民による消防団を結成し、パドレ・ラス・カサス
森林管理事務所との連携による消火  体制を強化す
る。

4-3 住民による消防団に対して技術指導を行う。

4-4 森林火災予防のため啓発・教育活動を実施する。

<日本側>
1.専門家の派遣：リー
ダー/流域管理/森林火
災、
参加型開発/村落組
織、
アグロフォレストリー、
簡易灌漑農業、
GIS/GPS、
業務調整
2.機材の調達：GIS-
GPS、森林火災対策資
機材、コミュニケーショ
ン機材、車両、バイク
3.本邦及び第三国研
修：カウンターパート２
名/年（必要に応じて）

<外部条件>
1.ドミニカ共和国側カ
ウンターパートが頻
繁に代わらない。
2.天然環境資源省が
スール・フツーロ財
団にプロジェクトの
実施を委託した15年
のマスタープラン計
画の契約が続く。
3.異常な気象現象が
起こらない。

<ドミニカ共和国側>
1. プロジェクトの各分野におけるカウンターパート
の配置
2. 補助職員の配置（秘書、運転手）
3. ローカル運営コスト
4. プロジェクト事務所の準備
5. プロジェクト事務所の什器、通信環境等の準備
6. プロジェクト実施のための便宜供与、必要な許
可

プロジェクトの要約 指標 入手手段 外部条件
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4 7 10 １ 4 7 10 １ 4 7 10 １ 4 7 10 １

1-1 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象村の自然、社会経済状況を把握し、分析する。

a 気候（降雨量、気温等）、植生、水資源等の調査を実施し、自然
状況に関する基礎的な情報を得る。

b
対象地域内のインフラ、住民組織、土地利用状況、市場等の社
会経済調査を実施する。

1-2 流域管理による裨益住民による実践活動、問題、イニシアティブが
整理される。

a 対象地域住民の森林資源の伝統的な利用、ルール、管理に関し
て調査する。

b
森林資源の減少等に伴い発生してきたプロジェクト対象地域の
問題点に関して整理する。

2-1 対象地域において導入可能なアグロフォレストリーを分析する。

a ドミニカ共和国で既に実施されているアグロフォレストリー技術の
現状を把握する。

b 導入可能なアグロフォレストリーを選択する。

2-2 住民の意向を踏まえ、アグロフォレストリーの活動対象者の選定及
びデモサイトの設定を行う。

2-3 住民との対話を通じてアグロフォレストリー年次計画を作成する。

a アグロフォレストリーを導入する際の基本方針を作成する。

b 対象地域住民に対して、プロジェクトの基本方針を説明し、対象
者を選定する。

c グループ指導と展示を目的としたデモファームを数箇所選定す
る。

2-4 アグロフォレストリーの技術指導を行う。

a デモンストレーション農地において、対象者への技術指導を実施す
る。

b 対象者の農地を訪問し、実施状況の確認及び技術指導を行う。

2-5 果樹苗木を入手する。

a アグロフォレストリーの活動対象者から樹種毎の必要本数を聞き
取る。

b リボルビングファンドにより果樹苗木を調達し、配布する。

2-6 アグロフォレストリーの技術マニュアルを改訂する。

a 既存の技術マニュアルを分析し、不足している必要な情報箇所
を把握する。

b 改訂版のマニュアルを作成する。

2-7 簡易灌漑農業実施のポテンシャルの高い地区を把握する。

a 営農実態と水源の状況を把握する。

b 適地を選定する。

2-8 農民との対話を通じて簡易灌漑農業年次計画を作成する。

2-9 森林保全を目的にして簡易灌漑農業参加者の合意形成を支援し、
組織化する。

a 簡易灌漑農業を導入する際の基本方針を作成する。

b 対象地域住民に対して、プロジェクトの基本方針を説明し、対象
地区を選定する。

ｃ 地区毎に簡易灌漑農業実施組織を設立する。

2-10 リボルビングファンドの適用を条件に簡易灌漑施設を導入する。

a 灌漑施設の導入に関する合意形成を行う。

b 住民参加による灌漑工事を支援する。

2-11 簡易灌漑農業の技術指導を行う。

a 条件に応じた導水、配管方法を指導する。

対象村落の自
然環境や社会
経済状況に関
する情報が整
理される

Responsibl
e Persons

Expected
outcomes

                                                            Plan of Operation (PO)   Ver.3
2009年6月12日

Activities 2008※

Remarks2006※ 2007※ 2009※

対象地域にお

いて、森林保
全に対する意

識を向上させ

るためのアグ
ロフォレスト

リー及び簡易
灌漑農業が適

切に導入され

る。
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4 7 10 １ 4 7 10 １ 4 7 10 １ 4 7 10 １

b 灌漑を用いた栽培技術を指導する。

ｃ 簡易灌漑施設の維持管理方法を指導する。

2-12 灌漑農業実施組織の組織強化を図る。

2-13 灌漑グループの簡易灌漑農業による生産物のマーケティングを支
援する。

2-14 簡易灌漑農業の技術マニュアルを作成する。

a 簡易灌漑農業に関する情報を集積する。

b マニュアルを作成する。

2-15 アグロフォレストリー及び簡易灌漑農業の導入による森林保全へ
のインパクトを分析する。

a 自然資源の管理や保護に関して住民の意識の変化を調査する。

b 植林地や休耕地での森林火災の頻度等、既存資料を確認し分
析する。

|

3-1 住民ニーズに基づき村落毎の植林年次計画を作成する。

a 対象地域住民に対して、プロジェクトの基本方針を説明し、対象
地区を選定する。

b 対象地をGPSを用いて測量する。

c 対象地の植林樹種と本数を決定する。

3-2 植林計画に基づいて苗木生産計画を作成し、苗木を生産し、配布
する。

a 苗木生産計画を作成する。

b 現状を確認し、苗木生産システムを改善する。

c 苗木を生産する。

ｄ 苗木を配布する。

3-3 植林技術に関する地域住民への技術指導活動を実施する。

3-4 植林地のモニタリングを実施し、GIS/GPSを活用した植林地の情報
管理を行う。

a 植林地の情報管理のシステムを改善する。

b 植林地のモニタリングを実施する。

c 植林地の情報を入力する。

3-5 森林保全に関する啓発・教育を実施する。

4-1 対象地域における森林火災の発生頻度、原因、消火体制を分析す
る。

a 森林火災の実態を把握する。

b 森林火災の発生要因及び消火体制を分析する。

4-2 住民による消防団を結成し、パドレ・ラス・カサス森林管理事務所と
の連携による消火  体制を強化する。

a 住民による消防団を結成する。

b パドレ・ラス・カサス森林管理事務所と消防団の連絡体制を構築
する。

4-3 住民による消防団に対して技術指導を行う。

4-4 森林火災の予防のための啓発・教育活動を実施する。

a 森林火災予防のためのパンフレットやポスターを作成する。

b 森林火災予防キャンペーンを実施する。

※日本の会計年度

対象地域にお
いて森林火災
の予防・消火
体制が強化さ
れる

対象住民の
ニーズを把握
し、村落毎の
植林年次計画
に沿った活
動、評価が出
来るようにな
る

Activities
Responsibl
e Persons

2006※ 2007※ 2008※ 2009※

Remarks
Expected
outcomes
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巻末資料 3  プロジェクト全体資料 参加型手法による各村落の事業実

施手法 
 

事前調査の段階から、簡易灌漑農業とアグロフォレストリーをインセンティブとした参加型流

域管理アプローチがプロジェクト戦略と位置づけられている。参加型手法は、インセンティブ事

業のうち、特に組織的な活動が不可欠な、簡易灌漑農業実施における住民の主体的参加の促進を

目的に活用した。具体的には、図１の流れに沿って、住民へのインタビュー、参加型ワークショ

ップにより村落にかかる基礎情報入手、村落ニーズの確認を行うとともに、流域管理にかかる意

識の醸成、参加へのモチベーションの高揚を図った。その後、簡易灌漑導入にかかる合意形成を

行った。合意形成段階ではスタディツアーを実施し、灌漑先進地域の経験を共有し、モチベーシ

ョンを更に高めるとともに、住民の自立的発展や森林保全の重要性の認識を深めた。合意形成後、

住民参加による簡易灌漑工事を開始した。工事期間中は毎週の定例ワークショップを通じて、進

捗状況の確認、問題の発見と解決策の検討、次週の予定の確認などに努めた。 
簡易灌漑施設完成後は、組織的な施設の運営・維持管理、営農、販売等にかかる支援を、ワー

クショップ、スタディツアー、OJT を通じて実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

参加型手法による各村落の事業実施 

農村基礎調査（KII） 

村落一般情報/村落組織/土地所有/農業生産/問題・ニーズ/

森林利用・流域管理/森林火災/外部援助等 

灌漑ポテンシャル調査 

農村基礎調査（参加型ワークショップ） 

1. 村落マップ作成 
2. 土地利用システムの把握 
3. 生産カレンダー作成 
4. 問題分析 

灌漑導入ニーズの確認モチベーションの高揚 

簡易灌漑導入村落の選定

簡易灌漑参加住民との合意形成（ワークショップ） 

住民参加による簡易灌漑施設工事の実施 

1. 無償の労務提供 
2.2. 定例ワークショップ

 
参加型による実施 

住民参加による簡易灌漑農業支援 

主な手法：ワークショップ、スタディツアー、OJT 

主なテーマ： 

1. 簡易灌漑施設の運営、維持管理 
2. 営農（技術面、経営面） 
3. 灌漑組合の組織強化 

簡易灌漑施設完成後 
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以下に、それぞれの実施手法を整理した。 
 

a. 農村基礎調査（キーインフォーマントインタビュー: KII） 

プロジェクト対象 14 村落において、KII により村落ごとの基礎情報の収集を行った。KII

は巻末資料 4 の様式を使って村落一般情報、土地所有、農業生産、問題・ニーズ、森林利用・

流域管理、森林火災、外部援助等について行った。また、村落組織については、村落内の全

ての組織をリストアップし、各組織の目的、メンバー、設立年、活動、SWOT（強み、弱み、

機会、脅威）、リーダーシップを整理した。 

 

b. 農村基礎調査（ワークショップ） 

簡易灌漑農業の導入のポテンシャルが低い村落において、住民が過度の期待を招かないよ

うワークショップは灌漑ポテンシャル調査の結果から簡易灌漑導入の候補に挙げられた村落

のみで行った。 

ワークショップは、グループワークにより(i) 村落マップ作成、(ii) 土地利用システムの把

握、(iii) 生産カレンダー作成を行い、その後、参加者全員により(iv) 問題系図作成による問

題分析を行った。 

(i)～(iii)は、村落における土地利用状況、農業生産の規模・方法・作目、土地利用形態、生

産サイクル、生産活動やその他の主な活動の時期など、プロジェクト実施の基礎となる情報

の収集を目的として実施した。 

(iv)は問題系図の作成を通じ、参加者が村落の問題を共有し、解決に向けて何をすべきかを

考える場を提供するとともに、プロジェクトへの参加の動機付け、オーナーシップの醸成を

図った。 

 

c. 簡易灌漑農業参加住民との合意形成（ワークショップ） 

簡易灌漑農業参加住民との合意形成プロセスは、村落の状況により柔軟に進めるが、基本

的には次の流れとした。 
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合意形成プロセス 

 

各ステップの概要は以下のとおりである。 

(i) 簡易灌漑農業にかかる基本的コンセプトの説明 

簡易灌漑の方法、面積・参加者数、灌漑組合の結成、リボルビングファンドの適用、

労務提供、焼畑の中止、植林の実施、山火事防止隊への参加など基本的コンセプトに

ついてプロジェクト側（JICA チーム及びスール・フツーロ財団）から説明する。 

 

(ii) 参加希望者のリストアップ 

プロジェクトの公平性に考慮して、この段階ではまだメンバーを絞り込まず、オープ

ンな形で参加希望者をリストアップする。 

 

(iii) スタディツアーによる先進地域の経験の共有 

(ii)でリストアップされたメンバー候補者の中から代表者を選び、簡易灌漑農業先進地

域のSan José de Ocoaへのスタディツアーを実施する。代表者の選考は住民に委ねる。

また、スタディツアー実施後プレゼンテーションを行い、参加しなかった住民と情報

を共有する。スタディツアーでは主に以下の事項について先進地域住民の経験を聞き、

モチベーション及び意識が高まることを期待する。 

１．簡易灌漑農業にかかる基本的コンセプトの説明

２．参加希望者のリストアップ 

３．スタディツアーによる先進地域の経験の共有 

４．参加者の選定基準の作成 

５．参加者の選定 

６．基本方針の各項目への合意 

８． 組合の目的設定、役員選出、責任・役割分担、そ

の他規約作成 

９．参加メンバーの農地の確認及び必要に応じた調

整（農地の分散を避け集約化するため） 

７．簡易灌漑農業組合の結成 
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 簡易灌漑農業の便益 

 先進事例におけるヒストリー（成功要因、困難の克服等） 

 住民主体の維持管理の重要性、及びそのためのシステム 

 組織化の重要性 

 森林保全活動の重要性 

 

(iv) 参加者の選定基準の作成と選定 

投入量、工事の難易度、水源の水量などから灌漑規模は約 300 タレア（約 18 ha）、メ

ンバー30 農家、１農家当り 10 タレアを基本としている。したがって、参加希望者が

多い場合は参加者の選定が必要となる。参加者の選定が公平かつ透明性を持って行わ

れるよう、選定基準を作成する。プロジェクト側は選定基準の例を示すなど一定の方

向付けはするが、最終的な選定基準は住民自らが決め、選定も住民自らが行う。 

 

(v) 基本方針の各項目への合意 

灌漑農業組合の結成・参加、植林の実施、焼畑の放棄、灌漑農地の調整、労務の提供、

山火事防火団への参加についての合意書を作成し、署名を得る。 

 

(vi) 灌漑農業組合の結成 

上記(v)の合意に基づき灌漑農業組合を結成する。 

 

(vii) 組合の目標設定、役員選出、責任・役割分担、その他の規約作成 

プロジェクト側は、組合の目的、メンバー、役員構成、役員の権限・責務、維持管理

費の徴収、リボルビングファンドなどについて定めた組合規約のモデルを提示し、住

民ワークショップで住民の意見を反映させて決定する。 

 

(viii) 参加メンバーの農地の確認及び必要に応じた調整 

メンバーの所有農地が灌漑対象地から離れた箇所や高所に位置する場合、灌漑施設設

置工事及び管理の効率化を図るため、他のメンバーの農地の貸与などにより調整し、

灌漑対象農地を集約する。 

 

 

d. 住民参加による簡易灌漑施設工事の実施 

簡易灌漑施設の工事段階では、週一回の定例ワークショップを実施する。定例ワークショ

ップの議題は、参加状況、工事進捗状況、問題点、次週の予定を基本とする。 
 

e. 住民参加による簡易灌漑農業支援 

簡易灌漑施設完成後の営農段階では主として次のような活動を実施した。 
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テーマ 主な手法 

営農 

・ 基本的栽培技術（野菜及び果樹） 

・ 農業経営（会計、減価償却、マイクロクレジット） 

・ 市場価格を考慮した作物選定 

・ 生産計画作物（カレンダー作成） 

・ 土壌保全対策 

・ 販売 

・ 有機農業（ミミズ堆肥、有機忌虫剤等） 

ワークショップ 

個別指導 

スタディツアー 

簡易灌漑農業の施設の運営、維持管理 

・ 施設の維持管理 

・ 運用方法（ローテション、操作） 

OJT 

ワークショップ 

定例ミーティング 

灌漑組合の運営 

・ 組合規約 

・ リーダーおよび役員の能力向上 

・ 組織的な維持管理活動 

定例ミーティング 

ワークショップ 

OJT 
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巻末資料 4. プロジェクト全体資料 農村基礎調査様式 
Paraje:            

Sección:           

Municipio:           

Día de Entrevista:         /          / 2006  

Responsables:           

 

Nombre Organización Cargo 
   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

Informantes 
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Tema Descripción 

Año de fundación  Superficie Tareas aprox.

Antecedentes de 
fundación 

 
 

Poblac. / No. famil. 
♂      ♀        / 

No. de familia c/ emigrante laboral familias

Escuela prim. Si / No  Hasta qué grado? Escuela secund. Si/No   Hasta qué grado? 

Información 
general del 

paraje 

Inst. médica y de 
salud 

Si / No 
(                          ) 

Médico ó enfermera 
(                                    ) 

Nombre de la organización  

Año de fundación  

Nombre de 
líder 

 Modo de 
selección 

 

  

  
Cargos de directivos

  

 

 

 
Comités 

 

Frecuencia de junta 
directiva 

 

Junta de 
Asociación, 

Asociación ú otra 
organización que 

representa el 
paraje 

Frecuencia de 
asamblea general 

 % de 
participación 

♂/♀ 

Nombre Campo y generalidad de las actividades Nombre de líder 

  
 
 

 
 

  
 
 

 
 

  
 
 

 
 

Organizaciones 
de la 

comunidad 

Otros grupos 
(para algún 
proyecto ó 

programa, ú otros 
grupos 

voluntarios) 

  
 
 

 
 

Terreno 
comunal 

       tareas 
aprox. 

Terreno 
privado 

           % 
No. de fam. sin 
terreno propio 

 

Situación de tenencia ú derecho de uso del 
terreno (incluso la situación de documentos)  

Tenencia de 
terreno 

Tamaño de terreno Grande       tareas ～ Pequeño       tareas, Promedio        tareas 
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Tema Descripción 

Productos agrícolas 
principales 

     

Productividad 
 

qq/tarea
qq/tarea qq/tarea qq/tarea qq/tarea

Productos agrícolas 
principales 

     

Productividad 
 

qq/tarea
qq/tarea qq/tarea qq/tarea qq/tarea

Productos pecuarios 
principales 

     

Orden de importancia de 
ingresos en efectivo 

Productos agrícolas  /  Productos pecuarios  /  Venta de leña  /  Labor agrícola  
/ Emig. laboral  / Otros
(                                                                ) 
(Ingreso promedio por venta de productos 
agrícolas:                                       ) 

Principales mercados 
 
 

Producto 
Cantidad de 
venta (qq) 

Precio por qq. Ganancia 

 qq RD$ RD$ 

 qq RD$ RD$ 

 qq RD$ RD$ 

 qq RD$ RD$ 

 qq RD$ RD$ 

 qq RD$ RD$ 

Inversión p/ insumo  -RD$ 

Inversión p/ jornalero  -RD$ 

Ingreso por producción 
agrícola (un caso de un 
productor representativo) 
 
(Terreno agrícola: 
            tareas) 

Saldo  RD$ 

Permanente      
tareas 

Superficie de terreno 
agrícola 

                    
tareas 

Con riego  
tareas 

Migratorio      
tareas 
(con quema) 

Migratorio    
tareas 
(sin quema) 

Otros       
tareas 
(                
 ) 

Permanente No. de familias agricultores 
En total            
familias Con riego 

Migratorio 
(con quema) 

Migratorio 
(sin quema) 

Otros tipos 
(                
  ) 

Producción 
agropecuaria 

Potrero            tareas 
(en total) 

Pasto introducido  
tareas 
(permanente) 

Pasto natural  
tareas 
(permanente) 

Pasto natural          tareas 
(en rotación con cultivo y 
barbecho) 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

Principales 
problemas y 
necesidades 

del paraje 

 
 

 



 

巻末-20 
 

Tema Descripción 

Área boscosa                       tareas aprox. 

Situación de degradación y 
disminución de los 
bosques, sus causas e 
influencia sobre la 
degradación de cuenca 

 
 
 
 

Erosión, pérdida y 
degradación de suelo, y 
sus influencias 

 

Usos y funciones 
principales de los bosques 

    

Costumbres y reglas con 
respecto al uso de los 
recursos forestales 

 

Conciencia de los 
pobladores con respecto a 
la importancia del manejo 
de cuenca y conservación 
de los bosques  

 

Actividades de los 
pobladores para manejo de 
cuenca, conservación de 
los bosques y conservación 
de suelo (No. de familias 
participantes) 

 

Tipo de uso doméstico de 
los productos forestales 

    

Necesidad de reforestación 
(objetivo, especies, 
superficie, No. de plantas) 

    

Principales productos 
forestales para venta 

    

Uso forestal y 
manejo de 

cuenca 

Situación de recolección de 
leña y su demanda 

 
 
 
 

No. de 
incidencia 

Este año:          /  Últimos años (      años anteriores):        

Incidencia de incendios 
forestales en los últimos 
años Causas 

principales 
 

Incendios 
forestales 

Medidas principales contra 
incendios forestales 
(estatutos, reglas, 
brigadas, brechas 
cortafuegos, etc.) 
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Tema Descripción 

Título del Proyecto Donante 
Generalidades (campo y contenido; No. de participantes; periodo; 
resultados, etc.) 

 
 
 
 
 

  

 
 
 
 

  

   

E
n 

E
je

cu
ci

ón
 ó

 g
es

tió
n 

 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

  

   

   

Proyectos de 
apoyos de 
entes externos 
y sus 
generalidades 

Te
rm

in
ad

os
 

   

 

 

 

Eventos principales de la 
comunidad y sus fechas 

 

Posibilidad de realizar los 
talleres en sábados y 
domingos 

 

Situación de la 
comunidad 

Existencia de conflictos con 
las comunidades aledañas, 
y sus motivos 
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Se anotarán los renglones de abajo a través de observación in situ y entrevistas: 

Características de 
distribución de casas 

 

Características de la 
topografía 

 

Características de uso 
del suelo 

 

Infraestructuras básicas 
(caminos, puentes, luz, 
suministro de agua, 
entre otras) 

 

Situación actual de los 
bosques (distribución, 
tipo forestal, especies 
importantes, etc.) 

 

Situación de fuente de 
agua para riego 
(distancia, caudal, época 
seca y su caudal en esa 
época, etc.) 
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巻末資料 5 簡易灌漑農業資料 ポテンシャル調査結果 

Los Periquito A Los Naranjos A El Derrumbado A

(1) 農家数

(2) 村落状
況

(3) Arroyo Guayuyal B+ Arroyo Guayuyal B+ Arroyo Ventura A

水源名 Arroyo Guayubal Arroyo Guayubal Cañada de los negros (村落

の背後の山間)
水量（特に乾季） 十分。源流に温泉が湧き出

ており、酸性度が強い可能
性がある。

○
十分。源流に温泉が湧き出
ており、酸性度が強い可能
性がある。。

○
乾季には水量が不足する可
能性がある（確認が必要）

？

距離（農地まで） 4 - 5 km ○ 4 - 5 km ○ 2 - 3 km ◎

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）

河川沿いにパイプラインを
設置。礫が多い。その他は
特に問題無し。

○
特に無し。但し、農地の最
高地点に送水するには標高
が足りない可能性がある。

○

特に問題無し、20年前に別
プロジェクトで設置した灌漑
施設（現在は使用不可)の
パイプが残っている。

◎

水源名
Arroyo Ventura
(LasCuevas川を挟み対岸) Arroyo Guayuyal B+ Arroyo Ventura A

水量（特に乾季）
十分　（乾季：約400タレア分
の水量）

◎
十分　（乾季：約600タレア分
の水量）

◎
十分　（乾季：約400タレア分
の水量）

◎

距離（農地まで） 3 - 4 km ◎ 6 - 7km ○ 3 - 4 km ◎

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）

取水地からLasCuevas川横
断地までは平坦。川を横断
するには、洪水対策を取る
必要があり、簡単ではない。

△
Arroyo Guayubalの支線。最

初の2kmは礫が多く、設置
に注意が必要。

○
途中の1.0km程度は、崖沿
いを通るため、施工に注意
を要する。

◎

水源名 Arroyo Guayuyal B+ - -
水量（特に乾季） 十分　（乾季：約600タレア分

の水量）
◎ - -

距離（農地まで） 5 - 6km ○ - -

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）

Arroyo Guayubalの支線。最

初の2kmは礫が多く、設置
に注意が必要

○ - -

(4) A‐ A A‐

農地の状況（傾斜度
等）

村落周辺に位置する。山側
は多少の傾斜があり。川側
は平坦であるが礫が多い。

○
村落周辺に位置する。山側
は多少の傾斜があるが、広
大な土地が広がる

◎
ほぼ平坦、全体的に礫が多
い（特に上流側）。

○

農地の概算面積
山側: 18 ha (300 tareas)
川側: 10 ha (160 tareas) ◎ 40 ha (600 tareas) ◎

村落周辺: 10 - 15 ha
(200tareas) ◎

家屋からの距離 0.5km以内 ◎ 0.5km ◎ 村落周辺 ◎

(5) アクセス
村落、農地までの道

路状況
良好 A 良好 A

幹線道路までの集落道（約
500m）は、河川沿いで状況
が悪い

B+

(6) 栽培作
目 現況

導入後の栽培形態

収穫物の運搬方法
（市場まで）

(7) 施設
特に必要な農業施

設

(8) 技術に
関わる
補足事

項

(9) 村落組織 現況の村落組織状況 良く組織化された住民組織が7
つ存在する A

いくつかの住民組織が存在す
る。 A

いくつかの良く組織された住民
組織が存在する。 A

中核農家の存在 率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

村落内の問題 特に問題なし。 A 特に問題なし。 A 隣の集落（Los Cambrones)を含
める必要がある。

A

水源(a)：貯水池

水源(b)：河川横断施設、貯水池

水源(a)

水源(b)

水源(c)

農地候補の状況

山と Las Cuevas川に挟まれ、幹
線沿い (村落中心は平坦、山側
は傾斜地)

山と Las Cuevas川に挟まれ、幹
線沿い (平坦地)

?

水源候補の状況
              -> 選択された水源

豆類、メイズ、果樹類

73
山と Las Cuevas川に挟まれ、幹
線沿い (村落中心は平坦、山側
は傾斜地)

125 39

豆類、メイズ、果樹類

野菜、アグロフォレストリー

仲買人に売却

野菜、果樹

隣の集落の Los conbrones (99年

の洪水で対岸の村へ非難)へパ
イプラインを延長する。

Los Periquito村落と水源を同じに
し、パイプを共有する場合、建設
コストを安く出来る。但し、両村落
間での調整は必要

豆類、メイズ、果樹類

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却

Los Naranjos村落と水源を同じに
し、パイプを共有する場合、建設
コストを安く出来る。但し、両村落
間での調整は必要。

技
術

貯水池 貯水池

社
会
状
況

項目
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La Siembra A Botoncillo B+ El Joval B+

(1) 農家数

(2) 村落状
況

(3) Arroyo Guarico B+ Arroyo el Jobal A Arroyo el Jobal A

水源名 Arroyo Guarico B+ Arroyo el Jobal A Arroyo el Jobal A

水量（特に乾季）
十分 ◎

乾季の水量のチェックは必
要（聞取りからは十分であ
る）

◎? 乾季の水量のチェックは必
要（聞取りからは十分）

◎?

距離（農地まで） 4 - 5km ○ 3 - 4 km ◎ 1 - 2 km ◎

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）

ルートの最標高地点の確認
は必要。ルートは河川沿い
の急斜面に位置し、施工は
難しい。

○

Botoncillo とEl joval集落へ
既にパイプラインが設置さ
れているが、取水施設に不
備があり、機能していない。

◎

Botoncillo とEl joval集落へ
既にパイプラインが設置さ
れているが、取水施設に不
備があり、機能していない。

◎

水源名 Arroyo La Siembra Caña veleda vellaca Caña veleda vellaca

水量（特に乾季） 乾季の水量の確認が必要
（既に飲料水用に使用され
ている）

? 十分な水量が得られない。
確認が必要

△? 十分な水量が得られない。
確認が必要

△?

距離（農地まで） 2 - 3 km ◎ 1 - 2 km ◎ 1 - 2 km ◎

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）

ルートの最標高地点の確認
は必要。

○ 良好 ◎ 良好 ◎

水源名 - - -
水量（特に乾季）

- - -

距離（農地まで） - - -

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）
- - -

(4) A- B＋ B+

農地の状況（傾斜度
等）

集落の背後の山間に位置
する。広大な平坦地が確保
できる。

◎
集落近隣の小山の頂上辺
り。大部分の土地に傾斜が
ある。

○
集落近隣の小山の頂上辺
り。大部分の土地に傾斜が
ある。

○

農地の概算面積 60 - 70 ha (約1,000 tareas)、 ◎ 25 - 30 ha (500 tareas) ○
15 - 20 ha (300 tareas)―大
半が傾斜地

○

家屋からの距離
山側へ1.0 - 2.0 km。現在道
路を新設している。

○ 0.5 km ◎ 0.5 km ◎

(5) アクセス
村落、農地までの道

路状況
良好 A

幹線道路の状況は良くな
い。特にImedio川は雨季に
横断するのが難しい。

C+
幹線道路の状況は良くな
い。特にImedio川は雨季に
横断するのが難しい。

C+

(6) 栽培作
目 現況

導入後の栽培形態

収穫物の運搬方法
（市場まで）

(7) 施設
特に必要な農業施

設

(8) 技術に
関わる
補足事

項

(9) 村落組織 現況の村落組織状況 いくつかの良く組織された住民
組織が存在する。 A

いくつかの住民組織が存在す
る。 A

住民組織は１つのみ。
B

中核農家の存在 率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

現在時点で中心になりうる農家
が数人存在する。 A-

村落内の問題 特に問題なし。 A 特に問題なし。 A 特に問題なし。 A

水源(a)

水源(b)

水源(c)

農地候補の状況

300
山に囲まれた地域。幹線道路は
近くと通っておりアクセスは良
い。

山間地だが、小山の頂上に位置
する。

14

水源候補の状況
              -> 選択された水源

豆類、メイズ、果樹類、キャッサバ

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却

55
山間地の小山の頂上に位置す
る。

豆類、果樹類、キャッサバ、少量
の野菜

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却、野菜は農民自身
で市場に運ぶ

豆類、メイズ、果樹類(コーヒー,
アボカド),イモ類

取水施設を修復し、配水施設を
設置すれば、安価で灌漑施設の
導入が出来る。しかし、アクセス
に難がある。

取水施設を修復し、配水施設を
設置すれば、安価で灌漑施設の
導入が出来る。しかし、アクセス
に難がある。

農地への道路が完成した後、ア
クセスは非常に良くなる。El
Desecho集落への供給も考慮に
入れる。

技
術

貯水池（2箇所） 取水施設の修復

社
会
状
況

項目

特に無し
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Gajo de Monte B+ Las Lagunas B？ El Desecho B

(1) 農家数

(2) 村落状
況

(3) Caña de la Laruerta A?
2-3km先で建設中の飲料水

用のタンク
B? Arroyo Guarico B-

水源名 Caña de la Laruerta A? 2-3km先で建設中の飲料水
用のタンク

B? Arroyo Guarico B-

水量（特に乾季）
乾季の水量のチェックは必
要（現在使用中）

◎?
飲料水と共用になるため、
水量のチェックは必要（300
タレア程度）

○
？

十分 ◎

距離（農地まで） 1 - 2 km ◎ 2 - 3 km ◎ 8 - 9 km △

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）
良好 ◎ 良好 ◎

La Siembraと水源を共有。タ

ンクから La siembra集落を
通り、集落へ送水される。

○

水源名 Caña de Vallectto A? Arroyo Guarico Arroyo La Siembra

水量（特に乾季）
乾季の水量のチェックは必
要

◎? 十分 ◎
乾季は水量が足りなくなる。
既に飲料水に使用。

○?

距離（農地まで） 2 - 3 km ◎ 5 - 6km ○ 2  - 3 km ◎

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）
良好 ◎

集落周辺の農地に引く場合
は、尾根沿いにルートを取
るため、標高のチェックは必
要

○ 良好 ○

水源名 Arroyo Rabon A? - -
水量（特に乾季）

乾季の水量のチェック ◎? - -

距離（農地まで） 1 - 2 km ◎ - -

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）
良好 ◎ - -

(4) A‐ A / B- A‐

農地の状況（傾斜度
等）

集落の背後、山の麓周辺。
緩やかな傾斜がある

○
(i) 集落周辺：平坦地

(ii) 尾根沿い：傾斜地
◎
○

村落周辺の山側：緩やかな
傾斜

◎

農地の概算面積 25 - 30 ha (500 tareas) ◎
(i)300タレア以上

(ii)300タレア以上-傾斜地
◎
○

5 - 10ha (150 tareas) ○

家屋からの距離 1.0 km ◎
(i) 集落周辺

(ii) 2 - 3 km
◎
△

0.5km ◎

(5) アクセス
村落、農地までの道

路状況

幹線道路の状況は良くない。特に
Imedio川は雨季に横断するのが難

しく、道が崩れることもある。
C

(i) 良好

(ii) 集落よりも遠く、運搬に
難しい。

◎
△ Good A

(6) 栽培作
目 現況

導入後の栽培形態

収穫物の運搬方法
（市場まで）

(7) 施設
特に必要な農業施

設

(8) 技術に
関わる
補足事

項

(9) 村落組織 現況の村落組織状況 いくつかの住民組織が存在す
る。 A

いくつかの良く組織された住民
組織が存在する。 A

住民組織は１つのみ。
B

中核農家の存在 率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

現在時点で率先して農民を率
いる農家が１－２人程度存在す
る。

A

村落内の問題 特に問題なし。 A 特に問題なし。 A 特に問題なし A

水源(a)

水源(b)

水源(c)

農地候補の状況

16
山間地、谷沿い

水源候補の状況
              -> 選択された水源

豆類、果樹類、メイズ、野菜

山と Las Cuevas川に挟まれ、幹
線沿い 。高台に位置する。

667
盆地形。周りの集落より標高が高
い。

128

仲買人に売却、野菜は農民自身
で市場に運ぶ

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

豆類、果樹類、メイズ、キャッサバ
(自家消費)

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却

豆類、果樹類、キャッサバ、少量
の野菜

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却、野菜は農民自身
の車で市場に運ぶ

15 - 20 農家は彼ら自身で水を引き灌漑

農業を実施している。新規に灌漑施設を
導入する場合、調整は必要。また、3水源

が集落に近いことから、この3つより水を

引くことも考える。

La Siembraと水源を共有予定。新規のタンクが2007年2月頃に完
成予定。共有の可否を検討予
定。

技
術

貯水池

社
会
状
況

項目

特に無し
(a) 飲料水用のタンクに接続

(b) 特に無し
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El Limon B El Chocho-Juan Luciano B La Majaguita B

(1) 農家数

(2) 村落状
況

(3) Arroyo Guarico or Rio
Grande A- Arroyo Guarico or Arroyo

Hondo A- Caña de Vallectto or Arroyo
Majaguita B

水源名
Arroyo Guarico or Rio
Grande A- Arroyo Guarico or Arroyo

Hondo A- Caña de Vallectto or
Arroyo Majaguita B

水量（特に乾季）
十分 ◎ 十分 ◎ 十分 ◎

距離（農地まで） 2 - 3 km ◎ 2 - 4 km ◎ 4 - 5 km ○

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）

河川沿いに位置し礫が多
い。取水施設を考慮する必
要はあり。

○
河川沿いに位置し礫が多
い。取水施設を考慮する必
要はあり。

○
ルートは起伏が激しい(最標
高地点と最低地点との差は
約100m)

△

水源名 Cañada Seco - 集落周辺の渓流

水量（特に乾季）
乾季の水量チェック ○? - 乾季の水量のチェック

△
？

距離（農地まで） 2 - 3km ◎ - 1 - 2 km ◎

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）

良好、別プロジェクトで飲料
水、灌漑用のタンクが既に
設置されている (2 タンク－9
農家用)

◎ - 良好。既に飲料水用の蛇口
が設置されている

◎

水源名 渓流 (Arroyo Guarico左岸) ？ - Caña de Vallectto
水量（特に乾季）

乾季の水量チェック ？ - 乾季の水量のチェック ○?

距離（農地まで） 1 - 2km ◎ - 2 - 3km ◎

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）
- -

良好: Gojo de monte を通過
し、道路沿いにパイプを設
置

◎

(4) A‐ B A‐

農地の状況（傾斜度
等）

(i) 右岸側：平坦地

(ii)左岸側：平坦地、多少の
傾斜

◎

集落周辺、河川沿い：傾斜
地 (土地のオーナーは集落

外に住んでいる)
○

(i) 集落の背後: 緩やかな傾

斜、(ii) 集落の下流側: 傾斜
地

○

農地の概算面積
(i) 10 - 15ha (200 tareas)
(ii) 5 - 10ha (150 tareas) - ○ 4 - 8ha (96 tareas) △

(i) 10 - 15 ha (200 tareas)
(ii) 10 - 15 ha (200 tareas) ◎

家屋からの距離
(i) 水源 (a) :0.5 km
(ii) 水源(a) :0.5 - 1 km ◎ 0.5 km ◎

(i) 0.5km
(ii) 0.5km ◎

(5) アクセス
村落、農地までの道

路状況

"Rio Imedio川"の横断は難
しい。特に雨季は通行でき
ないこともある。

B 幹線道路の状況は良くな
く、アクセスに不便である。

B
幹線道路の状況は良くな
い。特にImedio川は雨季に
横断するのが難しい。

C

(6) 栽培作
目 現況

導入後の栽培形態

収穫物の運搬方法
（市場まで）

(7) 施設
特に必要な農業施

設

(8) 技術に
関わる
補足事

項

(9) 村落組織 現況の村落組織状況 住民組織は１つのみ。
B

住民組織は１つのみ。
B

いくつかの良く組織された住民
組織が存在する。 A

中核農家の存在 現在時点で率先して農民を率
いる農家が１－２人程度存在す
る。

A
中心となりうる農家が、現時点
では見当たらない。 B

率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

村落内の問題 特に問題なし A 特に問題なし A 特に問題なし A

水源(a)

水源(b)

水源(c)

農地候補の状況

12
山間地（Los Lagunasより川へ下
る途中）

13
Arroyo Guarico沿い (山の麓)

水源候補の状況
              -> 選択された水源

豆類、果樹類、メイズ、キャッサバ

33
山間地、山の中腹に位置する。

仲買人に売却

豆類、果樹類、メイズ、キャッサバ

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却

豆類、果樹類、メイズ、キャッサバ

野菜, 豆類, アグロフォレストリー 野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却

9農家は既に灌漑施設を保持し

ている(8 農家は飲料水用施設を

持っている)

多くの土地のオーナーが別の集
落に住んでおり、調整が難しい

技
術

社
会
状
況

項目

特に無し 特に無し Area (ii): 貯水池
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La Meseta B- Caña de Castilla B-

(1) 農家数

(2) 村落状
況

(3) Arroyo del Higo
(across Rio Cuevas) B? 集落内で建設中の飲料水用のタ

ンク
B?

水源名
Arroyo del Higo
(across Rio Cuevas) B? 集落内で建設中の飲料水

用のタンク
B?

水量（特に乾季）
乾季の水量チェック（数人が
個人で水を引いている）

？
飲料水と共用になるため、
水量のチェックは必要（300
タレア程度）

○
？

距離（農地まで） 2 - 3 km ◎ 2 - 3 km ◎

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）

Las Cuevas川の横断は、施

設を必要とし難しい
○
？

良好 ◎

水源名 Loma de Gervasio -

水量（特に乾季）
水無し × -

距離（農地まで） 1 -2 km ◎ -

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）
良好 ◎ -

水源名 - -
水量（特に乾季）

- -

距離（農地まで） - -

パイプラインルート
の状況　（施工の難

しさ等）
- -

(4) A A

農地の状況（傾斜度
等）

集落周辺：平坦地 ◎ 集落周辺：平坦地 ◎

農地の概算面積 20 - 25 ha (300 tareas) ◎ 10 - 15 ha (200 tareas) ◎

家屋からの距離 0.5 km ◎ 0.5 km ◎

(5) アクセス
村落、農地までの道

路状況

幹線道路はすぐ近くである
が、Las　Cuevas川を横断す
る必要がある

B- 良好 A

(6) 栽培作
目 現況

導入後の栽培形態

収穫物の運搬方法
（市場まで）

(7) 施設
特に必要な農業施

設

(8) 技術に
関わる
補足事

項

(9) 村落組織 現況の村落組織状況 住民組織は１つのみ。
B

いくつかの住民組織が存在す
る。 A

中核農家の存在 大規模農家は存在するが、中
心となりうる農家が、現時点で
は見当たらない。

B
率先して組織をまとめる篤農家
が数人存在する。 A

村落内の問題 特に問題なし A 特に問題なし A

水源(a)

水源(b)

水源(c)

農地候補の状況

水源候補の状況
              -> 選択された水源

38
小山とLas Cuevas川に挟まれた
集落 (平坦地)

50
盆地形 、他集落より標高は高
い。

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

仲買人に売却

豆類、果樹類、メイズ

野菜, 豆類, アグロフォレストリー

豆類、果樹類、キャッサバ、少量
の野菜

新規のタンクが2007年2月頃に
完成予定。共有の可否を検討予
定。

技
術

社
会
状
況

飲料水用のタンクに接続

項目

(a) 河川横断施設
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巻末資料 6 簡易灌漑農業資料 灌漑導入村選定評価表 

項目

総計 2.8 2.8 2.8 2.7 2.4 2.4

社会状況 A 3 A 3 A 3 A 3 A 3 B 3

水源 B+ 2.3 B+ 2.3 A 3 B 2 A 3 A 3

農地 A 3 A 3 A- 2.7 A- 2.7 B+ 2.3 B+ 2.3

アクセス A 3 A 3 B+ 2.3 A 3 C＋ 1.3 C＋ 1.3

項目

総計 2.4 2.4 2.3 2.2 2.2 2.3

社会状況 A 3 B 2 B+ 2.3 B 2 A 3 A 3

水源 A 3 A－ 2.7 B－ 1.7 A－ 2.7 B 2 B? 0

農地 A－ 2.7 A－ 2.7 B+ 2.3 B 2 A- 2.7 A 3

アクセス C 1 B 2 A 3 B 2 C 1 A 3

項目

総計 2.3 2

社会状況 A 3 B 2

水源 B? 0 C 1

農地 A 3 A 3

アクセス A 3 B 2

評価基準

社会状況

農地

水源

アクセス（村
落、農地への

通行）

※？マークは不確かな要素であり、調査時点では導入するのに適していない。

200tarea以上、半分以上傾斜地 200tarea未満

4km以内でルートに障害が無
い、ルートの状況で－で評価

4-8km以内、ルートの状況で
＋、－で評価

8-10km以内、ルートの状況で
＋、-で評価

※？マークは不確かな要素であり、調査時点では導入するのに
適していない。

A：2.7－3.0点 B　：1.7－2.3点 C：1.0－1.3点

La Siembra Botoncillo El Joval

Gajo de Monte Las LagunasEl DesechoEl Limon El Chocho-
Juan Luciano La Majaguita

Los Periquito Los Naranjos El
Derrumbado

La MesetaCaña de
Castilla

中核農家がいる。組織化さ

れている。社会的な問題が

あると-評価。

組織化されている。社会的

な問題があると-評価。
組織化されていない。

200tarea以上　ほぼ平坦

幹線道路に近く、通行しや

すい

幹線道路がすぐそばである

がアクセスが悪い
通行に難しい
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水源は現在建設中の水道用のタンク
の予定（未定）であるため、0点

水源は現在建設中の水道用のタンク
の予定（未定）であるため、0点

Los Periquito

農地 水源

アクセ
ス

社会
状況

総計

0

1

2

3

Los Naranjos

農地 水源

アクセ
ス

社会
状況

総計

0

1

2

3

El Derrumbado

農地

総計

社会
状況

アクセ
ス

水源

0

1

2

3

La Siembra

農地

総計

社会
状況

アクセ
ス

水源

0

1

2

3

Botoncillo

農地

総計

社会
状況

アクセ
ス

水源

0

1

2

3

El Joval

農地
水源

アクセ
ス

社会
状況

総計

0

1

2

3

Gajo de Monte

農地 水源

アクセ
ス

社会
状況

総計

0

1

2

3

Las Lagunas

水源

アクセ
ス 社会

状況

総計

農地

0

1

2

3

El Desecho

総計

社会
状況

アクセ
ス

水源農地

0

1

2

3

El Limon

農地

総計

社会
状況

アクセ
ス

水源

0

1

2

3

El Chocho-Juan
Luciano

農地

総計

社会
状況

アクセ
ス

水源

0

1

2

3

La Majaguita

農地 水源

アクセ
ス

社会
状況

総計

0

1

2

3

La Meseta

農地
水源

アクセ
ス 社会

状況

総計

0

1

2

3

Caña de Castilla

水源

アクセ
ス

社会
状況

総計

農地

0

1

2

3
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巻末資料 7 簡易灌漑農業資料 施設導入の経緯 

本プロジェクトで導入した簡易灌漑農業導入対象村落決定の経緯及び灌漑施設導入の経緯を示

す。 
時期 内容 

2006.5～6 
 
 
 

第 1 年次 
プロジェク

ト開始段階

の協議 
 

プロジェクト開始段階では、灌漑導入村落数、規模は明確に決ま

っておらず、調査結果をもとに決定する計画となっていた。当初

は、水源から農地までの導水距離約２km、灌漑農地面積約４ha（約

20 家族）を想定していた。また、導入までの作業は、近隣地域で

同様の活動経験のある NGO の例を参考にして、再委託で行うこと

を考えていた。 
しかし、実態に合った営農規模の観点から、灌漑面積を現地調査

実施後に検討することにした。 
現地調査の結果、灌漑規模は一村 300 タレア（約 18ha）が妥当で

あると判断された。導入村落は、全対象村落の現地調査を行って

から灌漑導入ポテンシャルを評価して決定することとなった。ま

た、裨益面積等の指標数値が記載される PDM も導入数が決定して

から作成することとなった。 
2006.7 
 

第 1 年次 
プロジェク

ト進行初期 

ポテンシャル調査の結果から、水源が 2km 以内の集落はほとんど

無いことが判明した。また同調査結果から、暫定的に 3 村（Los 
Naranjos、Los Periquitos、El Derrumbado）にて、導入の工程（合意

形成、測量、設計）を進めた。第 1 年次に導入する集落数は、工

事費が積算された後に決定することとした。 
作業方法についてプロジェクトチーム内で協議を重ね、最終的に

測量・設計は、再委託とすることになる。 
導入予定村落では、合意形成を継続し、住民の無償労働による工

事実施、植林の義務、焼畑放棄等について合意を得る。 
2006.9 第 1 年次 

PDM 作 成

時、プロジェ

クト開始段

階の協議 

1 年間に 3 村落に導入するという前提から、3 年間で 9 村落への簡

易灌漑農業導入を目標で行うこととし、これをベースに PDM 指標

を記載した。 
 

2006.10 第 1 年次 
詳細設計時 

設計、工事費算出の結果、Los Naranjos と Los Periquitos への主要

パイプラインと Los Naranjos の農地の灌漑設備の設置を第 1 年目

に実施、Los Periquitos の農地の灌漑設備、El Derrumbado の施設に

ついては第 2 年次となった。また、予算の制約上、農地の灌漑設

備の資機材・パイプ購入および設置は再委託、パイプの設置は直

営（現場監督をプロジェクトで雇用して）で実施することになっ

た。 
2006.11 第 1 年次 

工事開始 
参加者の無償の労務提供により、Los Naranjos と Los Periquitos の
施設導入を開始した。 

2007.3 第 1 年次 
終了時 

Los Naranjos と Los Periquitos の工事は概ね予定の工程を終了した。

無償労務による施工を原則としたが、工事規模に対して参加者の

キャパシティにも限界があり、一部の作業には雇用者を使った。

また、資材運搬用ラバに支払いを行う等の措置を取った。 
2007.5 第 2 年次 

開始時 
前年度開始した Los Naranjos と Los Periquitos のパイプライン工事

を継続。 
Los Periquitos（農地内）および El Derrumbado の設計の修正作業を

実施した。 
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時期 内容 
2007.7～8 第 2 年次 

前半 
Los Periquitos の農地内の設備の設置を再委託により開始した（7
月中旬）。 
El Derrumbado の灌漑施設の設置を 8 月初旬より開始した（パイプ

ラインの設置：直営、農地内の設備の資材購入・設置：再委託）。

第 3 年次導入村を Las Lagunas と決定し、合意形成ワークショップ

を開始した。 
2007.10～
12 

第 2 年次 
後半 

10 月に熱帯暴風雨「ノエル」、12 月に「オルガ」に襲われ、灌漑

施設も若干の被害を受けた。また、村落の復旧作業のため工事は

約 3 ヶ月間中断した。 
2008.1 第 2 年次 

後半 
12 月後半から工事を再開した。 

2008.2 第 2 年次 
後半 

2 月初めに Los Periquitos、2 月下旬に Los Naranjos の農地のタンク

に導水。 
Las Lagunas では基本設計を実施。2 月下旬に測量を委託する。 

2008.5 第 3 年次 
開始時 

El Derrumbado で農地内のタンクに導水。農地内の灌漑設備の設置

を開始。 
Las Lagunas の設計を開始。 

2008.6 第 3 年次 
前半 

Las Lagunas の工事を開始。 

2008.7 第 3 年次 
前半 

7 月初旬に Derrumado で灌漑施設の運用開始。 
Los Periquitos、Los Naranjos も工事が完成し、財団が行っていた

Kellog プロジェクトの Arroyo Corozo とともに 4 村合同の開通式を

7 月 25 日に実施した。 
2008.9 第 3 年次 

中間 
Los Periquitos、Los Naranjos、El Derrumbado のリボルビングファン

ド開始日が 9 月 1 日と決められ、この日から営農開始となった。

しかし、Los Periquitos と Los Naranjos との分岐点以降の Los 
Naranjos のパイプラインは故障が多く、修理を継続した。 

2008.11 第 3 年次 
後半 

Las Lagunas の工事が終了した。 

2009.2 第 3 年次後

半 
Los Naranjos の 3 本続く、長い水管橋の中間付近でパイプがはずれ

漏水した。ここは今まで何回も故障しているため住民のモチベー

ションも低下し、これ以上の修理継続は困難と判断、水管橋をは

ずし等高線沿いにパイプラインルートを変更することを検討。 
2009.4 第 4 年次開

始時 
上記案にてルート変更を伴う修理を行うことを決定。 

209.6 第 4 年次開

始時 
再委託にて上記修理を開始 

2009.10 第 4 年次中

間時 
上記修理完了。全パイプラインの施設設置終了。 

2009.11 第 4 年次中

間時 
４村においてバルブ類の保護、排水工の追加、取水口の補強、パ

イプ露出区間の埋設保護等の安定化工事をほぼ終了。 
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巻末資料 8 簡易灌漑農業資料 灌漑施設導入に関わる合意形成と設

計・施工手順（モデル） 

実施
主体

No. 内容 項目 必要書類

A-B 1 ベースラインサーベイ 各集落の基礎データの収集

集落近くの農地に引くことの出来る水源を探す（複数の水源、農民への
聞取、現地調査等による）
->乾季の水量のチェック

灌漑に適している農地の概定

A-B 3 ニーズ確認、啓発（問題
分析ワークショップ等）

ワークショップ等により住民ニーズの確認および啓発

B 4 事前活動 導入候補村落で、C/Pの指導により植林、山火事対策などの活動を開始

A-B 5 住民意識の評価 事業の効果・効率を担保するため住民意識やコンセプトの理解度を評価

A 6 灌漑農業の導入地区の決
定

上記調査により、導入地区を絞り、技術的、社会的観点から候補を数地
区決定する

上記候補地区の農民に簡易灌漑農業の方針案の説明をする
－焼畑放棄、植林の実施
－リボルビングファンドの設定
－灌漑農業の基本方針の説明

方針案に合意する参加希望者を確認する

B 8 合意形成：ステップ２
スタディツアー

スタディツアーを実施する－先進地に農民を連れて行く

準備委員会代表を選出する

簡易灌漑農業参加者選定基準を作成する

参加候補者をリストアップする

選定基準に基づき参加者を選定する

B 10 合意形成：ステップ４
参加者の最終確定

参加農民の選定、プロジェクトへの参加意思の最終確認

参加契約書 (Acuerdo sobre
instalación de sistemas de
riego)

具体的方針に合意する

具体的方針に沿って灌漑組合規約案を作成し、合意する

技術的項目を検討する－農地配分、栽培作物の想定、配水設備の説明
等

参加メンバーの所有農地の状況をレビューする

灌漑対象地に農地を持たない参加者への土地の配分を調整する

簡易灌漑農業施設の導入にあたって社会的合意を取りつける
　A) 取水の許可

　B) 取水管の通過の許可

INDRHI：取水許可

(Solicitud de permiso de agua)
農地オーナー：通過許可

(Permiso de dueños de
parcelas sobre el paso de
tubería de agua)

具体的方針、土地の配分、組合規約案に合意した参加者により灌漑組合
を設置する

組合の役員を選出する

選定基準（Criterio de
selección de participantes）
参加候補者リスト（Lista
provisional de participantes）

B

7B

12

B

B

委員会規約案 (Borrador del
Reglamento de la Asociación
de Agricultura Bajo Riego
Sencillo)

合意形成：ステップ３
簡易灌漑農業準備委員会
の設置

合意形成：ステップ５
参加者の規約案への合意
/農地の調整/社会的合意
の調整

合意形成：ステップ１
方針案の説明-参加希望
者の確認

2 水源/農地候補の特定

合意形成：ステップ６
簡易灌漑農業組合を設立

9

11

A
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実施
主体

No. 内容 項目 必要書類

B 13 合意形成：ステップ７
組合規則の制定

組合の目的、組合員資格及び組織、リーダー及び役員の選出方法及び権
限、組合員の責任、組合の運営、罰則と措置など

委員会規約(Reglamento de
la Asociación de Agricultura
Bajo Riego Sencillo)

土壌調査、気象データの収集 土壌調査データ

栽培作目の概定、営農計画の策定 営農計画

パイプラインルートの縦断測量（測点間の距離、高さ、障害物の確認） 測量図

灌漑用の農地の平面測量（参加者と一緒に農地の確認）

A 16 設計１：必要水量の計算 営農計画から農地における必要水量の計算

A 17 設計２：送水路/農地の
計画

水源から農地へのパイプラインの水理計算（パイプ種類（主にPVCを使
用）、パイプの径、延長の設定）、弁類の取付位置の決定　等
農地内の配水施設の設計

A 18 設計３：取水・貯水施設
の計画

取水施設、配水池の計画、設計

農地配分の最終確認

配水施設の説明

農地に関する合意文書の取り付け

設計の調整、資機材の数量計算

工事価格の積算

施工計画の策定

灌漑施設の説明

プロジェクトから工事計画の説明-工事費・工事方法・スケジュールの
説明、労務提供の確認、資材置き場の確認

組合は役務の提供計画を作成

入札図書の作成 入札図書作成

現地コンサルタント等のショートリストの作成

入札図書の配布

応札/コンサルタントの決定

A 24 灌漑施設用資材調達 灌漑用資材の調達

A 25 施工監理 エンジニアによる施工指導・工程管理
施工監理記録（Registro
de supervisión de obras）

工事計画に従い農民は役務を提供

組合は、役務の提供結果を記録

メンバーは、営農計画を作成し組合に提出する

メンバーは、作成した計画に従い、第1回目の耕作に必要な種子、農
薬、肥料をプロジェクトに申請する

プロジェクトは、申請を査定し、予算の範囲で必要な資材を支援する

組合は、灌漑用水の利用計画を作成する

A

設計書、積算書、施工計
画（Documento de diseño,
estimación y plan de obras）

契約書（Documento de
Contrato）

施工記録（Registro de
obras）

個別営農計画および営農
資材リスト（Planes
individuales de producción agr
ícola）
灌漑水利用計画（Plan de
uso de agua）

B

A

A-B

14 営農調査、営農計画案作
成

A

A 設計４：施工計画・工事
費の算出

合意形成：ステップ9
施工計画の説明

20

21

B

A

19

22

23

入札準備/入札図書作成

入札実施

27 個別営農計画の策定

26 施工

農地配分確認書 (Acuerdo
Sobre Parcela)
タンク設置場所確認書
(Acuerdo en ofrecer la parcela
para el tanque)

合意形成：ステップ8

設計の概要説明

B

労務提供確認書・グルー
プ表 (Acuerdo de formación
de grupo para el trabajo de
construcción)
資材置き場確認書

(Acuerdo en ofrecer el
almecen)

測量15
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実施
主体

No. 内容 項目 必要書類

A 28 営農資材調達 営農用資材の調達

プロジェクト、施工業者より機材の使用に関する指導を受ける

プロジェクト及びエンジニアから維持管理に関する指導を受ける

プロジェクト及び外部コンサルタントから営農指導を受ける

A-B 30 リボルビングファンド返
済条件の提案

プロジェクトは、灌漑施設の資材費、営農資材費を計算し、住民の生計
状況、灌漑農業の収益予測などから返済条件を提案する

B 31
合意形成:ステップ10
リボルビングファンド返
済条件の合意

プロジェクトと組合は、返済条件について協議し、合意する

簡易灌漑の合意に従い会員は、灌漑施設設置後の焼畑を放棄する

委員会は、焼畑の状況をモニタリングし記録する

CP、エンジニアから継続的に営農、施設利用、維持管理についての指導
を受ける

メンバーは営農計画に従って営農を継続する

プロジェクトは、組合に生産物の市場情報を提供する

委員会は、会員に情報を伝達するとともに有利な販売方法を検討する

B 35 生産物の販売
組合は、有利な市場、販売条件についての検討し、業者と交渉し、生産
物を販売する

組合は、リボルビングファンドの返済システムや違約規定を整備する

生産物の販売収益から合意された条件でリボルビングファンドを返済す
る

プロジェクトは合意された条件でリボルビングファンドが回収されるよ
う組合を支援する

回収された資金を再投資できるよう管理する

組合は、灌漑施設の管理計画を作成する

メンバーは、合意に従い灌漑施設の維持管理に必要な経費および役務を
負担する

組合は、会員から負担金を徴収し管理する

組合は、管理計画に従って定期的な維持管理業務を運営する

組合は、維持修繕結果を記録する

プロジェクトは、新規村落への導入可能性を検討し、経費を概算する

プロジェクトは、他の村落でのニーズ調査や意識の醸成レベルの評価の
結果から導入村落を決定する

プロジェクトはリボルビングファンドの返済金などを原資に、上記のス
テップ7以降のプロセスに準じて新規村落に導入する

A: FSF    B:住民

B

維持管理計画（Plan de
mantenimiento）
出納簿（Registro
financiero）
維持管理記録（Registro
de mantenimiento）

A-B 営農・機材使用指導
(農民に対する指導)29

32 合意形成:ステップ11
焼畑の放棄

38

A

34 流通指導

営農の継続実施33

A-B

リボルビングファンドの
回収

新規村落への導入39A

B 36 リボルビングファンド返
済

施設の維持管理の実施

A 37

B
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巻末資料 9 アグロフォレストリー資料 デモンストレーション・ファ

ームの位置 
 
 

La Siembra 

 21    11  
 

1 
22 13 12 

№ 1-10: 第 1 年次（2006 年度）導入  
№11-20: 第 2 年次（2007 年度）導入 
№21-30: 第 3 年次（2008 年度）導入 

アグロフォレストリーデモファーム位置図 

Los Naranjos 

Caña de Castilla 

La Meseta 

Las Lagunas 

La Majaguita 

El Joval 

Gajo de Monte 

El Limón 

El Desecho 

Padre Las Casas 

El Botoncillo 

El Chocho Juan 

El 

Periquito 

        
19 
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25 
24 23 14 
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巻末資料 10 アグロフォレストリー資料 デモンストレーション・ファーム選定箇所の特徴 

No. 集落名 
アグロフォレ
ストリーの経
験 

デモファ
ーム計画
面積/所有

面積 
(tareas) 

土地利用 傾斜及び斜
面方向 土壌条件(岩石) 水利条件 導入するアグロフォ

レストリーの技術 
農地に適した果樹及

び造林用樹種の選定 

1 La Siembra なし 15/15 
 

農地（レモン、ユカ、
バナナ、アビチュエ
ラ、トウモロコシ、グ
ァンドゥール） 

20° 
SE 

 
 

岩石あり 簡易な電気ポンプ
と貯水タンクを持
っている。 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、石積工 
レモン 

2 El Desecho なし 16/16 農地（グァンドゥー
ル、アボカド） 

20° 
SW 

岩石少ない、
Franco 土壌 

La Siembra の水道
水を農地に利用で
きる。 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、石積工 
アボカド、レモン、オレ

ンジ 

3 Las Lagunas あり（土地管理
講習会） 

20/80 農地（グァンドゥー
ル、ユカ、トウモロコ
シ） 

25° 
S 

岩石少ない 灌漑システムによ
り灌漑できる。 

植生筋工、果樹の植

栽、盛土工 
アボカド、レモン、サポ

ーテ、マンゴー 

4 El Limón あり 10/35 農地（グァンドゥー
ル、レモン） 

5° 
NW 

岩石多い 農地に水あり 果樹の植栽、石積工 レモン 

5 La Majaguita あり 5/65 農地（アビチュエラ、
ユカ、トウモロコシ）

10° 
S 

岩石なし 農地に水あり 
 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽 
アボカド 

6 La Majaguita あり 8/28 農地（アビチュエラ、
トウモロコシ、バナ
ナ） 

10° 
E 

岩石なし 農地に水あり 植生筋工、果樹の植栽 アボカド、レモン 

7 Gajo de Monte あり 20/70 農地（アビチュエラ、
野菜、ラッカセイ） 

10° 
S 

岩石あり 農地に水あり 果樹の植栽、石積工 アボカド 

8 Caña de Castilla あり(野菜栽培
を知らない。) 

40/40 農地（グァンドゥー
ル） 

10° 
E 

岩石なし 農地に水あり 果樹の植栽、盛土工 アボカド、レモン 

9 La Meseta あり 8/42 農地（グァンドゥー
ル、ユカ、バナナ） 

10° 
S 

岩石少ない 農地に水あり 生垣柵、果樹の植栽、

盛土工 
アボカド、レモン、グラ

ビレア 
10 La Meseta あり 40 

15 
農地（グァンドゥー
ル、ユカ、バナナ、ル
ロ） 

10° 
S 

岩石あり 農地にわずかな水
あり 

果樹の植栽、石積工 アボカド 

11 La Siembra あり 35/1,000 農地、アグロフォレス
トリー、放牧地 

20° 
SW 

岩石なし 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、盛

土工、石積工 
グラビレア、セドロ 

12 
 

La Siembra あり 7/67 農地(アビチュエラ、
グァンドゥール、果
樹) 

15° 
W 

岩石少ない 集落の水道水を農
地に利用できる。 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、盛土工 
アボカド、セドロ、ピニォ

ンクバーノ 

13 La Siembra あり 10/510(500 
tareas は 
急傾斜地)

 
 

アグロフォレストリ
ー(果樹) 

15° 
S 

岩石なし 水道水を農地に利
用できるが、貯水タ
ンクがない。 

生垣柵、植生筋工、盛

土工 
グラビレア 
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No. 集落名 
アグロフォレ
ストリーの経
験 

デモファ
ーム計画
面積/所有

面積 
(tareas) 

土地利用 傾斜及び斜
面方向 土壌条件(岩石) 水利条件 導入するアグロフォ

レストリーの技術 
農地に適した果樹及

び造林用樹種の選定 

14 Los Naranjos なし 30/3,000 草地 20° 
SW 

岩石多い（石積
工によい） 

簡易灌漑プロジェ
クトの近く。 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、石積工 
アボカド、レモン、サポ

ーテ、グラビレア、ピ

ニォンクバーノ 
15 El Desecho なし 25/250 農地(トウモロコシと

グァンドゥール播種) 
15° 
S 

岩石の少ない
Franco 土壌 

La Siembra の水道
水を農地に利用で
きる。 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、石積工 
アボカド、レモン、ピニ

ォンクバーノ 
 

16 Las Lagunas あり 30/30 農地（トウモロコシ） 10° 
SE 

岩石多い 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、盛土工 
アボカド、レモン、マン

ゴー、グラビレア 
17 La Majaguita あり(アボカド

の植栽) 
20/20 農地（アビチュエラ、

トウモロコシ、グァン
ドゥール） 

25° 
SW 

岩石なし 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、盛土工 
アボカド、レモン、グラ

ビレア 

18 El Joval あり 20/20 農地（アビチュエラ、
トウモロコシ、グァン
ドゥール） 

15° 
S 

岩石なし 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、盛土工 
アボカド、レモン、グラ

ビレア 

19 
 

La Meseta なし 4.5/16.5 草地 20° 
NE 

岩石多い 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、石積工 
アボカド、レモン、グラ

ビレア、ピニォンクバー

ノ 
20 Las Lagunas あり（土壌保

全） 
50/50 農地（アビチュエラ、

トウモロコシ、グァン
ドゥール） 

15° 
SW 

岩石少ない 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽 
アボカド、レモン、ピニ

ォンクバーノ 

21 La Siembra なし 5.8/5.8 農地（果樹、トウモロ
コシ、ユカ、プラタノ）

15° 
SW 

土壌保全工が
ないので浸食
あり 

ポンプで揚水し貯
水タンクに入れる。

生垣柵、植生筋工 グラビレア 

22 
 

La Siembra あり 9/9 農地（アボカド、レモ
ン、オレンジ（甘味種、
苦味種）、セレサ） 

30° 
SW 

岩石混じりの
塊土 

家の水道水を利用
できる。 
 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、有機質肥料

の製造（ミミズ堆肥） 

アボカド 

23 Los Naranjos あり 20/20 農地（アボカド、ユカ、
グァンドゥール、ギネ
オ） 

10° 
W 

岩石多い 集落の水道水を利
用できる。 

生垣柵、植生筋工、石

積工 
オレンジ（苦味種） 
 

24 Los Naranjos あり 8/8 農地（アボカド、トウ
モロコシ、グァンドゥ
ール、ユカ） 

15° 
W 

岩石を集めす
べて石積みし
てある 

Guayabal 集落の水
道水を利用できる。

生垣柵、果樹の植栽、

石積工 
アボカド、グラビレア、

ピニォンクバーノ 

25 Los Naranjos あり 10/10 農地（ラッカセイ、ユ
カ、トウモロコシ、グ
ァンドゥール、アビチ
ュエラ） 

10° 
W 

岩石少ない、石
積工の補修 

集落の水道水を利
用できる。 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、有機質肥料

の製造（ミミズ堆肥） 

レモン、グラビレア 
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No. 集落名 
アグロフォレ
ストリーの経
験 

デモファ
ーム計画
面積/所有

面積 
(tareas) 

土地利用 傾斜及び斜
面方向 土壌条件(岩石) 水利条件 導入するアグロフォ

レストリーの技術 
農地に適した果樹及

び造林用樹種の選定 

26 El Limón あり（土壌保全
及び果樹の植
栽） 

20/20 農地（ラッカセイ、ユ
カ、プラタノ） 

15° 
S 

597m 

岩石多い 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、石積工 
アボカド、ピニォンクバ

ーノ 

27 El Botoncillo あり（土壌保
全） 

20/20 農地（グァンドゥー
ル、アボカド、ギネオ）

25° 
SW 

岩石多い 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽、石積工 
レモン、カオバ 

28 El Botoncillo あり（植生筋工
及び果樹の植
栽） 

10/10 農地（アビチュエラ、
トウモロコシ、グァン
ドゥール、ユカ） 

25° 
W 

岩石多い 他の農地の水を利
用できる。 

生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽 
アボカド、ピニォンクバ

ーノ 

29 
 
 

El Joval あり（土壌保
全） 

5/20 農地（トウモロコシ、
グァンドゥール） 

25° 
NW 

1,000m 

岩石なし 農地に水あり 生垣柵、植生筋工、果

樹の植栽 
レモン、マツ、ピニォン

クバーノ 

30 El Joval あり（土壌保
全） 

15/15 農地（アビチュエラ、
トウモロコシ、グァン
ドゥール） 

15° 
N 

岩石少ない 農地に水あり 植生筋工、果樹の植栽 アボカド、レモン 

 
デモファーム合計面積 

 

 
511.3 

      

 
デモファーム一箇所当り平均 

 

 
17.0 

      

注） 設置年度 No.1～No.10：2006 年度 
  No.11～No.20：2007 年度 
  No.21～No.30：2008 年度 
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巻末資料 11 キャパシィティディベロプメント資料 CD シート（第 1 年次～第 3 年次） 
 
 
 
 
 

 

CD シート 

（1 年目プロジェクト開始時、ベースライン） 
 
 
 
 

2006 年 5 月 



 

必要な能力 → K: 知識, S: 技能, A: 心構え 
現状のレベル → A: 非常に高い / B: 高いが、より高めるべき点がある / C: 様々な点で高める必要がある 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースラインの現状(2006 年 5 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

1. 組織の能力 プロジェクト運営のための組織能力が備わっている。 
1.1 リーダーシップ   ○ 組織を運営するためのリーダーシップが発揮されてい

る（業務の運営管理、業務の改善、職場環境の整備、

人材育成、対外関係など）。 

心構え：B 
部下の指導能力は持っている。 
 

・スール・フツーロ財団 
（プロジェクト・コーディネーター

以下、P/C） 
・OJT 

1.2 意思決定メカニズム   ○ 公正で明確な意思決定メカニズムが確立されている。 心構え：B 
決定権を誰が持っているのか不明確。全ての決定を財

団本部に求める傾向がある。 
 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・会議、意見交換、OJT 

1.3 コミュニケーション   ○ 良好なコミュニケーションシステムが確立されてい

る。 
心構え：B 
インセプションレポートに定められている会議は開

催されているが、日常的な会議は不必要（Ｃ／Ｐの配

置が少ないため、日常のコミュニケーションで意思の

疎通が可能）。 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（役員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.4 貢献意欲   ○ 組織の構成員は貢献意欲を持って業務を行っている。 心構え：B 
全員が貢献意欲を持っている。 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（C/P 全員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.5 プロジェクトの運営  ○ ○ プロジェクト運営の適切なメカニズムが確立されてい

る。 
技能：B 
心構え：B 
プロジェクト活動を成功させることにより財団の活

動を継続させようとする意欲が認められる。 
 

・スール・フツーロ財団 
（C/P 全員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.6 組織の体制  ○ ○ プロジェクト実施のための効率的かつ十分な組織体制

が確立されている。 
技能：B 
心構え：B 
プロジェクト活動の実施のためＣ／Ｐの強化が必要

であり、社会開発担当の技術者の配置が必要。 
 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・会議、意見交換、OJT 

2. 参加型流域管理 参加型流域管理プロジェクトを計画し、実施することができる。 
2.1 参加型流域管理のプロセ

ス 
○ ○ ○ 効果的な住民参加型流域管理プロジェクトのプロセス

を計画することができる。 
知識：B 
技能：B 
心構え：B 
参加型流域管理の技能（知識、技能、心構え）を持っ

ている。 

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.2 参加型ワークショップの

実施 
   計画したプロセスに沿って住民参加型ワークショップ

などを実施することができる。 
 
 
 

 



 

必要な能力 → K: 知識, S: 技能, A: 心構え 
現状のレベル → A: 非常に高い / B: 高いが、より高めるべき点がある / C: 様々な点で高める必要がある 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースラインの現状(2006 年 5 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

2.2.1 ワークショップの計画 ○   住民のニーズやレベルに合ったワークショップを計画

できる。 
知識：B 
実施能力を持っている。 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・OJT 

2.2.2 ファシリテーション能力 ○ ○ ○ ワークショップを行うためのファシリテーション能力

を備えている。（住民との接触、ワークショップツール

の活用、ワークショップの運営など） 
 

知識：A 
技能：A 
心構え：A 
知識：高  技能：高  心構え：中 
ファシリテータとしての能力を持っているが、参加者

の理解を促すツールを準備しようとする努力が不足。

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・OJT 

2.2.3 情報の整理 ○ ○ ○ ワークショップの結果を正確かつわかりやすく整理

し、レポートを作成できる。 
知識：B 
技能：C 
心構え：C 
ファシリテータの能力は高いが、結果を整理しようと

する努力が不足。 
 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・レポートの作成、OJT 

2.3 参加型活動の支援 ○ ○ ○ 参加型ワークショップなどで計画した住民活動を支援

し、住民の主体的参加と問題解決能力の向上を促すこ

とができる。 

知識：A 
技能：A 
心構え：A 
住民支援の意欲は強く、問題解決能力、住民指導能力

も高い。 
 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.4 灌漑農業グループへの支

援 
   プロジェクトにおいて結成された灌漑農業グループ

（組合）の発展のプロセスに支援をしていける。 
  

2.4.1 合意形成の支援 ○ ○ ○ 灌漑農業組合の合意形成プロセスを支援することがで

きる。 
知識：A 
技能：B 
心構え：B 
知識はあるが、準備不足。 
 

・スール・フツーロ財団 
（・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.4.2 灌漑農業組合の規約の

策定を支援することができる。

○ ○ ○ 灌漑農業組合に対して規約策定を支援することができ

る。 
知識：B 
技能：B 
心構え：B 
理解が容易な規約内容作成への指導が不足。 

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.4.3 組織強化を支援するこ

とができる。 
○ ○ ○ 組合の法律上の正式な結成、組織体制、役員・組合員

の役割、リーダーシップ、コミュニケーション、意思

決定、組織運営などについての組織強化を支援するこ

とができる。 

知識：B 
技能：B 
心構え：B 
支援能力はあるが、一貫性が不足。 
 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースラインの現状(2006 年 5 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

3. 植林、森林管理 土地利用ポテンシャルに基づき適切な森林管理や森林造成を計画し、実施できる。 
3.1 植林計画の作成    森林造成計画に基づき植林箇所の自然条件や社会ニー

ズに合った植林計画を作成することができる。 
  

3.1.1 樹種の選定 ○ ○  立地条件（気象、土壌等）や社会ニーズ（成長量や用

途など）に合った樹種を選択できる。 
知識：B 
技能：B 
樹種選定技術に裏付けられた知識はあるが、住民ニー

ズを配慮した造林計画を作成できる水準には届いて

いない。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.1.2 植林に関する事業計画 ○ ○  植林地の選定、樹種選定、種子調達、苗木生産、植栽、

保育などの一連の活動を有機的に連携して考えること

ができる。 

知識：B 
技能：A 
技術に裏付けられた樹種選定の技術はあるが、社会的

ニーズを配慮した樹種選択ができるまでには至って

いない。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.2 苗木生産計画の作成 ○ ○  植林計画に基づき苗木の需要を把握し、苗木生産計画

を作成することができる。 
知識：A 
技能：B 
能力を持っている。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.3 植林の実施 ○ ○  植林計画に基づき植林事業を管理することができる。

（苗木の山出し、労務、資機材等の管理） 
知識：A 
技能：B 
能力を持っている。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.4 保育計画の作成・実施 ○ ○  森林管理の目的に基づき植林地を管理するための育林

計画を作成し、実施することができる。 
知識：A 
技能：B 
住民造林の支援能力を持っている。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

4．森林火災 森林火災に対する啓発活動及び森林火災消防団の組織化・訓練を行うことが出来る。 
4.1 森林消防団の育成 
 

○ ○  住民による森林消防団を組織し育成することが出来

る。 
知識：B 
技能：B 
住民消防団の組織化の経験は無い。 
 

・パードレ・ラス・カサス森林管理

署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社

会開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 

4.2 消防団の訓練 ○ ○  森林消防団の訓練を実施できる。 知識：B 
技能：B 
住民消防団の訓練の経験は無い。 
 
 

・パードレ・ラス・カサス森林管理

署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社

会開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースラインの現状(2006 年 5 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

4.3 森林火災防止の啓発 ○ ○  森林火災防止の啓発材料を作成し、効果的に使用でき

る。 
知識：A 
技能：B 
多様な啓発材料を作成し、使用している。 

・パードレ・ラス・カサス森林管理

署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社

会開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 

5. 簡易灌漑農業の導入 簡易灌漑農業ポテンシャルの高い箇所を特定し、簡易灌漑施設の整備、農作物の生産の指導を行うことができる。 
5.1 簡易灌漑農業の導入ポテ

ンシャルの高い地区の調査・特

定 

○ ○  水源の状況、地形、社会経済条件などに基づき、簡易

灌漑農業の導入ポテンシャルの高い地区を調査し、特

定することができる。 

知識：C 
技能：C 
社会経済分野には高い能力を有するが、簡易灌漑農業

のポテンシャルに係る知識、技術は不足している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.2 基本方針の作成 ○ ○  技術的事項、社会的コンセンサス、インセンティブ・

グループの結成、参加者の義務・負担事項、リボルビ

ングファンドの適用、維持管理、OJT の実施などから

なる基本方針を作成することができる。 

知識：B 
技能：C 
社会的合意の形成、グループの結成係る知識は持って

いるが、技術的分野、リボルビングファンドに係わる

理解は不十分である。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.3 水理計算、設計 ○   水理計算、設計ができる。 知識：C 
技能：C 
基礎知識の習得が必要。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・技術指導、OJT 

5.4 簡易灌漑施設の施設・施工 ○ ○  簡易灌漑農業の基本的な施設計画を作成し、施工する

ことができる（または計画作成及び施工を監理するこ

とができる）。 

知識：B 
技能：C 
計画作成に必要な知識、技能が不足している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.5 簡易灌漑施設のオペレー

ション、維持管理 
○ ○  簡易灌漑施設のオペレーション、維持管理を指導する

ことができる。 
 
 
 

知識：B 
技能：C 
オペレーション方法、維持管理方法についての知識、

技能が不足している。 
 

スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.6 簡易灌漑農業の指導 ○ ○  自然条件に合った簡易灌漑農業の指導を行うことがで

きる。 
知識：B 
技能：B 
基礎的な知識、技能は有している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.7 リボルビングファンドの

適用 
○   地域の社会経済条件に合ったリボルビングファンドを

提案し、管理することができる。 
知識：C 
内容についての理解が必要。 
 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・意見交換 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースラインの現状(2006 年 5 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

6. アグロフォレストリーの導

入 
自然条件や社会経済条件に合ったアグロフォレストリーを指導することができる。 

6.1アグロフォレストリーの計

画 
○ ○  自然条件や社会経済条件に合ったアグロフォレストリ

ーモデル（常畑化、生産性向上及び生産物の多様化）

を提案することができる。 

知識：A 
技能：B 
アグロフォレストリーの基礎知識は持っているが、応

用技術力が不足。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 

6.2 デモンストレーション・フ

ァームの設置 
○ ○ ○ デモンストレーション・ファームの設定、管理、モニ

タリングを指導することができる。 
知識：B 
技能：B 
心構え：B 
デモンストレーションファームの選定は終わったが、

まだ設定はされていない。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・OJT、研修 

6.3アグロフォレストリーの指

導 
○ ○ ○ デモンストレーション・ファームにおいてアグロフォ

レストリー技術を指導することができる。 
知識：A 
技能：B 
心構え：B 
まだ活動は実施されておらず、指導能力が認められ

る。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 

6.4 モニタリングの実施 ○ ○  デモンストレーション・ファームのモニタリングを計

画・実施できる。 
知識：B 
技能：B 
モニタリングの考え方について理解している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 

7. GIS の活用 GIS を活用してプロジェクトを管理することができる。 
7.1 GPS の活用 ○ ○  GPS で観測した位置情報を GIS に組み込むことができ

る。 
知識：B 
技能：B 
GPS について知識をもっており、使用法を知ってい

る。 
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 

7.2 属性データの調査 ○ ○  GIS の属性データとなる植林地のデータの調査を設計

し、実施することができる。 
知識：A 
技能：A 
知識をもっており、利用することができる。 
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 

7.3 GIS の活用 ○ ○  GIS の検索機能、オーバーレイ機能などを使って、植

林地の管理やモニタリングができる。 
知識：B 
技能：B 
知識をもっていおり、技術を理解している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースライン（現状） 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

1. 組織の能力 プロジェクト運営のための組織能力が備わっている。 
1.1 リーダーシップ   ○ 組織を運営するためのリーダーシップが発揮されてい

る（業務の運営管理、業務の改善、職場環境の整備、

人材育成、対外関係など）。 

心構え：B 
部下の指導能力は持っているが、業務の改善への取組

みが課題。 
 

・スール・フツーロ財団 
（プロジェクト・コーディネーター

以下、P/C） 
・OJT 

1.2 意思決定メカニズム   ○ 公正で明確な意思決定メカニズムが確立されている。 心構え：A 
P/C のリーダーシップの下、チームのメンバーも参加

し、意思決定メカニズムは機能している。 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・会議、意見交換、OJT 

1.3 コミュニケーション   ○ 良好なコミュニケーションシステムが確立されてい

る。 
心構え：B 
チームのメンバーのほとんどがプロジェクト以外の

業務も行っており、多忙のためにコミュニケーション

が不足している。定例ミーティングを、全員で情報共

有、問題点の検討、解決方法の議論の場として活用で

きるよう改善していくべき。 

・スール・フツーロ財団 
（役員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.4 貢献意欲   ○ 組織の構成員は貢献意欲を持って業務を行っている。 心構え：B 
全員が貢献意欲を持っている。しかし、業務を改善し

ようとするイニシアティブに欠ける。 

・スール・フツーロ財団 
（C/P 全員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.5 プロジェクトの運営 ○ ○ ○ プロジェクト運営の適切なメカニズムが確立されてい

る。 
知識：B 
技能：B 
心構え：B 
プロジェクトの実施を通じて運営能力は全体的に向

上している。しかし、効果的なモニタリングや住民事

業の監理のシステムを確立する必要がある。 

・スール・フツーロ財団 
（C/P 全員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.6 組織の体制  ○ ○ プロジェクト実施のための効率的かつ十分な組織体制

が確立されている。 
技能：B 
心構え：B 
プロジェクト活動の実施のため C/P の強化が必要（特

に灌漑分野）。 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・会議、意見交換、OJT 

2. 参加型流域管理 参加型流域管理プロジェクトを計画し、実施することができる。 
2.1 参加型流域管理のプロセ

ス 
○ ○ ○ 効果的な住民参加型流域管理プロジェクトのプロセス

を計画することができる。 
知識：A 
技能：B 
心構え：A 
参加型流域管理の高い能力（知識、技能、心構え）を

持っており、本プロジェクトにおいて更に向上してい

る。 

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.2 参加型ワークショップの

実施 
   計画したプロセスに沿って住民参加型ワークショップ

などを実施することができる。 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースライン（現状） 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

2.2.1 ワークショップの計画 ○ ○  住民のニーズやレベルに合ったワークショップを計画

できる。 
知識：B 
技能：A 
現状でも能力は高いが、更に向上する余地がある。 
 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・OJT 

2.2.2 ファシリテーション能力 ○ ○ ○ ワークショップを行うためのファシリテーション能力

を備えている。（住民との接触、ワークショップツール

の活用、ワークショップの運営など） 
 

知識：A 
技能：A 
心構え：A 
ファシリテータとしての高い能力を持っている。 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・OJT 

2.2.3 情報の整理 ○ ○ ○ ワークショップの結果を正確かつわかりやすく整理

し、レポートを作成できる。 
知識：B 
技能：B 
心構え：B 
ファシリテータの能力は高いが、結果を整理しようと

する努力が不足。実践することで能力を向上させる必

要がある。 
 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・レポートの作成、OJT 

2.3 参加型活動の支援 ○ ○ ○ 参加型ワークショップなどで計画した住民活動を支援

し、住民の主体的参加と問題解決能力の向上を促すこ

とができる。 

知識：A 
技能：A 
心構え：A 
住民支援の意欲は強く、住民自身が問題を解決するよ

う働きかける能力も高い。 
 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.4 灌漑農業グループへの支

援 
   プロジェクトにおいて結成された灌漑農業グループ

（組合）の発展のプロセスに支援をしていける。 
  

2.4.1 合意形成の支援 ○ ○ ○ 灌漑農業組合の合意形成プロセスを支援することがで

きる。 
知識：A 
技能：A 
心構え：A 
本プロジェクトの第一年次の経験から、能力は十分向

上した。第二年次はこの経験を活用している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.4.2 灌漑農業組合の規約の

策定を支援することができる。

○ ○ ○ 灌漑農業組合に対して規約策定を支援することができ

る。 
知識：B 
技能：A 
心構え：A 
現在、村落住民はこの段階におり、支援しているとこ

ろである。この経験で更なる能力の向上が期待でき

る。 
 
 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースライン（現状） 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

2.4.3 組織強化を支援するこ

とができる。 
○ ○ ○ 組合の法律上の正式な結成、組織体制、役員・組合員

の役割、リーダーシップ、コミュニケーション、意思

決定、組織運営などについての組織強化を支援するこ

とができる。 

知識：B 
技能：A 
心構え：A 
スール・フツーロ財団は、組織強化の多くの経験を有

している。しかし、灌漑農業組合の組織強化は始めて

の経験であり、今後経験を積む中で更に能力の向上が

期待される。 
 

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

3. 植林、森林管理 土地利用ポテンシャルに基づき適切な森林管理や森林造成を計画し、実施できる。 
3.1 植林計画の作成    森林造成計画に基づき植林箇所の自然条件や社会ニー

ズに合った植林計画を作成することができる。 
  

3.1.1 樹種の選定 ○ ○ ○ 立地条件（気象、土壌等）や社会ニーズ（成長量や用

途など）に合った樹種を選択できる。 
知識：A  
技能：A  
心構え：B 
技術に裏付けられた樹種選定の技術はあるが、社会的

ニーズを配慮した樹種選択ができるまでには至って

いない。 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.1.2 植林に関する事業計画 ○ ○  植林地の選定、樹種選定、種子調達、苗木生産、植栽、

保育などの一連の活動を有機的に連携して考えること

ができる。 

知識：A 
技能：A 
能力を有している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.2 苗木生産計画の作成 ○ ○  植林計画に基づき苗木の需要を把握し、苗木生産計画

を作成することができる。 
知識：A 
技能：B 
植林計画に基づいた苗木生産計画は作成されている。

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.3 植林の実施 ○ ○  植林計画に基づき植林事業を管理することができる。

（苗木の山出し、労務、資機材等の管理） 
知識：A 
技能：A 
住民造林の支援能力を持っている。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.4 保育計画の作成・実施 ○ ○  森林管理の目的に基づき植林地を管理するための育林

計画を作成し、実施することができる。 
知識：A 
技能：B 
能力は持っているが、保育計画は作成されていない。

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

4．森林火災 森林火災に対する啓発活動及び森林火災消防団の組織化・訓練を行うことが出来る。 
4.1 森林消防団の育成 
 

○ ○ ○ 住民による森林消防団を組織し育成することが出来

る。 
知識：A 
技能：B 
心構え：A 
プロジェクト第一年次の経験で能力を備えた。 

・パードレ・ラス・カサス森林管理

署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社

会開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースライン（現状） 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

4.2 消防団の訓練 ○ ○ ○ 森林消防団の訓練を実施できる。 知識：A 
技能：A 
心構え：A 
プロジェクト第一年次の経験で能力を備えた。 
 

・パードレ・ラス・カサス森林管理

署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社

会開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 

4.3 森林火災防止の啓発 ○ ○ ○ 森林火災防止の啓発材料を作成し、効果的に使用でき

る。 
知識：A 
技能：A 
心構え：A 
多様な啓発材料を作成し、使用している。 
 
 

・パードレ・ラス・カサス森林管理

署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社

会開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 

5. 簡易灌漑農業の導入 簡易灌漑農業ポテンシャルの高い箇所を特定し、簡易灌漑施設の整備、農作物の生産の指導を行うことができる。 
5.1 簡易灌漑農業の導入ポテ

ンシャルの高い地区の調査・特

定 

○ ○  水源の状況、地形、社会経済条件などに基づき、簡易

灌漑農業の導入ポテンシャルの高い地区を調査し、特

定することができる。 

知識：B 
技能：B 
第一年次に技術移転がなされたが、C/P の交代があ

り、生かされていない。したがって、灌漑農業ポテン

シャルを判断する技術的能力に欠ける。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.2 基本方針の作成 ○ ○ ○ 技術的事項、社会的コンセンサス、インセンティブ・

グループの結成、参加者の義務・負担事項、リボルビ

ングファンドの適用、維持管理、OJT の実施などから

なる基本方針を作成することができる。 

知識：B 
技能：B 
心構え：A 
社会的合意の形成、グループの結成係る知識は持って

いるが、技術的能力が不足している。第一年次に技術

移転がなされたが、C/P の交代があり、生かされてい

ない。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.3 水理計算、設計 ○ ○  水理計算、設計ができる。 知識：B 
技能：B 
第一年次に技術移転がなされたが、C/P の交代があ

り、生かされていない。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・技術指導、OJT 

5.4 簡易灌漑施設の施設・施工 ○ ○  簡易灌漑農業の基本的な施設計画を作成し、施工する

ことができる（または計画作成及び施工を監理するこ

とができる）。 

知識：B 
技能：B 
C/P の交代があり第一年次の経験が生かされていな

い。 
工事の管理能力は向上したが、施工監理、資材管理、

モニタリング能力が不足している。 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースライン（現状） 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

5.5 簡易灌漑施設のオペレー

ション、維持管理 
○ ○  簡易灌漑施設のオペレーション、維持管理を指導する

ことができる。 
 
 
 

知識：B 
技能：B 
これは今後の課題であるが、C/P が配置されていな

い。 
 

スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.6 簡易灌漑農業の指導 ○ ○  自然条件に合った簡易灌漑農業の指導を行うことがで

きる。 
知識：B 
技能：B 
これは今後の課題であるが、C/P が配置されていな

い。 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.7 リボルビングファンドの

適用 
○   地域の社会経済条件に合ったリボルビングファンドを

提案し、管理することができる。 
知識：B 
スール・フツーロ財団はマイクロクレジットの経験を

有し、この能力を生かせる。 
 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・意見交換 

6. アグロフォレストリーの導

入 
自然条件や社会経済条件に合ったアグロフォレストリーを指導することができる。 

6.1アグロフォレストリーの計

画 
○ ○  自然条件や社会経済条件に合ったアグロフォレストリ

ーモデル（常畑化、生産性向上及び生産物の多様化）

を提案することができる。 

知識：A 
技能：B 
アグロフォレストリーの基礎知識は持っているが、応

用技術力が不足。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 

6.2 デモンストレーション・フ

ァームの設置 
○ ○ ○ デモンストレーション・ファームの設定、管理、OJT

を指導することができる。 
知識：A 
技能：B 
心構え：B 
デモンストレーション・ファームの選定は終わった

が、まだ整備段階にあり、多くの活動はまだ行われて

いない。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・OJT、研修 

6.3アグロフォレストリーの指

導 
○ ○ ○ デモンストレーション・ファームにおいてアグロフォ

レストリー技術を指導することができる。 
知識：A 
技能：B 
心構え：B 
知識は持っているが、技術適用が不足している。住民

指導はまだ多くは行われていない。今後の課題であ

る。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 

6.4 モニタリングの実施 ○ ○  デモンストレーション・ファームのモニタリングを計

画・実施できる。 
知識：B 
技能：B 
モニタリングシステムはまだ構築されていない。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） ベースライン（現状） 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

7. GIS の活用 GIS を活用してプロジェクトを管理することができる。 
7.1 GPS の活用 ○ ○  GPS で観測した位置情報を GIS に組み込むことができ

る。 
知識：A 
技能：A 
当該業務を行う能力は既に備えている。 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 

7.2 属性データの調査 ○ ○  GIS の属性データとなる植林地のデータの調査を設計

し、実施することができる。 
知識：A  
技能：A 
当該業務を行う能力は既に備えている。 
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 

7.3 GIS の活用 ○ ○  GIS の検索機能、オーバーレイ機能などを使って、植

林地の管理や OJT ができる。 
知識：B 
技能：B 
第一年次に技術移転が行われたが活用されていない。
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 
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CD シート 

（終了時評価時） 
 
 
 
 

2008 年 10 月
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） 3 年目の現状(2008 年 10 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

1. 組織の能力 プロジェクト運営のための組織能力が備わっている。 
1.1 リーダーシップ   ○ 組織を運営するためのリーダーシップが発揮されてい

る（業務の運営管理、業務の改善、職場環境の整備、

人材育成、対外関係など）。 

心構え：A 
部下の指導能力が向上し、業務の改善への取組みがみ

られる。 
 

・スール・フツーロ財団 
（プロジェクト・コーディネーター以

下、P/C） 
・OJT 

1.2 意思決定メカニズム   ○ 公正で明確な意思決定メカニズムが確立されている。 心構え：A 
P/C のリーダーシップの下、チームのメンバーも参加

し、意思決定メカニズムは機能している。 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・会議、意見交換、OJT 

1.3 コミュニケーション   ○ 良好なコミュニケーションシステムが確立されてい

る。 
心構え：A 
チームのメンバーのほとんどがプロジェクト以外の

業務も行っており、多忙であるが、定例ミーティング

等で、全員で情報共有、問題点の検討、解決方法の議

論の場として活用できるよう改善されている。 

・スール・フツーロ財団 
（役員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.4 貢献意欲   ○ 組織の構成員は貢献意欲を持って業務を行っている。 心構え：A 
全員が貢献意欲を持っている。業務を改善しようとす

るイニシアティブを発揮すれば更に向上する。 
 

・スール・フツーロ財団 
（C/P 全員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.5 プロジェクトの運営  ○ ○ プロジェクト運営の適切なメカニズムが確立されてい

る。 
知識：A 
技能：A 
心構え：A 
プロジェクトの実施を通じて運営能力は全体的に向

上している。効果的なモニタリングや住民実施事業の

監理のシステムを確立すれば更に向上する。 

・スール・フツーロ財団 
（C/P 全員） 
・会議、意見交換、OJT 

1.6 組織の体制  ○ ○ プロジェクト実施のための効率的かつ十分な組織体制

が確立されている。 
心構え：B 
プロジェクト活動実施のための運営能力は高まった。

農業指導分野専門の C/P が存在すれば、組織体制は

より強固となる。 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・会議、意見交換、OJT 

2. 参加型流域管理 参加型流域管理プロジェクトを計画し、実施することができる。 
2.1 参加型流域管理のプロセ

ス 
○ ○ ○ 効果的な住民参加型流域管理プロジェクトのプロセス

を計画することができる。 
知識：A  
技能：A 
心構え：A 
参加型流域管理の高い能力（知識、技能、心構え）を

持っており、本プロジェクトにおいて更に向上した。

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.2 参加型ワークショップの

実施 
   計画したプロセスに沿って住民参加型ワークショップ

などを実施することができる。 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） 3 年目の現状(2008 年 10 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

2.2.1 ワークショップの計画 ○   住民のニーズやレベルに合ったワークショップを計画

できる。 
知識：A  
技能：A 
３年間のプロジェクトでニーズやレベルにあったワ

ークショップを計画する能力を身につけた。 
 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・OJT 

2.2.2 ファシリテーション能力 ○ ○ ○ ワークショップを行うためのファシリテーション能力

を備えている。（住民との接触、ワークショップツール

の活用、ワークショップの運営など） 
 

知識：A  
技能：A 
心構え：A 
ファシリテータとしての高い能力を持っている。 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・OJT 

2.2.3 情報の整理 ○ ○ ○ ワークショップの結果を正確かつわかりやすく整理

し、レポートを作成できる。 
知識：A  
技能：B 
心構え：B 
ファシリテートの能力は高いが、結果の整理能力の向

上が望まれる実践することで能力を向上させること

ができる。 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・レポートの作成、OJT 

2.3 参加型活動の支援 ○ ○ ○ 参加型ワークショップなどで計画した住民活動を支援

し、住民の主体的参加と問題解決能力の向上を促すこ

とができる。 

知識：A  
技能：A 
心構え：A 
住民支援への意欲は強く、住民自身が問題を解決する

よう働きかける能力も高い。 
 

・スール・フツーロ財団 
（社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.4 灌漑農業グループへの支

援 
   プロジェクトにおいて結成された灌漑農業グループ

（組合）の発展のプロセスに支援をしていける。 
  

2.4.1 合意形成の支援 ○ ○ ○ 灌漑農業組合の合意形成プロセスを支援することがで

きる。 
知識：A  
技能：A 
心構え：A 
本プロジェクトの第１年次の経験から、能力は十分向

上した。第 2、3 年次はこの経験を活用している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

2.4.2 灌漑農業組合の規約の

策定を支援することができる。

○ ○ ○ 灌漑農業組合に対して規約策定を支援することができ

る。 
知識：A  
技能：A 
心構え：A 
村落住民は既に規約を策定しており、1，2 年目の経

験を活用した。ファシリテート能力は高く、この経験

で更なる能力の向上が期待できる。 
 
 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） 3 年目の現状(2008 年 10 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

2.4.3 組織強化を支援するこ

とができる。 
○ ○ ○ 組合の法律上の正式な結成、組織体制、役員・組合員

の役割、リーダーシップ、コミュニケーション、意思

決定、組織運営などについての組織強化を支援するこ

とができる。 

知識：A  
技能：A 
心構え：A 
スール・フツーロ財団は、組織強化の多くの経験を有

している。本プロジェクトで、灌漑農業組合の組織強

化は始めての経験であったが、十分能力を発揮した。

今後更に経験を積む中で更に能力の向上が期待され

る。 
 

・スール・フツーロ財団 
（P/C、社会開発 C/P） 
・意見交換、OJT 

3. 植林、森林管理 土地利用ポテンシャルに基づき適切な森林管理や森林造成を計画し、実施できる。 
3.1 植林計画の作成    森林造成計画に基づき植林箇所の自然条件や社会ニー

ズに合った植林計画を作成することができる。 
  

3.1.1 樹種の選定 ○ ○ ○ 立地条件（気象、土壌等）や社会ニーズ（成長量や用

途など）に合った樹種を選択できる。 
知識：A  
技能：A 
技術に裏付けられた樹種選定の技術はあり、供給体制

を整えれば、社会的ニーズを配慮した樹種選択も可能

である。 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.1.2 植林に関する事業計画 ○ ○  植林地の選定、樹種選定、種子調達、苗木生産、植栽、

保育などの一連の活動を有機的に連携して考えること

ができる。 

知識：A  
技能：A 
能力を有している。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.2 苗木生産計画の作成 ○ ○  植林計画に基づき苗木の需要を把握し、苗木生産計画

を作成することができる。 
知識：A  
技能：B 
土地所有が民有であるため、植林計画が立てにくい。

現地の実態を正確に把握する能力が求められる。植林

計画に基づき苗木を生産できる能力は十分有してい

るので、苗木生産計画の作成は容易にできる。 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.3 植林の実施 ○ ○  植林計画に基づき植林事業を管理することができる。

（苗木の山出し、労務、資機材等の管理） 
知識：A  
技能：A 
住民造林の支援能力は十分に持っている。 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 

3.4 保育計画の作成・実施 ○ ○  森林管理の目的に基づき植林地を管理するための育林

計画を作成し、実施することができる。 
知識：A  
技能：B 
保育計画は作成されていないが、能力は十分に持って

いる。 
 
 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（植林 C/P） 
・意見交換、OJT 



 

必要な能力 → K: 知識, S: 技能, A: 心構え 
現状のレベル → A: 非常に高い / B: 高いが、より高めるべき点がある / C: 様々な点で高める必要がある 
 

巻
末

-61

キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） 3 年目の現状(2008 年 10 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

4．森林火災 森林火災に対する啓発活動及び森林火災消防団の組織化・訓練を行うことが出来る。 
4.1 森林消防団の育成 
 

○ ○ ○ 住民による森林消防団を組織し育成することが出来

る。 
知識：A  
技能：A 
心構え：A 
プロジェクト第一年次の経験で能力を備えた。 

・パードレ・ラス・カサス森林管理署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社会

開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 

4.2 消防団の訓練 ○ ○ ○ 森林消防団の訓練を実施できる。 知識：A  
技能：A 
心構え：A 
プロジェクト第一年次の経験で能力を備えた。 

・パードレ・ラス・カサス森林管理署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社会

開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 

4.3 森林火災防止の啓発 ○ ○ ○ 森林火災防止の啓発材料を作成し、効果的に使用でき

る。 
知識：A  
技能：A 
心構え：A 
多様な啓発材料を作成し、使用している。 
 

・パードレ・ラス・カサス森林管理署 
・スール・フツーロ財団（P/C、社会

開発 C/P、植林 C/P） 
・OJT 

5. 簡易灌漑農業の導入 簡易灌漑農業ポテンシャルの高い箇所を特定し、簡易灌漑施設の整備、農作物の生産の指導を行うことができる。 
5.1 簡易灌漑農業の導入ポテ

ンシャルの高い地区の調査・特

定 

○ ○  水源の状況、地形、社会経済条件などに基づき、簡易

灌漑農業の導入ポテンシャルの高い地区を調査し、特

定することができる。 

知識：A  
技能：B 
第 1 年次に技術移転がなされたが、C/P の交代があ

り、生かされなかった。しかし、2 年目に技術者が補

充され、十分な知識、技能を身につけた。 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.2 基本方針の作成 ○ ○ ○ 技術的事項、社会的コンセンサス、インセンティブ・

グループの結成、参加者の義務・負担事項、リボルビ

ングファンドの適用、維持管理、OJT の実施などから

なる基本方針を作成することができる。 

知識：A  
技能：A 
心構え：A 
社会的合意の形成、グループの結成に係る知識は持っ

ていたが、技術的能力も求められ、技術的能力向上が

望まれた。しかし、2 年次に C/P も補充され技術移転

も生かされてた。今後更に経験を積む中で更に能力の

向上が期待される。 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.3 水理計算、設計 ○   水理計算、設計ができる。 知識：B  
技能：B 
第 1 年次に技術移転がなされたが、C/P の交代があ

り、生かされなかった。2 年次に C/P が補充され、生

かされてきた。しかし、この能力はこの分野専門の技

術者が必要である。 
 
 
 
 
 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・技術指導、OJT 



 

必要な能力 → K: 知識, S: 技能, A: 心構え 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） 3 年目の現状(2008 年 10 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

5.4 簡易灌漑施設の施設・施工 ○ ○  簡易灌漑農業の基本的な施設計画を作成し、施工する

ことができる（または計画作成及び施工を監理するこ

とができる）。 

知識：A  
技能：A 
C/P の交代があり第 1 年次の経験が生かされなかっ

たが、2 年次に既に当該業務を行う能力を備えている

C/P が補充された。資材管理、モニタリング実施への

取組みへの改善が期待される。 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.5 簡易灌漑施設のオペレー

ション、維持管理 
○ ○  簡易灌漑施設のオペレーション、維持管理を指導する

ことができる。 
 
 

知識：B  
技能：B 
補充された C/P には既に十分な知識、技能があり、

指導を行うことが可能である。 

スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.6 簡易灌漑農業の指導 ○ ○  自然条件に合った簡易灌漑農業の指導を行うことがで

きる。 
知識：B  
技能：B 
アグロフォレストリー担当の C/P が担当し、知識は

十分あるが、実践的な技能は更に向上する余地があ

る。専任の C/P が居れば、よりきめ細かい指導が可

能である。 

・スール・フツーロ財団 
（灌漑 C/P） 
・OJT 

5.7 リボルビングファンドの

適用 
○   地域の社会経済条件に合ったリボルビングファンドを

提案し、管理することができる。 
知識：A  
スール・フツーロ財団はマイクロクレジットの経験を

有し、この能力を十分に備えている。 

・スール・フツーロ財団 
（役員、P/C） 
・意見交換 

6. アグロフォレストリーの導

入 
自然条件や社会経済条件に合ったアグロフォレストリーを指導することができる。 

6.1アグロフォレストリーの計

画 
○ ○  自然条件や社会経済条件に合ったアグロフォレストリ

ーモデル（常畑化、生産性向上及び生産物の多様化）

を提案することができる。 

知識：A  
技能：B 
アグロフォレストリーの基礎知識は持ち、応用技術力

も身についてきているが、更に向上の余地がある。 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 

6.2 デモンストレーション・フ

ァームの設置 
○ ○ ○ デモンストレーション・ファームの設定、管理、OJT

を指導することができる。 
知識：A  
技能：B 
心構え：A 
計画したデモンストレーション・ファームの選定、巡

回指導を行う能力は高い。きめ細かい指導を行う能力

にはまだ向上の余地がある。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・OJT、研修 
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キャパシティ 
業務のカテゴリー 

K S A 
必要なキャパシティ（到達目標） 3 年目の現状(2008 年 10 月) 実施主体（担当部署、担当者）、 

関係機関、CD の手法 

6.3アグロフォレストリーの指

導 
○ ○ ○ デモンストレーション・ファームにおいてアグロフォ

レストリー技術を指導することができる。 
知識：A  
技能：B 
心構え：A 
知識は十分持っているが、技術適用にはまだ向上する

余地がある。普及活動を行う能力も高い。しかし、普

及活動を行うには体制の強化が望まれる。 
 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 

6.4 モニタリングの実施 ○ ○  デモンストレーション・ファームのモニタリングを計

画・実施できる。 
知識：A  
技能：A  
モニタリング計画策定の知識は十分である。しかし、

実施には向上の余地がある。今後継続的に行うモニタ

リングシステムの構築が期待される。 

・スール・フツーロ財団 
（アグロフォレストリーC/P） 
・意見交換、OJT 

7. GIS の活用 GIS を活用してプロジェクトを管理することができる。 
7.1 GPS の活用 ○ ○  GPS で観測した位置情報を GIS に組み込むことができ

る。 
知識：A  
技能：A 
当該業務を行う能力は既に備えている。 
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 

7.2 属性データの調査 ○ ○  GIS の属性データとなる植林地のデータの調査を設計

し、実施することができる。 
知識：A  
技能：A 
当該業務を行う能力は既に備えている。 
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 

7.3 GIS の活用 ○ ○  GIS の検索機能、オーバーレイ機能などを使って、植

林地の管理や OJT ができる。 
知識：A  
技能：A 
当該業務を行う能力は既に備えている。 
植林担当 C/P と連携して実施することが望まれる。
 

・スール・フツーロ財団 
（GIS C/P） 
・技術指導、OJT 
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巻末資料 12 プロジェクト運営資料 投入実績 
 
プロジェクトの投入実績は、次のとおりである。 

 
＜日本側＞ 

 短期専門家 6 名（56.87 M/M） 
- チーフアドバイザー／流域管理／森林火災（１）6.63 M/M 
- チーフアドバイザー／流域管理／森林火災（２）14.17 M/M 
- アグロフォレストリー 5.50 M/M 
- 参加型開発（１）10.50 M/M 
- 参加型開発（２）2.33 M/M 
- 灌漑農業 15.74 M/M 
- GIS 1.0 M/M 
- 業務調整 2.0 M/M 

 研修員受け入れ 3 名 
 調達機材 

- ピックアップ 2 台 
- トラック 1 台 
- バイク 3 台 
- デスクトップパソコン 2 台 
- ラップトップパソコン 1 台 
- 液晶プロジェクター 1 台 
- プリンター3 台 
- スキャナー1 台 
- ファックス 1 台 
- コピー機 1 台 
- GIS ソフト 1 ライセンス 
- GPS 3 台 
- ジェットシューター 10 台 

 再委託費等 
第 1 年次 

- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約 1））4,351,568 円1 
（RD$1,430,966.00） 

- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約 2、Lot.A：PVC パイプの調達契

約））8,373,354 円（RD$2,753,487.00） 
- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約 2、Lot.B：圃場内設備（スプリ

ンクラー）等の工事契約））4,026,424 円（US$38,021.00） 
                                                  
1 1 年次～3 年次 RD$1.00 = ¥3.041、US$1.00 = ¥105.90 (2008 年 10 月) 
 第 4 年次 RD$1.00=¥2.513（2009 年 10 月） 
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第 2 年次 
- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約 Lot.A：PVC パイプの調達契約）

(Los Periquitos)）1,333,968 円（RD$438,661.00） 
- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約 Lot.B：圃場内設備（スプリンク

ラー）等の資材調達、施工契約）(Los Periquitos)）2,515,130 円（US$23,750.05） 
- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約 Lot.A：PVC パイプの調達契約）

(El Derrumbado)）1,582,155 円（RD$520,274.50） 
- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約 Lot.B：圃場内設備（スプリンク

ラー）等の資材調達、施工契約）(El Derrumbado)）4,049,615 円（US$38,239.99） 
第 3 年次 

- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約：灌漑施設設置のための施工監理）

(El Derrumbado)）311,703 円（RD$102,500.00） 
- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（契約：圃場内設備の資材調達と施工）

(Las Lagunas)）3,424,274 円（RD$1,126,035.50） 
第 4 年次 

- ローカルコンサルタント（簡易灌漑農業活動（Los Naranjos 村の灌漑システム安定

化のための修理）4,788,085 円（RD$1,736,289.40） 
 
 

＜ドミニカ共和国側（スール・フツーロ財団）＞ 
 カウンターパート 

- プロジェクト・コーディネーター １名（兼任） 
- 灌漑担当 １名（専任）２名（兼任） 
- 社会開発担当 １名（専任）２名（兼任） 
- 植林（流域管理）担当 ２名（兼任） 
- アグロフォレストリー担当 ２名（兼任） 

 施設（オフィス）提供 
 バイク 4 台 
 植林用苗木 
 簡易灌漑農業用果樹苗木 
 簡易灌漑農業用の牛馬、耕運機具、農地の準備にかかるリボルビングファンドの原資 
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巻末資料 13 プロジェクト運営資料 専門家派遣実績 
 

第１年次～第４年次の専門家の構成は、次のとおりである。 

 

専門家の派遣（第１年次） 

チーフアドバイザー
／流域管理／森林火
災

阿久津 雄三

5/1-9/20

143 52+18

6.50

アグロフォレスト
リー

市川 澄雄

60

5/11-7/9

15

1/10-1/24
2.50

参加型開発 小林 周一

45+10 

5/1-6/14→5/1-6/24に変更

45

10/25-12/8
3.00

灌漑農業 古川 数光

87

5/16-8/10

50+7

9/14-11/2→9/14-11/9に変更

4.57

GIS 宗像 和規

30

11/9-12/8
1.00

業務調整 市川 澄雄

10

5/1-5/10

22

7/10-7/31

28

1/25-2/21
2.00

12 18 9 10 115 6 7
M/M

現
地
作
業

2 3

2006年度

4
担当業務 氏名

1/10-3/2→1/10-3/20に変更

 

 

専門家の派遣（第２年次） 

チーフアドバイザー
／流域管理／森林火
災

阿久津 雄三

4

5/7-5/10

0.13

チーフアドバイザー
／流域管理／森林火
災

増井 博明

75+16

6/2-8/15→6/2-8/31に変更

50

1/8-2/26

4.17

アグロフォレスト
リー

市川 澄雄

45+7

4/26-6/9→4/26-6/16に変更

1.50

参加型開発 小林 周一

60

(8/26-10/24)
2.00

灌漑農業 古川 数光

66 69 30+14

5.50

現
地
作
業

担当業務 氏名

2007年度

4 5 6 9 11 12 17 8 10
M/M

2 3

10/17-12/246/5-8/9 1/14-2/12→1/14-
2/26に変更
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専門家の派遣（第３年次） 

チーフアドバイザー
／流域管理／森林火
災

82

6/15-9/4

38 60

6.00

参加型開発

70

9/5-11/13
2.33

アグロフォレスト
リー

市川 澄雄

45

5/20-7/3
1.50

灌漑農業 古川 数光

62

5/20-7/20

48

11/4-12/21
3.67

増井 博明

7 8
M/M

2008年度

4 5 6 9 10

現
地
作
業

311 12 1 2
担当業務 氏名

11/14-12/21 1/10-3/10

 

 
専門家の派遣（第 4 年次） 

チーフアドバイ
ザー／流域管理
／森林火災／参
加型開発

増井 博明

75

5/27-8/9

45

1/23-3/8
4.00

組織強化／参
加型開発／普
及

小林 周一

155

6/24- 11/25

10

2/27-3/8
5.50

灌漑農業 古川 数光

30

6/28- 7/27

45

1/23-3/8
2.50

M/M担当業務 氏名

2009年度

84 5 1 2 36 7 129 10 11
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巻末資料 14 プロジェクト運営資料 研修実施実績 
 
本プロジェクトでは、C/P の能力向上を目的として、プロジェクト期間中、毎年、1～2 名を研

修員として本邦に受入れることにした。これら本邦での研修は、現地における技術移転を補完す

るものとして、想定される研修効果が十分発揮されるよう、時期、内容などについて現地作業と

の整合性を図り実施した。 
 

第 1 年次（2006 年度） 
 第 1 年次はプロジェクトマネージャー（準高級）1 名を対象に 2 週間程度、日本国の森林保

全・管理行政、住民が主体となった流域管理及び農村振興事業についての理解と知見を深める

こと及びプロジェクトの運営管理に関する JICA 本部関係部との打ち合わせを目的として、関

係者との意見交換及び関連現場や施設の視察等を行った。 
１）コースの概要 
 ａ．コース名 

（和文） ドミニカ共和国サバナ・イェグァ・ダム上流域の持続的流域管理計画（第 1 年次） 
（英文） Study Course in the Sustainable Watershed Management Project in the Upper 

Area of the Sabana Yegua Dam in the Dominican Republic 
ｂ．研修期間 ： 2006 年 9 月 24 日～10 月 7 日 
ｃ．研修員人数： Ms. Evaydee Pérez Sarraf（スール・フツーロ財団前局長）  

（国籍：ドミニカ共和国） 1 名 
 

第 3 年次（2008 年度） 
日本にて実践されている参加型森林管理手法や地域振興、流域管理等の事例を通じ、カウン

ターパート C/P 機関であるスール・フツーロ財団本部企画評価部長及び 2008 年 1 月、パード

レ・ラス・カサス事務所長に着任した参加研修員を対象に、プロジェクト対象地域の森林資源

の適切な管理を目指した参加型手法および関係機関の役割を理解し、プロジェクトの運営能力

を強化することを目的として実施した。 
１）コースの概要 
ａ．コース名 
（和文）ドミニカ共和国 国別「参加型森林管理」 
（西文）Curso de entrenamiento por país en manejo forestal participativo 

Año Fiscal Japonés 2008, República Dominicana 
ｂ．研修期間 ： 2008 年 4 月 13 日～4 月 27 日 
ｃ．研修員人数： Mr. Alberto Roa Tlowley（スール・フツ―ロ財団企画評価部長） 

 Mr. Luis Del Carmen Piña Gómez（スール・フツ―ロ財団バドレ・ラス・

カサス事務所長） 
（国籍：ドミニカ共和国） 2 名 
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巻末資料 15 プロジェクト運営資料 供与機材実績 
 
プロジェクトの供与機材実績は、次表のとおりである。 

 
 供与機材実績 

機材名 数 量 機材到達日 設置場所 
ピックアップ 2 台 2006 年 5 月 プロジェクト事務所 
トラック 1 台 2007 年 4 月 プロジェクト事務所 
バイク 3 台 2006 年 10 月 プロジェクト事務所

及び森林管理署 
デスクトップパソコン 1 台 2006 年 5 月 プロジェクト事務所 
デスクトップパソコン

（GIS 用） 
1 台 2006 年 6 月 プロジェクト事務所 

ラップトップパソコン 1 台 2006 年 5 月 プロジェクト事務所 
液晶プロジェクター 1 台 2006 年 5 月 プロジェクト事務所 
プリンター 1 台 2006 年 5 月 プロジェクト事務所 
プリンター（カラー） 2 台 2007 年 5 月 プロジェクト事務所 
スキャナー 1 台 2007 年 5 月 プロジェクト事務所 
ファックス 1 台 2006 年 5 月 プロジェクト事務所 
コピー機 1 台 2006 年 5 月 プロジェクト事務所 
GIS ソフト 1 ライセ

ンス 
2006 年 9 月 プロジェクト事務所 

GPS 3 台 2006 年 5 月 プロジェクト事務所 
ジェットシューター 10 台 2006 年 5 月 森林管理署 
注）プロジェクト事務所：スール・フツーロ財団パードレ・ラス・カサス事務所 

森林管理署：現在は、環境・自然資源省のパードレ・ラス・カサス環境事務所 
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巻末資料 16 プロジェクト運営資料 現地業務費実績 
 
年度ごとの現地業務費実績は、次表のとおりである。 

 
現地業務費実績（2006 年度：第１年次） 

項 目 金額（RD$、US$） 金額（円2） 
傭人費（通訳、運転手、秘書等）（簡易灌漑農業

用傭人費含む。） 
RD$1,282,300.00 

US$12,100.00 
5,180,864 円 

機材保守・管理費（車両保険料、車両維持管理費

等） 
RD$170,583.99 518,746 円 

アグロフォレストリー・デモファーム用資機材 RD$270,095.03 821,359 円 
啓発、教育用資機材（ポスター・横断幕作成） RD$18,627.83 56,647 円 
森林消防団用消火資機材 RD$8,275.00 25,164 円 
造林用資機材 RD$20,188.88 61,394 円 
村落ワークショップ用資機材 RD$16,590.90 50,453 円 
簡易灌漑農業施設用資機材 
（タンク設置資材、工事用具） 

RD$630,009.49 1,915,859 円 

報告書及び資料作成費（翻訳含む。） RD$6,043.80 
US$2,230.00 

254,536 円 

車両借上（貸与車両が納入されるまでの期間） US$1,859.54 196,925 円 
スタディツアー（簡易灌漑農業研修）（車両借上） RD$6,000.00 18,246 円 
機材購入（コンピューター(GIS 用)、GIS ソフト、

バイク等） 
RD$1,800.00 

US$16,540.20 
1,757,081 円 

再委託業務（簡易灌漑農業活動費） RD$4,184,453.00 
US$38,021.00 

16,751,345 円 

その他（燃料、コピー用紙、トナーカートリッジ、

携帯電話通話料等） 
RD$281,427.71 855,822 円 

2006 年度の合計金額 RD$6,896,395.63 
US$70,750.74 

28,464,441 円 

 

                                                  
2 1 年次～2 年次 RD$1.00 = ¥3.041、US$1.00 = ¥105.90 (2008 年 10 月) 

3 年次 RD$1.00 = ¥2.772、US$1.00 = ¥97.29 (2009 年 3 月) 
4 年次 RD$1.00 = ¥2.513、US$1.00 = ¥89.98 (2009 年 10 月) 
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現地業務費実績（2007 年度：第２年次） 

項 目 金額（RD$、US$） 金額（円） 
傭人費（通訳、運転手、秘書、アシスタントファ

シリテーター等） 
RD$375,300.00 

US$18,250.00 
3,073,962 円 

機材保守・管理費（車両保険料、車両維持管理費

等） 
RD$191,205.19 581,455 円 

アグロフォレストリー・デモファーム用資機材 RD$334,748.90 
US$1,270.00 

1,152,464 円 

啓発、教育用資機材（ポスター作成） RD$18,375.48 55,880 円 
森林消防団用消火資機材 RD$750.00 2,281 円 
村落ワークショップ用資機材 RD$15,402.65 46,839 円 
報告書及び資料作成費（翻訳含む。） RD$8,775.00 

US$5,905.00 
652,024 円 

スタディツアー（簡易灌漑農業研修）（車両借上

含む。） 
RD$59,000.00 179,419 円 

再委託業務（簡易灌漑農業活動費） RD$958,935.50 
US$61,990.04 

9,480,868 円 

工事費（簡易灌漑農業活動費）（復旧に必要な工

事費含む。） 
RD$2,106,502.65 6,405,875 円 

その他（燃料、コピー用紙、トナーカートリッジ、

携帯電話通話料等） 
RD$347,978.61 1,058,203 円 

2007 年度の合計金額 RD$4,416,973.98 
US$87,415.04 

22,689,270 円 
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現地業務費実績（2008 年度：第３年次） 

項 目 金額（RD$、US$） 金額（円） 
傭人費（通訳、運転手、秘書、アシスタントファ

シリテーター等） 
RD$674,935 

US$16,600 
3,485,936 円 

機材保守・管理費（車両保険料、車両維持管理費

等） 
RD$294,560 816,522 円 

アグロフォレストリー・デモファーム用資機材 RD$590,097 1,635,750 円 
営農指導用資材 RD$432,900 1,200,000 円 
ミミズ堆肥製造用資機材 RD$139,350 386,280 円 
啓発、教育用資機材（ポスター作成） RD$41,030 113,736 円 
森林消防団用消火資機材 RD$26,479 73,400 円 
村落ワークショップ用資機材 RD$30,541 84,660 円 
報告書及び資料作成費（翻訳含む。） RD$307,453 852,260 円 
スタディツアー及び技術研修（簡易灌漑農業及び

アグロフォレストリー研修）（車両借上含む。） 
136,850RD$ 379,350 円 

再委託業務（簡易灌漑農業活動費） RD$1,126,035.50 3,121,370 円 
工事費（簡易灌漑農業活動費） RD$2,655,844 7,362,000 円 
その他（燃料、コピー用紙、トナーカートリッジ、

携帯電話通話料等） 
RD$549,880 1,524,268 円 

2008 年度の合計金額 RD$7,005,954.50 
US$16,600 

21,035,532 円 
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現地業務費実績（2009 年度：第 4 年次） 

項 目 金額（RD$、US$） 金額（円） 
傭人費（通訳、運転手、秘書、アシスタントファ

シリテーター等） 
RD$2,111,438 

US$7,955 
6,021,837 円 

機材保守・管理費（車両保険料、車両維持管理費

等） 
RD$281,133 706,488 円 

アグロフォレストリー・デモファーム用資機材 RD$108,897 273,660 円 
村落ワークショップ用資機材 RD$29,590 74,360 円 
報告書及び資料作成費（翻訳含む。） RD$1,326,268 3,332,912 円 
ワークショップ開催（会場借上） RD$108,829 273,489 円 
スタディツアー及び技術研修（簡易灌漑農業及び

アグロフォレストリー研修）（車両借上含む。） 
RD$208,433 523,794 円 

再委託業務（簡易灌漑農業活動費） RD$1,736,289.40 4,363,295 円 
工事費（簡易灌漑農業活動費） RD$867,170 2,179,200 円 
その他（燃料、コピー用紙、トナーカートリッジ、

携帯電話通話料等） 
RD$1,142,813 2,871,890 円 

2009 年度の合計金額 RD$7,920,860.40 
US$7,955 

20,620,725 円 
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巻末資料 17 プロジェクト運営資料 再委託実績 
    
簡易灌漑農業活動に係る再委託業務は、ローカルコンサルタントに再委託して実施した。年度

ごとの再委託業務の実績は、次表のとおりである。 
 

再委託業務の実績 
年 度 項 目 業務内容 契約金額 

簡易灌漑農業活動（契約 1） 簡易灌漑農業施設の設
置に係る調査設計、施工
監理 

4,351,568 円3

（RD$1,430,966.00）

簡易灌漑農業活動（契約 2、Lot.A：
PVC パイプの調達契約） 

簡易灌漑農業施設の設
置に係る PVC パイプ、
パイプラインの付帯設
備の調達 

8,373,354 円
（RD$2,753,487.00）

2006 年度 
（第１年次） 

簡易灌漑農業活動（契約 2、Lot.B：
圃場内設備（スプリンクラー）等の
工事契約） 

簡易灌漑農業施設の設
置に係る圃場内灌漑施
設、パイプラインの付帯
設備の調達、圃場内灌漑
設備の導入時の施工監
理 

4,026,424 円
（US$38,021.00）

簡易灌漑農業活動（契約 Lot.A：PVC
パイプの調達契約）(Los Periquitos) 

PVC パイプ、パイプラ
インの付帯設備（PVC
製）の調達 

1,333,968 円
（RD$438,661.00）

簡易灌漑農業活動（契約 Lot.B：圃
場内設備（スプリンクラー）等の資
材調達、施工契約）(Los Periquitos) 

圃場内灌漑施設、パイプ
ラインの付帯設備の調
達、圃場内灌漑設備の導
入時の施工監理 

2,515,130 円
（US$23,750.05）

簡易灌漑農業活動（契約 Lot.A：PVC
パイプの調達契約）(El Derrumbado)

PVC パイプ、パイプラ
インの付帯設備（PVC
製）の調達 

1,582,155 円
（RD$520,274.50）

2007 年度 
（第２年次） 

簡易灌漑農業活動（契約 Lot.B：圃
場内設備（スプリンクラー）等の資
材調達、施工契約）(El Derrumbado)

圃場内灌漑施設、パイプ
ラインの付帯設備の調
達、圃場内灌漑設備の導
入時の施工監理 

4,049,615 円
（US$38,239.99）

簡易灌漑農業活動（契約：灌漑施設
設 置 の た め の 施 工 監 理 ） (El 
Derrumbado) 

圃場内灌漑設備（スプリ
ンクラー等）の導入時の
施工監理 

311,703 円
（RD$102,500.00）

2008 年度 
（第３年次） 

簡易灌漑農業活動（契約：圃場内設
備の資材調達と施工）(Las Lagunas)

圃場内灌漑施設、パイプ
ラインの付帯設備の調
達、圃場内灌漑設備の導
入時の施工監理 

3,424,274 円
（RD$1,126,035.50）

2009 年度 
（第 4 年次） 

簡易灌漑農業活動（契約： Los 
Naranjos 村の灌漑システム安定化の
ための修理) 

灌漑パイプラインの一
部ルート変更 

4,363,295 円
（RD$1,736,289.40）

合 計   34,331,486 円
（RD$8,108,213.40）
（US$100,011.04）

                                                  
3 1 年次～2 年次 RD$1.00 = ¥3.041、US$1.00 = ¥105.90 (2008 年 10 月) 

3 年次 RD$1.00 = ¥2.772、US$1.00 = ¥97.29 (2009 年 3 月) 
4 年次 RD$1.00 = ¥2.513、US$1.00 = ¥89.98 (2009 年 10 月) 
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巻末資料 18 プロジェクト運営資料 合同調整委員会開催記録 

 

第 1 回 
日時 2006 年 5 月 10 日（月）午後 4 時～5 時 

 
場所 Fundación Sur Futuro 会議室 

 
出席者 Secretaría de Estado de Medio Ambiente y Recursos Naturales（環境・自然資源省） 

Fundación Sur Futuro 
JICA ドミニカ共和国事務所 
プロジェクト専門家 

議題 インセプションレポート案の承認とミニッツの署名 
 

 
会議内容 

 
合同調整委員会を開催するに当たり、2006 年 5 月 2 日～5 月 9 日にかけて JICA ドミニ

カ共和国事務所及びカウンターパート機関であるスール・フツーロ財団事務所において、
プロジェクト専門家がインセプションレポート案を説明し事務段階の協議を行った。 

主要な協議テーマ及び協議結果は、次表のとおりである。事務的な協議に続き、5 月 10
日、スール・フツーロ財団において第 1 回合同調整委員会を開催、インセプションレポー
ト案に従って説明した本プロジェクトの概要、目標成果、活動等についての承認と、イン
セプションレポート協議に関するミニッツの署名がなされた。  

協議テーマ 協議結果 
ａ. 簡易灌漑農業の規模（灌漑
面積、受益者等） 
 
ｂ. 第 1 年次の簡易灌漑農業の
導入箇所数、導水管の距離 
 
ｃ. アグロフォレストリーのイ
ンセンティブ 
 
ｄ. アグロフォレストリーのデ
モンストレーション・ファーム
の箇所数 
 

ａ. ベースライン調査等の結果により簡易灌漑農業の
規模を考える。 
 
ｂ. 具体的な導入箇所数、導水管の距離は、Ｃ/P 機関、
JICA 事務所も含めた調査により決定。 
 
ｃ. 果樹苗木に対するリボルビングファンドの導入。
 
 
ｄ. デモンストレーション・ファームの箇所数は、ベ
ースライン調査及び農民の耕作規模による。 
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第 2 回 
日時 2007 年 3 月 15 日（木）午前 10 時～午後 1 時 

 
場所 パードレ・ラス・カサス市の Fundación Sur Futuro 

プロジェクト事務所 会議室 
 

出席者 Secretaría de Estado de Medio Ambiente y Recursos Naturales（環境・自然資源省） 
Fundación Sur Futuro 
JICA ドミニカ共和国事務所 
プロジェクト専門家 
 

議題 当該年度の活動結果の報告及び翌年度の活動計画 
 

会議内容 1．プロジェクト業務完了報告書(第 1 年次)(ドラフト)の説明 
プロジェクト専門家が第 1 年次の業務完了報告書 (ドラフト)の内容を説明し、承認を得

た。 
 
2. 翌年度の活動計画の説明と承認 
プロジェクト専門家が翌年度の活動計画をの説明し、承認を得た。 

   
2007 年度のプロジェクトの活動は、前年度に仕掛かりとなっている課題を主体に、イン

セプションレポートに計画したとおり実施することとする。特に、プロジェクト業務の太
宗をしめると想定される簡易灌漑農業の導入については、C/P の CD に主体をおいて、前
年度簡易灌漑農業委員会を設置した 3 集落で、施設の設置、営農指導を継続する。また、
新規導入村落は、簡易灌漑農業のポテンシャル調査結果を基に、乾季の水量、集落の意向
を配慮しながら、専門家及び C/P の合意の下に決定し、測量、詳細設計、合意形成を開始
する。 
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第 3 回 
日時 2007 年 7 月 30 日（月）午前 10 時～午後 3 時 

 
場所 Fundación Sur Futuro 会議室 

 
出席者 Secretaría de Estado de Medio Ambiente y Recursos Naturales（環境・自然資源省） 

Fundación Sur Futuro 
JICA ドミニカ共和国事務所 
JICA 運営指導調査団 
プロジェクト専門家 

議題 PDM の改定 
 

会議内容 (1) プロジェクト専門家によるプロジェクトの進捗状況の報告 
(2) プロジェクト専門家から PDM 改定案が提案され 
 

討議の結果 PDM が改定された。PDM の改定のポイントは次のとおりである。 
 
項目 改定後の指標 理由 
スーパーゴー
ルの１ 

2019 年までにサバナ・イェグ
ア･ダム上流地域の森林率が
55％となる（現在は 52%）。

開発調査(2000-2002)で策定されたマス
タープランを現在、環境自然資源省か
らスール・フツーロ財団が委託され実
施中(2004-2019)であり、その最終年を
目標とした。 

上位目標 2014 年までに対象地域の森
林面積率が 3％増加する。 

プロジェクト終了後 5 年を目安に 2014
年を目標とした。 

成果 2 の指標
2-2 

焼畑を行う農家の数が 150戸
以上減少する。 

灌漑導入 4 村(30 戸×4 村）、ｱｸﾞﾛ導入 30
戸 
合計 150 戸 

成果 4 の指標
4-1 

住民による消防団が 4以上結
成される。 

簡易灌漑農業導入村に結成する。 
 

 
翌日 PDM 改定に伴うミニッツの署名が行われた。 
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第 4 回 
日時  2008 年 2 月 20 日（水）午前 10 時～13 時 

 
場所 Fundación Sur Futuro 会議室 

 
出席者 Secretaría de Estado de Medio Ambiente y Recursos Naturales（環境・自然資源省） 

Fundación Sur Futuro 
JICA ドミニカ共和国事務所 
プロジェクト専門家 
 

議題 当該年度の活動結果の報告及び翌年度の活動計画 
 

会議内容 1．プロジェクト業務完了報告書(第 2 年次)(ドラフト)の説明 
プロジェクト専門家が第 2 年次の業務完了報告書 (ドラフト)の内容を説明し、承認を得

た。 
 
2. 翌年度の活動計画の説明と承認 
プロジェクト専門家が翌年度の活動計画をの説明し、承認を得た。 

   
2008年度のプロジェクトの活動は、第1年度から簡易灌漑施設を建設中のLos Periquitos、

Los Naranjos、El Derrumbado に通水できたので、第 3 年次はその安定化を図り、農業指導
を開始する。4 村目は Las Lagunas とし、合意形成、その後の工事を行い、第 3 年度中に
完成させる。 
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第 5 回 
日時 2008 年 11 月 20 日（水）午前 10 時～12 時 

 
場所 Hotel Embajada (サントドミンゴ市) 

 
出席者 Secretaría de Estado de Medio Ambiente y Recursos Naturales（環境・自然資源省） 

Fundación Sur Futuro 
Secretaría de Estado de Economía, Planificación y Desarrollo（経済・企画・開発省） 
終了時評価調査団 
JICA ドミニカ共和国事務所 
プロジェクト専門家 
 

議題 当該年度の活動経過の報告及び終了時評価報告 
 

会議内容 1．プロジェクト大年次の活動経過報告 
プロジェクト専門家が第 3 年次の活動の内容及び開始時から現在までの経過を説明。 

 
2．終了時評価報告 
終了時評価調査団から、終了時評価についての報告がなされた。 

 
3．以上についての発表に対する質疑応答 

経済・企画・開発省からは今後本プロジェクトを初め、国際協力プロジェクトには積極
的に協力したいとの表明があった。 
 
4.ミニッツのサイン 
終了時評価に関し、JICA, 環境・自然資源省, FSF, 経済・企画・開発省の者においてミ

ニッツのサインがなされた。 
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第 6 回 
日時 2009 年 3 月 5 日（木）午前 10 時～午後 12 時 

 
場所 Fundación Sur Futuro 会議室 
出席者 Secretaría de Estado de Medio Ambiente y Recursos Naturales（環境・自然資源省） 

Fundación Sur Futuro 
Secretaría de Estado de Economía, Planificación y Desarrollo 
JICA ドミニカ共和国事務所 
プロジェクト専門家 
 

議題 当該年度の活動結果の報告及び翌年度の活動計画 
 

会議内容 1．プロジェクト業務完了報告書(第 3 年次)(ドラフト)の説明 
プロジェクト専門家が第 2 年次の業務完了報告書 (ドラフト)の内容を説明し、承認を得

た。 
 
2. 翌年度の活動計画の説明と承認 
プロジェクト専門家が翌年度の活動計画をの説明し、承認を得た。 

 
終了時評価において、第 2 年次（2007 年）に数度にわたるハリケーン被害により、簡易

灌漑施設の工事期間の延長を余儀なくされ、営農指導、施設の取扱、維持管理の指導が十
分でなく、プロポーザルの 1 年延長が提案された。それに伴い、第 4 年次の活動計画につ
いて説明した。 
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第 7 回 
日時  2009 年 6 月 12 日（水）午前 10 時～13 時 

 
場所 Fundación Sur Futuro 会議室 

 
出席者 Secretaría de Estado de Medio Ambiente y Recursos Naturales（環境・自然資源省） 

Fundación Sur Futuro 
Secretaría de Estado de Economía, Planificación y Desarrollo（経済・企画・開発省） 
JICA ドミニカ共和国事務所 
プロジェクト専門家 
 

議題 当該年度の活動計画の説明及び PDM、PO の改訂 
 

会議内容 1．プロジェクト第 4 年次の活動計画の説明 
プロジェクトが 1 年間延長されたことに伴い、当初計画で十分にできなかった営農、灌

漑施設の維持管理、市場戦略及び灌漑組合の組織強化を中心にだい 4 年次は活動をること
を説明した。また、Los Naranjos 村においては灌漑システム安定化のための修理（灌漑パ
イプラインの一部ルート変更）を再委託にて実施することを説明し、承認を得た。 
 
2. PDM、PO の改訂翌年度の活動計画の説明と承認 
プロジェクトが 1 年間延長され、上述した活動を中心に行うことから、それに沿って

PDM、PO を関係者の協議のもと改訂し、承認された。 
 
3．ミニッツの証明 

PDM、PO の改訂に伴う、ミニッツを JICA、環境・自然資源省、FSF、経済・企画・開
発省の 4 者の間で署名した。 
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第 8 回 
日時 2010 年 3 月 3 日（水）午前 10 時～11 時 

 
場所 Fundación Sur Futuro 会議室 
出席者 Ministerio de Medio Ambiente y Recursos Natrales（環境・自然資源省） 

Fundación Sur Futuro 
Ministerio de Economía, Planificación y Desarrollo（経済・企画・開発省） 
JICA ドミニカ共和国事務所 
プロジェクト専門家 
 

議題 プロジェクト終了のミニッツ署名 
 

会議内容 1．プロジェクト終了のミニッツ署名 
 

JICA、環境天然資源省、Fundación Sur Futuro、経済・企画・開発省の４者により、プロ
ジェクト終了にかかるミニッツ（別紙参照）を署名した。 
 



別紙　　　　ミニッツ
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